
 

 

 

 

 

 

 

 

・第１節 インフラ長寿命化計画（個別施設計画） 

・第２節 水道事業経営戦略 

 

「安全」・「強靭」・「持続」そして未来へ 

 
 

 

 行 方 市 水 道 課 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第１節 インフラ長寿命化計画 

（個別施設計画） 

平成２９年度～平成３８年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年 ３月 

行 方 市 水 道 課 

  



 

 

 

 

 

 

１．はじめに  ………………………………………………………………………… 1－ 1 

２．水道ビジョン策定の趣旨  ……………………………………………………… 1－ 2 

３．水道ビジョンの位置づけ  ……………………………………………………… 1－ 3 

４．計画期間  ………………………………………………………………………… 1－ 3 

５．水道事業の背景  ………………………………………………………………… 1－ 4 

  １）麻生地区水道事業の変遷 …………………………………………………… 1－ 4 

２）北浦地区水道事業の変遷 …………………………………………………… 1－ 4 

３）玉造地区水道事業の変遷 …………………………………………………… 1－ 5 

４）合併後の水道事業の概要 …………………………………………………… 1－ 6 

５）現在の水道事業の概要 ……………………………………………………… 1－ 6 

６）行方市水道施設位置図 ……………………………………………………… 1－ 7 

 

 

 

 

１．業務実績の現状  ………………………………………………………………… 1－ 9 

１）事業収支・給水原価・供給単価  …………………………………………… 1－ 9 

２）給水区域内人口（行政区域内人口）と給水人口  ………………………… 1－11 

３）給水普及率  …………………………………………………………………… 1－11 

４）有収水量（年間/m3）と給水収益   ………………………………………… 1－12 

５）一日最大給水量と一日平均給水量  ………………………………………… 1－13 

２．施設の現状と課題  ……………………………………………………………… 1－14 

１）水源水量の現状  ……………………………………………………………… 1－14 

２）取水施設の課題  ……………………………………………………………… 1－15 

３）浄水施設の現状  ……………………………………………………………… 1－16 

４）浄水施設の課題  ……………………………………………………………… 1－16 

５）配水施設の現状  ……………………………………………………………… 1－17 

目 次

 

 



 

 

６）配水施設の課題  ……………………………………………………………… 1－18 

７）水道管路の現状  ……………………………………………………………… 1－21 

８）水道管路の課題  ……………………………………………………………… 1－23 

９）災害対策の状況  ……………………………………………………………… 1－23 

 

 

 

 

１．将来の人口の見通し  …………………………………………………………… 1－27 

２．水需要予測  ……………………………………………………………………… 1－28 

３．計画給水量の設定  ……………………………………………………………… 1－28 

① 計画給水人口  ………………………………………………………………… 1－28 

② 一日平均給水量  ……………………………………………………………… 1－28 

③ 一日最大給水量  ……………………………………………………………… 1－28 

 

 

 

 

１．理想像の設定  …………………………………………………………………… 1－31 

２．目標  ……………………………………………………………………………… 1－31 

 

 

 

 

１．安全面の方策  …………………………………………………………………… 1－32 

１）残塩管理・洗管作業  ………………………………………………………… 1－32 

２）新設配水池の築造  …………………………………………………………… 1－32 

３）浄水場間の浄水受水  ………………………………………………………… 1－32 

４）県水受水  ……………………………………………………………………… 1－32 

５）ソフト対策の強化  …………………………………………………………… 1－33 

    ６）水道施設年次別整備事業  …………………………………………………… 1－33 

２．強靭面の方策  …………………………………………………………………… 1－33 

 

 



 

 

１）老朽管更新・耐震化  ………………………………………………………… 1－33 

２）老朽管更新・耐震化年次別整備事業  ……………………………………… 1－34 

３）効率的な水運用  ……………………………………………………………… 1－34 

   ①現有施設の強化  ……………………………………………………………… 1－35 

   ②水道施設の将来構想  ………………………………………………………… 1－36 

３．持続面の方策  …………………………………………………………………… 1－37 

１）長期的な財政計画  …………………………………………………………… 1－37 

２）民活導入の検討  ……………………………………………………………… 1－37 

  ３）環境対策  ……………………………………………………………………… 1－37 

  ４）水道サービスの向上  ………………………………………………………… 1－37 

  ５）人材育成  ……………………………………………………………………… 1－38 

４．連携・挑戦  ……………………………………………………………………… 1－38 

５．個別施設計画  …………………………………………………………………… 1－38 

 

 

 

 

 １．フォローアップ ………………………………………………………………… 1－42 

 ２．計画の検証  ……………………………………………………………………… 1－42 

 

 



第１章 計画策定の趣旨 

1－1 

 

 

１．はじめに 

水道事業には、平常時はもとより地震災害発生時においても一定の給水を確保する

ことが基本的使命として求められ、快適な市民生活や都市活動を営む上で、欠くこと

のできない重要な施設であり、安全で安心できる水の持続的な供給を確保し、将来に

おいて、より良い水準でのサービスを提供していかなければならない責務があります。

そのためには、水道事業の運営基盤の強化や技術力の確保等が必要とされ、各水道事

業者が自らの事業環境を総合的に分析して、経営方針を策定し、それを計画的に実行

していく必要があります。 

   先の｢東日本大震災｣では、行方市において震度６弱を観測し、水道施設にも損害を

受け、市の約９割となる１０,２００戸が断水となりました。改めて今後予測される

大規模地震に対しての被害を最小限に抑え、ライフラインとしての水道の使命である

“安定した水道水を供給すること”の重要性を認識することとなりました。また、人

口減少に伴う料金収入の減少や、需要者ニーズの多様化、水道施設の老朽化等、水道

事業を取り巻く環境はより一層厳しくなることが予想されています。 

社会情勢が大きく変化する中でライフラインとして本市の地域特性を踏まえ、事業

の現状を適切に分析・評価したうえで、今後施設が老朽化した際の給水機能の確保及

び災害時においても最低限度の給水が確保できるよう、利用者のニーズに即した水道

としてふさわしい水道経営のあり方を考えていく必要があると考えております。 
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２．水道ビジョン策定の趣旨 

平成２５年３月に厚生労働省より公表された新水道ビジョン（以下、水道ビジョン）

においては、東日本大震災の被災経験を踏まえた施策の強化が提唱されており、「安

全」、「強靭、「持続」を政策課題として、それぞれの地域に沿った対応策や目指すべ

き方向性が示されています。 

本市においても、利用者のみなさまへ将来にわたって安全な水道水を安定して供給

するとともに、サービス向上を目指してより一層の努力を続けることが必要であると

考えています。 

今回策定する「行方市水道ビジョン」は、政策課題である「安全」、「強靭、「持続」

を目標に、５０年後、１００年後を見据えた需要者ニーズや効率的な事業経営の機能

向上と、より安定性のある災害に強い水道施設を構築するため、ライフラインとして

の行方市水道事業が目指すべき将来像を設定し、これを実現するためのマスタープラ

ンとして、今後の施設整備や事業運営の基本的な方向性を示すことを趣旨として策定

いたしました。 

 

 

 

 

 

 
安全な水の保証はされているか安全 

強靭 

持続 

危機管理への対応は徹底されて

いるか 

水道サービスの持続性は確保さ

れているか 

水質管理、安定給水 

災害対策、事業継続、

施設整備 

健全経営、人材確保 
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３．水道ビジョンの位置づけ 

この水道ビジョンは、「行方市総合戦略書」で示された方針を基本とし、本市の水

道事業の現状と課題を明確に示し、水道を取り巻く社会情勢の変化を考慮して、効率

的かつ効果的な事業となるよう水道経営の方向性と具体的な施策を推進するための

基本的な考え方を掲げたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．計画期間 

行方市水道ビジョンの計画期間は、平成２９年度を初年度とし平成３８年度を最終年

度とした１０年間としました。ただし、社会情勢の変化に対応するため、適宜必要な見

直しを図る予定です。また計画目標年度以降の長期的な構想についても視野に入れるこ

ととします。 

 

 

 

 

～みんなで進めるまちづくり計画書～ 

社会基盤の整備 

上水道事業の推進 

健全経営・耐震化・

施設統廃合・広域

化・人材育成 

 

行方市水道ビジョン

行方市公共施設等総合管理計画 
行方市新市建設計画 

行方市水道ビジョン    計画期間  １０年間 
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５．水道事業の背景 

行方市の水道は、平成１７年９月２日付けで麻生町、北浦町、玉造町が合併し、行方

市政がスタートしたことに伴い、それぞれの水道事業を合算した最終認可の計画給水人

口４４,１３０人、計画一日最大給水量１７,５００ｍ3 として給水を開始しました。 

その後、人口減少や水需要の減少が見られるようになり、また旧町毎に会計が別れて

いたことから平成２０年に水道料金の一本化を含め、給水人口３６,０００人、一日最

大給水量１６,７００ｍ3 として認可を取得し、現在に至っております。 

 

 

 

旧麻生町水道事業は、昭和５６年に太田・大和地区を対象とした第１簡易水道を創

設し、昭和５９年に行方・小高地区を対象に第２簡易水道を建設、更に平成元年に簡

易水道を統合し、未給水地域を含めた町全体を給水対象として上水道事業を建設して

きました。 

 

事 業 名 認可年度 工  事  期  間
計   画 

備 考 
目標年度 給水人口

１日最大 
給 水 量 

第 1 簡易水道 昭和56年 昭和 56 年～58 年 平成 2年 4,400 人 1,278ｍ3  蔵川浄水場系

第 2簡易水道 昭和59年 昭和 59 年～62 年 平成 6年 4,850 人 1,325ｍ3  行方浄水場系

上水道創設 昭和63年 平成元年～6年 平成 10 年 18,200 人 5,500ｍ3  
簡易水道統合

新原浄水場建設

第 1次拡張 平成13年 平成 14 年～18 年 平成 22 年 15,500 人 6,100ｍ3  県水受水関連

 

 

 

 

旧北浦町水道事業は、昭和５３年、山田地区を対象とした簡易水道を創設し、昭和

５５年には繁昌地区を対象に簡易水道を建設、平成８年に簡易水道を統合し、未給水

地域を含めた町全体を給水対象として上水道を建設してきました。 

 

 

 

１）麻生地区水道事業の変遷 

２）北浦地区水道事業の変遷 
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事 業 名 認可年度 工  事 期  間
計   画 

備 考 
目標年度 給水人口

１日最大 
給 水 量 

山田地区簡易水道 昭和53年 昭和 53 年～53 年 昭和 62 年 2,310 人 660ｍ3 山田浄水場系

山田地区簡易水道 
第１次拡張 平成元年 平成 2 年～3 年 平成 11 年 3,410 人 1,150ｍ3  〃 

繁昌地区簡易水道 昭和54年 昭和 55 年～56 年 平成元年 2,000 人 500ｍ3  繁昌浄水場系

繁昌地区簡易水道 
第１次拡張 昭和62年 昭和 63 年 平成 9年 2,570 人 771ｍ3  〃 

上水道創設 平成7年 平成 8 年～15 年 平成 15 年 14,000 人 4,400ｍ3 簡易水道統合

第 1次拡張 平成12年 平成 12 年～15 年 平成 15 年 14,000 人 4,400ｍ3  
次木配水場
建 設 

 

 

 

旧玉造町水道事業は、３町で最も早く水道事業建設に着手し、昭和４７年に町中心

部を対象とした中央区簡易水道と手賀地区を対象とした手賀地区簡易水道の建設を

行い、昭和４８年に泉地区簡易水道、昭和４９年には町の南側に南部地区簡易水道、

昭和５２年に町の北側に北部地区簡易水道を建設、更に平成９年にこれら簡易水道を

統合して町全域を給水対象とした上水道事業を建設し、給水をしてきました。 

 

事 業 名 認可年度 工  事 期  間
計   画 

備 考 
目標年度 給水人口

１日最大 
給 水 量 

中央区簡易水道 昭和47年 昭和 47 年～48 年 昭和 56 年 4,500 人 696.1ｍ3 谷島浄水場系

中央区簡易水道 
第１次拡張 昭和58年 昭和 58 年～59 年 平成 4年 4,500 人 1,300ｍ3  〃 

南部地区簡易水道 昭和49年 昭和 49 年～50 年 昭和 58 年 2,700 人 550ｍ3  井上浄水場系

南部地区簡易水道 
第１次拡張 昭和61年 昭和 61 年～62 年 平成 7年 2,700 人 560ｍ3  〃 

手賀地区簡易水道 昭和47年  昭和 48 年 昭和 57 年 1,630 人 258ｍ3  手賀浄水場系

手賀地区簡易水道 
第１次拡張 昭和54年  昭和 54 年 昭和 63 年 1,960 人 517ｍ3  〃 

泉地区簡易水道 昭和48年  昭和 48 年 昭和 57 年 450 人 68ｍ3  (廃止) 

北部地区簡易水道 昭和52年 昭和 52 年～53 年 昭和 62 年 4,600 人 1,260ｍ3  中山浄水場系

北部地区簡易水道 
第１次拡張 昭和58年  昭和 58 年 平成元年 4,800 人 4,300ｍ3  

上山工業団地
統 合 

上水道創設 平成8年  平成 9年～16 年 平成 18 年 14,630 人 7,000ｍ3  
簡易水道統合
泉配水場建設

３）玉造地区水道事業の変遷 
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                       （平成 18 年 3月 31 日現在） 

     事業名 
 項 目 麻生水道事業 北浦水道事業 玉造水道事業 合 計 

計 画 給 水 人 口 15,500 人 14,000 人 14,630 人 44,130 人 

現 在 給 水 人 口 13,998 人 8,941 人 12,555 人 35,494 人 

水 道 普 及 率 89.0 ％ 84.9 ％ 93.2 ％ 89.4 ％ 

計画一日最大給水量 6,100ｍ3 4,400ｍ3 7,000ｍ3 17,500ｍ3 

実績一日最大給水量 5,288ｍ3 2,180ｍ3 6,901ｍ3 14,369ｍ3 

 

 

 

              （平成 28 年 3月 31 日現在） 

     事業名 
 項 目 行方市水道事業 備  考 

計 画 給 水 人 口 36,000 人 H18 年比較 △8,430 人 

現 在 給 水 人 口 32,755 人 〃 △2,736 人 

水 道 普 及 率 94.6 ％ 〃  増 5.2％ 

計画一日最大給水量 16,700ｍ3 〃 △ 800ｍ3 

実績一日最大給水量 10,224ｍ3 〃 △4,145ｍ3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４）合併後の水道事業の概要 

５）現在の行方市水道事業の概要
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６）行方市水道位置図 

新原浄水場 

次木泉配水場 

泉配水場(水道課) 

浄・配水場 12 カ所 

取水場 32 ヶ所 
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 行方市水道施設構成図   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※手賀浄水場は、現在休止中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水 源 

 

行方市泉配水場（水道課）

  

  

  

   

行方市の浄・配水場 
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１.業務実績の現状 

 

 

 

  ① 事業収支                           （千円） 

  H２２ H２３ H２４ H２５ H２６ H２７ 

収
益
的
収
入

給 水 収 益 703,476 638,833 671,440 666,324 650,063 652,332

他会計補助金 67,820 133,808 63,000 60,900 61,200 60,549

そ  の  他  19,649 41,835 20,337 34,150 178,576 160,761

総  収  益  790,945 814,476 754,777 761,374 889,839 873,642

 
 

 
 

収
益
的
支
出 

人  件  費  75,159 64,524 63,816 68,529 64,557  54,228 

動  力  費  39,196 41,098 47,756 53,903 54,841 48,307

修  繕  費  58,836 51,827 53,051 68,126 69,192 59,241

支 払 利 息 97,808 92,381 86,896 80,589 75,129 69,715

減 価 償 却 費  229,503 225,070 225,728 222,559 359,608 340,155

資 産 減 耗 費  2,880 1,233 3,341 3,883 8,782 3,563

受  水  費  139,287 146,663 144,281 143,418 146,444 152,501

そ  の  他  88,204 143,449 87,919 88,623 95,851 96,381

総  支  出  730,873 766,245 712,788 729,630 874,404 824,091

差引（千円） 60,072 48,231 41,989 31,744 15,435 49,551

 

 

事業収支は、収入が支出を上回っており黒字となっています。平成２３年度は、災

害復旧により他の年度と比較して収入増及び支出増を示し、平成２６年度以降は、公

営企業会計制度改正により増加となっています。これまでの事業による施設が耐用年

数を迎えてきていることから、支払利息や減価償却費は減少となっています。 

支出全体では経費節減に努めていますが、施設の老朽化により修繕費やこれに係る

材料費などは増加の傾向であり、また地下水源の取水量減少などから県水受水費も増

加傾向となっています。 

 

 

 

 

１）事業収支・給水原価・供給単価
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② 給水原価・供給単価 

 

 

 

 

 

   給水原価・供給単価を、厚生労働省で公表されている平成２６年度の全国平均、全

国類似団体及び茨城県の平均と比較して見たところ、高い状況にあります。 

また、過去の推移をみると供給単価を給水原価が上回っていることから、経常損益

が発生しており、給水に係る費用が水道料金による収入以外の収益によって賄われて

いると言えます。 

給水原価は、水道水の原価を構成する費用の合計を有収水量で除したものであり、 

  給水原価が供給単価を上回っている要因として次のことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○施設老朽化による修繕費及びこれに係る材料費が増加傾向にある。 

○水源となる地下水取水量の減少から県水受水量が増加傾向にある。 

○人口減少に伴い配水量の減少から、既存の浄・配水場施設に余力が生

じ、余分な動力費などの維持費が見込まれている。 

○料金収入の対象となる有収水量が、給水人口の減少、節水及び大口需

要者の減少による使用水量の減少や老朽管による漏水・洗管実施など

によって有収率の伸び悩みから殆ど増加しない状況にある。 

※類似団体平均：末端給水事業、現在給水人口規模 3 万人以上 5万人未満 
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我が国の総人口は、緩やかな増加を続けてきたが、平成１８年度を頂点に達した後

減少に転じてきました。行方市の人口ついても過去１０年間の推移をみると、同様に

平成１８年度をピークとして緩やかな減少が続き、平成２７年度の給水区域内人口は

３４,６３０人で、５,４３０人の減少となり、給水人口も減少し、３２,７７６人と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

   行方市全体の給水普及率は、平成１７年度の合併当時、旧北浦町では全域給水が開

始されて間もないことから普及率が低い状況にあったことから、合算した時点では、

８９.４％となっていました。その後緩やかな増加を示し、平成２４年度に９５.１％

まで増加しましたが、平成２５年以降は９４.６％で横ばい状態となっています。 

 

 

 

　人口及び給水量等実績表（3月末現在）

（人） 40,060 38,877 38,432 38,127 37,324 36,657 36,185 35,635 35,084 34,630

（人） 40,060 38,877 38,432 38,127 37,324 36,657 36,185 35,635 35,084 34,630

（人） 36,385 36,531 35,878 35,595 34,946 34,487 34,412 33,699 33,207 32,776

（％） 90.8 94.0 93.4 93.4 93.6 94.1 95.1 94.6 94.6 94.6

（ ℓ ） 215.2 253.3 249.3 249.1 191.8 199.3 200.6 206.6 210.2 214.1

（ｍ3） 7,831 9,253 8,946 8,867 6,701 6,874 6,903 6,961 6,979 7,018

業務営業用 （ｍ3） 164 0 0 0 401 369 355 467 483 462

工 場 用 （ｍ3） 770 0 0 0 1,203 1,137 1,190 600 510 486

その他用 （ｍ3） 310 0 0 0 690 217 195 523 306 314

　　　計　　   　      　　 9,075 9,253 8,946 8,867 8,995 8,597 8,643 8,551 8,278 8,280

498 613 496 428 489 719 689 662 733 663

609 749 606 523 598 875 843 809 896 811

10,182 10,615 10,048 9,818 10,082 10,191 10,175 10,022 9,907 9,754

11,572 12,290 10,922 10,389 11,534 10,983 11,280 10,749 10,464 10,224

　　公 称 施 設 能 力 17,500 17,500 16,700 16,700 16,700 16,700 16,700 16,700 16,700 16,700

89.1 87.2 89.0 90.3 89.2 84.4 84.9 85.3 83.6 84.9

94.0 92.9 94.0 94.7 94.1 91.4 91.7 91.9 91.0 91.7

88.0 86.4 92.0 94.5 87.4 92.8 90.2 93.2 94.7 95.4

H 25 H 26
年度(平成）　　　　

H 18 H 19 H 20 H 27
　項　目

行  政  区  域  内  人  口

給　水　区　域　内　人　口

給      水      人      口

普         及           率

H 21 H 22 H 23 H 24

有

効

水

量

生活用水
1人1日平均使用水量

用

途

別

水

量

有

収

水

量

日平均使用水量

日平均使用水量

日平均使用水量

日平均使用水量

(ｍ3/日)

　無　 収 　水　 量 (ｍ3/日)

　　 無 　効 　水 　量 (ｍ3/日)

　　一 日 平 均 給 水 量 (ｍ3/日)

　　一 日 最 大 給 水 量 (ｍ3/日)

(ｍ3/日)

　　有　 　　収　　 　率 　 （％）

　　有　 　　効　　 　率 　　 （％）

　　負　 　　荷　 　　率 　 （％）

２）給水区域内人口（行政区域内人口）と給水人口

３）給水普及率 
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有収水量は、各需要家から水道料金として徴収できる水量であり、事業経営を左右

する根幹でもあります。用途別水量では生活用水が約３/４を占めていることから、

本市の水道事業経営に最も影響を与える水量であると考えられます。過去１０年間を

みると順調に増加してきた有収水量は平成１９年度を境に減少に転じ、徐々に減少傾

向にあります。 

 

 

 

 

４）有収水量（年間/ｍ3）と給水収益
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一日最大給水量は、その年度に発生した最大の使用量であり、その地域の持つ特性、

その年度の天候状況あるいは、経済動向に起因するものであるとともに、発生日も一

定の時期に限定されます。 

過去１０年間では平成１９年度をピークに、年度によって多少の増減はあるものの、

徐々に減少傾向にあります。 

一日平均給水量についても、平成１９年度をピークに約１０,６００ｍ3 あった給

水量は徐々に減少傾向がみられ、現在では、９,７５０ｍ3 まで割り込んでいます。 

現有施設は、当時の経済動向や各需用要素によって将来を予測して構築されている

ことから、過剰となった施設の統廃合や再構築計画が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）一日最大給水量と一日平均給水量
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２．施設の現状と課題 

 

 

行方市の水道水源は、深井戸による地下水と鹿

行広域水道用水供給事業からの県水受水となって

います。水源水量は、水道水の「安定供給の確保」

として最も重要となります。 

   また、水道は生活用水や都市活動用水など、都

市の水供給を担う都市基盤整備施設であり、安全

で良質な水を供給することが求められています。

よって水道水水質の安全性を確保し、安価な水を

供給するためには良好な水源を確保することが基

本であり、当該水道は、良好な地下水源と水質基

準に適合した県水受水を確保してきました。 

 

 

 

 

 

 

しかし、近年は３２ヶ所ある取水場すべてにおいて、老朽化が進み、深井戸の耐用

年数は一般的に１０年といわれる中、１９年～４３年を経過しています。深井戸の老

朽化は、深井戸の集水域における地下水量低下やケーシングの破損、スクリーンの目

詰まり、砂等の流出などにより深井戸の機能が低下し、機器機能の障害や取水量の低

地下水取水施設 

１）水源水量の現状 

県水受水施設 



 第２章 経営の現状と課題  

1－15 

下及び水質の悪化等に影響を与えることとなります。 

現状では、新原４号井、蔵川４号井、繁昌２・３・４号井、手賀１・２号井を休止

しています。また，麻生地区の取水井で二重ケーシングされた取水井（新原２・３・

５号井、蔵川１・３号井・行方 1号井）があり、全体的に見ると麻生地区、北浦地区

において取水量の低下や井戸内の水位低下が進み限界に近づく兆候が見られます。 

 

 

 

旧麻生地区、旧北浦地区の取水井は当初から玉造地区の取水井に比べ原水水質が比

較的悪いため水量も少なく、取水井の目詰まりや、ポンプ能力の低下、機器設備の故

障、更新などで多くの費用が掛かってきました。 

すでに、繁昌浄水場系の取水井は揚水を全停止し、全量を県水受水に切り替えてい

ます。 

浄水処理を行った水については水質基準に適合していますが、原水で比較的良好と

なっているものの、一部の取水井で鉄、マンガン、ＰＨ値、亜硝酸態窒素が高いとこ

ろがあります。 

現在稼働中の２５本の深井戸を今後も同様に稼働したとしても、現在の取水量や水

質を維持できる保証はありません。深井戸による地下水の取水は、老朽化による取水

量の低下等不安定な場合もあることから、維持管理費用等、総合的に考えて、深井戸

を可能な限り減らし、効率的な県水受水への転換を進める必要があります。 

鹿行広域水道用水供給事業からの受水は水源水量として安定的に確保されており、

重要な水源となります。地下水の確保と費用面でのバランスを考慮した上で、水需要

に対応した受水量の確保が必要と考えられます。 

従って、これらを踏まえた取水施設の課題は次のようなことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●深井戸の老朽化による取水機能の低下 

●深井戸の経年使用による集水域の水位低下、地下水量の低下及び水質悪化

●取水ポンプ及び電気設備の経年使用による取水能力低下 

●効率的な県水受水による深井戸本数の整理 

 

２）取水施設の課題 
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浄水施設は、水質基準に適合した安全で快適

に利用できる水道水を生産するための施設であ

り、深井戸から取水された地下水を対象にその

水質によって必要となる浄水方法を選択し、浄

水処理しています。 

行方市の浄水施設は、合併当初１０ヶ所の浄

水場があり、その浄水方法は、急速ろ過方式８

か所、凝集沈殿ろ過方式 1 ヶ所、滅菌処理のみ

１ヶ所となっていました。 

平成２５年度に繁昌浄水場を全面県水受水に

切り替えまた、手賀浄水場を休止し、現在の浄

水施設は７ヵ所の浄水場で急速ろ過方式、１ヶ

所の浄水場が滅菌処理のみとなっており、現在

の処理能力は１０,８２２ｍ3となっています。 

平成２４年度には、谷島浄水場の急速ろ過機

の改修と同時に、ＰＨ調整のため炭酸ガス設備

を導入しました。 

従って、浄水処理に必要な薬品注入設備の改

修や県水受水を有効利用し、現在は全ての浄水

場で、水質基準に適合しており、水道水を安全

に供給しています。 

 

 

 

浄水施設は、機械設備、電気・計装設備、薬品設備によって構成された施設であり、

機能を良好に維持するには、点検・整備を行い各施設の劣化を防ぎ、安全性と信頼性

を確保して安定した運転が継続できるようにする必要があります。しかし、現状の急

速ろ過機やろ過ポンプ等の機械設備は２４年～３８年経過していることから、経年使

用による老朽化が進みつつあり、近年、経年使用が長い設備ほど機械設備や電気系統

に故障などが多くみられます。 

   浄水処理された水の水質は、水質基準に適合し良好となっていますが、水道法に基

づく水質管理の充実が図られる中、水道水を安心して使用していただくために水道水

３）浄水施設の現状 

着水井・酸化池

次亜塩素設備

急速ろ過機

４）浄水施設の課題 
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の安全性・信頼性を確保する水質管理体制の強化が必要となります。 

   従って、これらを踏まえた浄水施設の今後の課題として、次のようなことが考えら

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配水施設は、浄水施設で処理した清浄な浄水を安全に保ちつつ、必要な水量を適正

な圧力で必要な場所に送る施設であり、配水池及び高架水槽、配水ポンプ、配水管、

弁類、電気・計装設備等で構成され、配水場（浄水場含む）は市内に１２か所（手賀

浄水場休止中）設けられておりますが、現在、稼働している施設は１１か所です。 

現在の配水施設は、鹿行広域水道用水供給事業からの浄水受水を基に水源水量及

び配水量を設定し、各浄・配水場の規模、配水区域を定め、また老朽施設の延命化を

図り、施設の有機的一体化と効率化を図った計画で建設されてきました。 

しかし、景気の低迷や社会情勢の変化により行政区域内人口が減少し、それに伴

う給水人口も減少傾向にあることから、鹿行広域水道用水供給事業建設が完成した現

在では、協定水量の５０％が契約水量となっています。従って全体の配水能力からす

ると水源水量は、十分確保されている状況です。 

麻生地区の配水施設は、新原浄水場から蔵川浄

水場へ送水、行方浄水場系へ応援給水をしている

ことから地区別に見た場合の水源水量は、不足に

なることが予想されます。今後は新原浄水場への

受水量の増量や取水井の更新が必要となります。 

蔵川浄水場及び行方浄水場は経年使用により、

配水ポンプ、電気・計装機器、自家発電機などに

●経年使用によって発生する水質悪化 

●機械設備の老朽化による浄水能力の低下 

●ろ過ポンプ及び電気・計装設備の機能低下 

●浄水場の統廃合（整理） 

５）配水施設の現状 

新原浄水場
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老朽化が進んでいる状況にあります。 

配水池容量は、現行の「水道施設設計指針」からすると、配水区域毎に計画配水量

の１２時間分を標準とし、給水の安定性を確保するためには貯留機能を高めることが

望ましいとされており、このことからすると新原浄水場で不足しているといえます。 

 

北浦地区の配水施設は、山田浄水場及び繁昌浄水

場の配水ポンプ、電気・計装機器は一度更新されて

いるが、既に１５年以上経過しています。 

次木配水場は、完成年度が浅いことから安全であ

るが、山田浄水場及び繁昌浄水場の自家発電機設備

及び構築物は老朽化が進んでいる状況にあります。 

 

玉造地区の配水施設は、泉配水場を軸に各浄水場

への送水が可能であり、配水施設能力に水源水量は

満足している状況にあります。 

谷島浄水場、中山浄水場、井上浄水場の配水ポン

プ及び電気・計装機器を建設当時から一度更新され

ているが、既に１０年～１５年以上経過しています。 

泉配水場は完成年度が浅いことから安全であるが、上山浄水場及び手賀浄水場（休

止中）は、老朽化が進んでいるため機器機能が低下する可能性があります。 

 

 

 

配水施設は安全な水の供給、水量・水圧の適正管理、渇水時・事故時の公平な給水

などが求められ、これらに対応するための施設機能を良好に維持するには、常に点

検・整備を行い各施設の劣化を防ぎ、水源状況、施設の機能・能力・運転状況、生産

コストなどを考慮した的確な運転管理が継続できるようにする必要があります。また、

事故時、災害時に備えて、施設に予備力を持たせ、地域住民に断水のない安定した給

水が重要となります。 

従って、これらを踏まえた配水施設の今後の課題は次のようなことが考えられます。 

 

 

 

次木配水場

泉配水場

６）配水施設の課題 
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●機械設備、電気設備及び機器制御盤等は、建設当初から使用しているも

のが多いため老朽化が進んでいる。 

●新原浄水場は麻生地区の核となる施設であるが、配水池容量は計画配水

能力の８時間分となっており施設基準を満たしていない。災害時等の対

応に支障が出る可能性がある。 

●配水池や機械室等の構造物は、建設当初から使用しているものが多いた

め一部では老朽化が進み、また、地震等に対する耐震不足も懸念される。

新原配水池 次木配水池 

泉配水池 配水ポンプ 

動力制御盤 
高架タンク
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市内の水道管路は、昭和４７年～平成１５年度までに市内の全域に管路が布設され、

これらは布設後半数程度が約３０年以上経過している。建設当時布設した硬質塩化ビ

ニール管、鋼管、鋳鉄管については耐震性が低く、また順次法定耐用年数（４０年）

を迎えようとしている。 

 

 

 

 

 

麻生地区では、昭和５７年度から総延長約２６１ｋｍが布設され、北浦地区では昭

和５３年度から総延長２１９ｋｍの布設、玉造地区では昭和４７年度からで総延長約

２３３ｋｍが布設されており、行方市全体の総延長は、約７１３ｋｍ（平成２７年度

末 導水管含む）となっている。 
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水道管路は、ダクタイル鋳鉄管及び硬質塩化ビニール管が主に布設されており、近

年では耐震性を考慮した、ダクタイル鋳鉄管やポリエチレン管が使用されるようにな

っている。 

  管路の法定耐用年数は、４０年となっているが、布設後２０年以上経過した塩化ビ

ニール管並びに布設後３０年以上経過したダクタイル鋳鉄管など耐震性の低い継手

を有するものについては、漏水事故や通水能力が低下及び赤水の発生の可能性が高い

ことから老朽管として扱われ、長寿命化を図るために更新が必要とされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道管 錆コブ 仕切弁 腐食 塩ビ管 劣化 

老朽管更新・耐震化

配水ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設 水道用仕切弁設置 GX 形ﾀﾞｸﾀｲﾙ管布設
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水道配水用ポリエチレン管 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

可とう性に優れるために直管による曲げ配管

ができ、曲管の使用が少なく、軽量のため取

り扱いが容易で、陸継ぎ長尺管の施工が可能。

伸びが大きい特性とＥＦ接合により、地盤変

動に対して追従し、管と継手を組織的に一体

化させ耐震性能を有する。 

 

水道管路は安全な水の供給、水量、水圧の適正管理、渇水時・事故時等に公平な給

水が求められ、これらに対応するための機能を良好に維持するには、管路の劣化を防

ぎ、事故、災害時に備えた管路の強化により地域住民に断水のない安定供給水が必要

である。 

 従って、これらを踏まえた水道管路の課題は次のようなことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●耐用年数４０年（会計上の年数）を超過する昭和４９年以前に敷設し

た管路が約３５ｋｍとなっており、このうち漏水率が最も高く、耐震

性の低い接着継手のＴＳ式塩化ビニール管が２１ｋｍ存在している。

今後１０年間で耐用年数を迎えようとする昭和６０年までに布設され

た管路は１４２ｋｍ残存する。 

●医療機関や災害時応急給水拠点等の重要施設への配水ルートが曖昧で

あり、耐震性の劣る管路によって接続されている箇所が多く残存する。 

●湖岸沿いの液状化が予想される地域などの軟弱地盤に耐震性の劣る管

路が残存する 

●各浄・配水場系配水区域間の連絡管等によるバックアップ体制が劣っ

ている。 

８）水道管路の課題 

水道用ＧＸ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 

 
 
 
免震的な考え方に基づいた耐震性能を有する

継手で、大きな伸縮量と離脱防止機構を有し、

地震時の地盤変動に対して、継手が伸縮、屈

曲しながら追従する。限界まで伸び出した後

は、挿し口突部とロックリングが引っ掛かる

ことにより、離脱防止機構が働き、管路の機

能を維持する。
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平成２３年には「東日本大震災」が発生し、行方市内では、配水管、給水装置、配

管付帯施設等２０４ヶ所の被害が確認され、また山田浄水場系取水施設の機械設備及

び建築物、新原浄水場及び井上浄水場における浄水施設の機械設備等にも被害が生じ

ました。これらの被害は、構築物の老朽化した箇所や、地盤の緩い（悪い地盤）場所

及び道路崩壊地点における水道管の破損等が多く見られ、地震動によって構築物の破

損及び水道管の継手部や仕切弁等が破損し断水事故となっています。 

今後地震などの自然災害等の非常事態において、基幹的な水道施設の安全性の確保

や重要施設等への給水の確保、さらに、被災した場合でも速やかに復旧できる体制の

確保等が必要とされています。従って地震に強い水道を目指し、これまで以上に水道

施設の耐震化の取り組みを行っていく必要があります。 

   このようなことから平成２６年度に、老朽化や震災時に経験した水道施設の脆弱性

への対応を図るため、老朽施設の更新と併せて管路の耐震性の高いものに代えていく

ことにより、水道水の安心・安定供給と経営の健全化を図ることを目的に「水道施設

整備計画」を策定しました。 

 

 

① 行方市水道施設の重要度区分 

重要度区分 浄・配水場 取水施設 浄水施設 配水施設 

ランクＡ1 新原浄水場 

次木配水場 

泉配水場 

深井戸5本、機械設備

受水設備 

電気設備 

急速ろ過機、 

薬品設備、電気設備

配水池、配水ポンプ

電気・計装設備 

自家発電設備 

ランクＡ2 行方浄水場 

繁昌浄水場 

谷島浄水場 

中山浄水場 

深井戸7本、機械設備

受水設備 

電気設備 

急速ろ過機、 

薬品設備、電気設備

配水池、配水ポンプ

電気・計装設備 

自家発電設備 

ランクＢ 蔵川浄水場 

山田浄水場 

井上浄水場 

上山浄水場 

深井戸13本、機械設備

受水設備 

電気設備 

急速ろ過機、 

薬品設備、電気設備

配水池、配水ポンプ

電気・計装設備 

自家発電設備 

 
※ランクA1 重要な水道施設のうち、ランクA2 以外の水道施設 

※ランクA２ 重要な水道施設のうち、次の１）２）いずれにも該当する施設 

１）代替施設がある水道施設 

２）破損した場合に重大な二次災害を生ずる恐れが低い水道施設 

※ランクＢ 上記ランクA１、ランクA2 以外の水道施設 

 

９）災害対策の状況 
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② 給水優先度の高い重要給水施設  

施 設 名 称 施 設 名 称 施 設 名 称 

基幹病院 行方地域総合病院 避難所 麻生公民館 避難所 北浦中学校 

官公庁 行方市役所 避難所 麻生中学校 避難所 玉造中学校 

  避難所 北浦公民館 避難所 玉造保健ｾﾝﾀｰ 

 

③ 災害対策  

    〇応急給水量の確保 

      配水池を利用した応急給水量の確保対策を進めています。また新原浄水場の

配水池について耐震診断を実施し、耐震化を推進していきます。 

    〇給水拠点の強化 

      新原浄水場、次木配水場及び泉配水場を主体として施設の更新・耐震化を推

進し、これらを拠点とした配水システムを構築していきます。 

    〇応急給水機材の整備 

      震災時の応急給水体制の強化には、給水タンク等の他、応急復旧に必要な資

機材等の整備、充実を図ります。 

    〇施設の安全対策 

水道施設の安全を維持するために、警備を民間に委託しています。今後は、

緊急時の対応等を踏まえて、専門業者への運転・管理の業務委託が望まれま

す。 

〇危機管理マニュアルの整備 

地震、水害、水質事故等に備えるため、応急給水体制、災害復旧体制など

の方法、職員出動体制を明記した「水道危機管理マニュアル」の整備が必要

となります。 

○近隣事業体との連携 

危機管理・防災対策は、被害の大きさにより広域的な連携が必要となりま

す。近隣事業体との相互支援協定や広域ネットワークの構築について協議・

検討を進めていく必要があります。 
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④ 災害時用飲料水兼用耐震性貯水槽設置 

    災害時において飲料水確保及び防火用水を蓄えることを目的として、避難所とな

る次の４か所に総務課防災担当によって飲料水兼用耐震性貯水槽の設置を進めて

います。 

 飲料水兼用耐震性貯水槽設置場所  

    玉造中学校：６０ｍ3 級 --- 1 基  麻生中学校：６０ｍ3級 --- 1 基 

    北浦中学校：６０ｍ3 級 --- 1 基  麻生東小学校：６０ｍ3級 --- 1 基 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉造中学校 玉造中学校 

麻生中学校 北浦中学校 
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1.将来の人口の見通し 

  平成１８年度から平成２７年度における１０年間の実績値を用いて、行方市水道事業

の将来の水需要の推計を行った結果を図に示します。 

  給水人口は、行方市総合戦略書人口ビジョン（行方市の人口推計）を用いて算出した

結果、平成２７年度で３２,７７６人であるのに対して、今後３,０７６人減少し、平成

３８年度までに、２９,７００人になる見込みです。将来さまざまな施策により人口減

の抑制を図ることと思われますが、ライフラインである水道は「持続・安全・強靭」を

優先に考え、今回の人口推計は、中位シミュレーションにより推計いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 38 年度 

行政区域内人口 30,941 人 

給水人口 29,700 人 

平成 27 年度 

行政区域内人口 34,630 人 

給水人口 32,776 人 
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２．水需要予測 

現在の計画値は、平成２０年度に旧麻生、旧北浦、旧玉造水道事業を統合することを

目的に設定された計画値です。今回の計画値は、人口増が見込めない状況の中で、より

現実的な数値となっています。今後、普及率はわずかに増えることが予測できますが、

生活スタイルの変化や節水意識の向上などから使用量の大幅な増加は見込めないと考

えます。今後も引き続き自家用井戸水併用から水道水への転換を推進していきます。 

 

 

３．計画給水量の設定 

過去１０年間の実績を基に、平成３８年度時点の推計結果は次のとおりです。（詳細

は資料編人口及び給水量等推計表参照） 

  

 ① 計画給水人口 

    平成３８年度における計画給水人口は、行政区域内人口（給水区域内人口）の推計

値３０,９４１人に給水普及率を乗じて求めます。給水普及率は、過去の実績と今後

水道水への転換が増加するものと予測されることから９６.０％と推計します。よっ

て行政区域内人口に９６.０%を乗じ、計画給水人口を２９,７００人と設定します。 

 

② 一日平均給水量 

   平成３８年度における一日平均給水量は、生活用水量、業務・営業用水量、工場用

水量等の有収水量に有効無収水量及び無効水量（漏水など）を加えた水量であり、有

収水量は、過去の実績状況と今後自家用井戸水から水道水への転換が予測されるため、

給水人口一人当たりの使用水量は増加となりますが、人口の減少から全体的に有収水

量は減少となります。有効無収水量及び無効水量は、漏水対策など減量に努め、有収

率及び有効率の向上を図り、一日平均給水量を９,０３６㎥/日と設定します。 

 

 ③ 一日最大給水量 

   平成３８年度における一日最大給水量は、一日平均給水量に負荷率を乗じて求めま

す。負荷率は、一日平均給水量と一日最大給水量の比であり、大規模水道ほどその数

値は高く、小規模水道ほど低い数値を示します。また地域の性格や気象条件などによ

って変化を示すもので、実績値からすると上下動は示しているが、大きな変動はない

ものと思われます。よって将来においても急激な変動はないものと予測し、平成３８

年度の負荷率を実績値の平均値とし、９０.０％に設定します。 



第３章 将来の事業環境  

1－29 

よって平成３８年度の一日最大給水量は、一日平均給水量９,０３６㎥/日に９０.

０％を除して１０,０４０㎥/日とします。 
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給水区域内人口 給水人口 1日最大給水量 １日平均給水量

◎平成３８年度の推計結果 

●行政区域内人口 ：３０,９４１人 

●計画給水人口  ：２９,７００人 

●計画一日平均給水量：９,０３６㎥／日 

●計画一日最大給水量：１０,０４０㎥／日 
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　人口及び給水量等推計表

（人） 34,345 34,060 33,774 33,489 33,204 32,824 32,445 32,065 31,686 31,306 30,941

（人） 34,345 34,060 33,774 33,489 33,204 32,824 32,445 32,065 31,686 31,306 30,941

（人） 32,525 32,323 32,085 31,848 31,610 31,314 30,985 30,654 30,324 30,022 29,700

（％） 94.7 94.9 95.0 95.1 95.2 95.4 95.5 95.6 95.7 95.9 96.0

（ ℓ ） 217.1 220.1 223.1 224.1 225.1 226.1 227.1 228.1 229.1 230.1 231.1

（ｍ3） 7,061 7,114 7,158 7,137 7,115 7,080 7,037 6,992 6,947 6,908 6,864

業務営業用 （ｍ3） 470 470 470 470 470 470 470 470 470 470 470

工 場 用 （ｍ3） 490 490 490 490 490 490 490 490 490 490 490

その他用 （ｍ3） 310 310 310 310 310 310 310 310 310 310 310

　　　計　　   　      　　 8,331 8,384 8,428 8,407 8,385 8,350 8,307 8,262 8,217 8,178 8,134

624 596 557 513 491 438 396 364 323 292 270

800 792 781 765 740 733 726 699 682 667 632

9,755 9,772 9,766 9,685 9,616 9,521 9,429 9,325 9,222 9,137 9,036

10,280 10,350 10,400 10,370 10,350 10,290 10,250 10,190 10,130 10,100 10,040

　　公 称 施 設 能 力 16,700 16,700 16,700 16,700 16,700 16,700 16,700 16,700 16,700 16,700 16,700

85.4 85.8 86.3 86.8 87.2 87.7 88.1 88.6 89.1 89.5 90.0

91.8 91.9 92.0 92.1 92.3 92.3 92.3 92.5 92.6 92.7 93.0

94.9 94.4 93.9 93.4 92.9 92.5 92.0 91.5 91.0 90.5 90.0

H 33 H 34
年度(平成）　　　　

H 28 H 35 H 36 H 37 H 38
　項　目

行  政  区  域  内  人  口

H 29 H 30 H 31 H 32

給　水　区　域　内　人　口

給      水      人      口

普         及           率

有

効

水

量

生活用水
1人1日平均使用水量

用

途

別

水

量

有

収

水

量

日平均使用水量

日平均使用水量

日平均使用水量

日平均使用水量

(ｍ3/日)

　無　 収 　水　 量 (ｍ3/日)

　　　無 　効 　水 　量 (ｍ3/日)

　　一 日 平 均 給 水 量 (ｍ3/日)

　　一 日 最 大 給 水 量 (ｍ3/日)

　　負　 　　荷　 　　率 　 （％）

(ｍ3/日)

　　有　 　　収　　 　率 　 （％）

　　有　 　　効　　 　率 　　 （％）
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１．理想像の設定 

 今回策定する行方市水道ビジョンでは、行方市総合戦略書「持続可能な公共インフラ

の整備」や新水道ビジョンで掲げられた「安全」、「強靭」、「持続」の項目に基づき、施

設整備及び経営の方針を次のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

２．目 標 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

安 全 強 靭 持 続 

現

在

の

課

題 

 

実

現

方

策 

〇建設改良費の確保 

〇専門技術者の確保 

〇収益の減少 

〇コスト縮減 

〇環境対策 

 

〇水質管理・赤水対策 

〇配水池の容量確保 

〇施設管理 

〇各種マニュアルの整備

〇老朽管の増加 

〇管路の耐震化 

〇施設の老朽化 

〇機器機能の低下 

 

〇長期的な財政計画 

〇民活導入の検討 

〇環境対策 

〇水道サービスの向上 

〇人材育成 

〇連携・挑戦 

〇残塩管理 

〇洗管作業の継続 

〇浄水場間浄水受水 

〇新設配水池の築造 

〇県水受水 

〇ソフト対策強化 

〇老朽管更新・耐震化 

〇効率的な水運用の構築

 ・現有施設の強化 

 ・施設の統廃合 

〇個別施設計画 

将
来
の
理
想
像 

安全：いつでも安心して飲める、安全で信頼される水道 

強靭：災害に強く、たくましい水道 

持続：いつまでも皆様の近くにありつづける水道 
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１.安全面の方策 

「水安全計画」を今後平成３０年度までに策定し、水源から給水栓に至る水質管理

体制の徹底を図ります。また、管路末端における残留塩素管理の徹底を図るとともに、

危機管理計画等のソフト面の対策整備による水道事業の安全性を高めます。  

 

 

現在水質に大きな問題はないものの、管路末端における残塩塩素・水質検査を引

き続き徹底して計画的な管理をしていきます。 

赤水対策は、現在、北浦地区（繁昌浄水場系）において、洗管作業を計画的に実

施しています。今後も、計画的に実施するとともに、他浄水場系の赤水対策につい

ても原因を分析し、抜本的な対策を実施して行きます。 

 

 

新原浄水場は麻生地区の核となる施設であるが、配水池容量は計画配水能力の８

時間分しかなく施設基準を満たしていません。現状では、新原浄水場は蔵川浄水場

への応援送水、行方浄水場系エリヤへの一部給水を実施しており、１,０８０ｍ3 の

配水池容量が２回転している状況です。今後は、新設配水池を築造することにより、

浄水量の確保が増加することから、麻生地区の配水拠点としての役割が大きくなり、

応急給水や災害拠点としての効果が大きくなります。 

 

 

行方浄水場の浄水処理能力は当初から限界があり、水質基準はクリアーしている

ものの、近年、赤水や生活機器類の目詰まり等の苦情が増えてきています。洗管作

業はもちろんのこと抜本的な対策として、配水のバックアップを考慮した新原浄水

場からの浄水受水整備を進めます。 

 

 

   水源水量の安定的確保として、鹿行広域水道用水供給事業からの浄水受水は、水

質、水量的にも合理的で有効な手段です。今後は、財政面と施設の統廃合とを考慮

し、段階的に増やして行きます。 

 

 

１）残塩管理・洗管作業 

２）新設配水池の築造 

３）浄水場間の浄水受水 

４）県水受水 
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地震など非常時の対応が円滑に行えるよう、地域防災計画と連携した「非常時対

応マニュアル」や施設における「運転管理マニュアル」を適切に作成・更新するな

ど、防災体制の充実と強化に努めます。 

 

 

 

 

 

 

２．強靭面の方策 

平成２３年の東日本大震災では、当水道事業においても水道施設の被害が生じ、特

に管路においてその被害は大きく、復旧に長時間を要したことから、「施設更新・耐震

化計画」を策定し、平成２７年度から整備を開始しました。構造物や管路施設の重要

度を考慮し、長寿命化対策と耐震化対策を組み合わせ、災害に強い水道システムの構

築を図ります。 

 

 

行方市の水道管路は、昭和４７年度から平成１５年度にかけて整備され、これら

は布設後半数程度が約３０年以上経過しており、建設当時布設した硬質塩化ビニー

ル管、鋼管、鋳鉄管については耐震性が低く、また順次法定耐用年数（４０年）を

迎えようとしている。今後経年化し、更新が必要な管路施設が増加することは避け

施設別 名　　称 形状寸法 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

配水施設

新原浄水場
配水池築造

地上型
1,200ｍ3 1 池

新原浄水場
配水池廻り配管工事

連絡管　DIP
φ100～φ200 1 式

新原浄水場
電気計装設備

水位計、計測
1 式

新原浄水場
場内整備工事

造成、雨水排水
1 式

新原浄水場
緊急遮断弁設備工事

緊急遮断弁φ200
1 基

新原浄水場
緊急遮断弁室工事

弁室、　RC造
1 室

新原浄水場
弁廻り配管工事

DIPφ２００～φ300
1 式

新原浄水場
電気設備工事

地震計、制御盤
1 式

新原浄水場
配水ポンプ更新工事

配水ポンプ更新
インバータ化 4 台

新原浄水場
ポンプ廻り配管工事

配管接続
SUS鋼管150A 1 式

新原浄水場
電気設備工事

動力配線、制御盤
1 式

水道施設
集中監視設備

全体浄・配水場
施設監視設備 1 式

緊急時用
連絡管

行方浄水場
送水管

受水設備＝1式
φ150㎜送水管 4,128 ｍ

数　　量

５）ソフト対策の強化 

６）水道施設年次別整備事業 

１）老朽管更新・耐震化 
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られない状況にあります。今後は、「施設更新・耐震化計画」に基づき、重要給水施

設管路・緊急時用連絡管・老朽管の優先度を見極め、随時整備を進めます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

限りある水資源を有効的に活用し、複雑多様化する需要に対応できる適正な水量、

水圧及び安全な水質の水を需要者に供給するには、常に情報の収集、点検・整備及

び老朽化施設の更新、耐震化などの施設面（ハード面）の改善を行っていくことが

施設別 名　　称 形状寸法 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

配水施設

次木配水場～
北浦公民館

GX-DIPφ250
PEφ150～φ200 6,089 ｍ

重要給水
施設

泉配水場～
玉造保健センター

PEφ100～φ150
467 ｍ

新原浄水場～
麻生中学校

PEφ100～φ150
1,273 ｍ

老朽管
老朽管（VP－TS） PEφ50～φ150

21,502 ｍ

上山工業団地
配水管

GX-DIP
φ150～φ200 997 ｍ

上山工業団地
導水管

GX-DIPφ200
787 ｍ

数　　量

３）効率的な水運用の構築 

２）老朽管更新・耐震化年次別整備事業

鋳鉄管の漏水 TS 形塩化ﾋﾞﾆﾙ管の漏水 

TS 形塩化ﾋﾞﾆﾙ管の漏水・復旧作業 配水ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管の融着作業 
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重要と考えられる。また、水源水量を確保するため適宜、改良などを加え、ライフ

ラインとしての機能を維持できるように、可能な限り長時間、現有施設を供用して

いき財政面等を考慮しつつ健全な経営を持続しながら、水道の本来備えるべき機能

である人の引用に適する安全で清浄な水を豊富低廉、安定的な供給に支障を生じさ

せることなく、さらに、需要者の水道に対するニーズへの、適切に対応できる効率

的な水運用の構築を図ることが重要となる。 

 

① 現況水道施設の強化 

事業の推進には多額の費用と労力を要するため、可能な限り長時間、現有施設

を供用していき、事業経営面からも実現可能な計画として、老朽施設や地震等の

災害時に対する緊急性の高いものから、順次更新しつつ施設の強化を図ります。 

 

水運用の構築（現況の強化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麻生地区 
・新原浄水場 

 取水施設 6ヶ所 

  （内 1 ヶ所休止） 

・蔵川浄水場 

 取水施設 4ヶ所 

  （内 1 ヶ所休止） 

・行方浄水場 

 取水施設 3ヶ所 

玉造地区 
・泉配水場 
・谷島浄水場 
 取水施設 2ヶ所 

・井上浄水場 
 取水施設 2ヶ所 

・中山浄水場 
 取水施設 2ヶ所 

・上山浄水場 
 取水施設 2ヶ所 

・手賀浄水場 
 取水施設（休止） 

北浦地区 
・次木配水場 

・山田浄水場 

 取水施設 6ヶ所 

・繁昌浄水場 

 取水施設（休止） 

集中監視システム 
 
・各浄水場、取水場の

ﾃﾚﾒｰﾀによる遠方監

視 
・ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞによるﾃﾞｰﾀ

の一括管理 

配水コントロール 
 

・配水流量のｺﾝﾄﾛｰﾙ 

・配水圧力のｺﾝﾄﾛｰﾙ 

・配水区域のﾌﾞﾛｯｸ化 

・配水区域の流量配分 

情報管理 
 

・情報一元化 
・事故時対応情報 
・漏水管路情報 
・水質情報 
・施設の保全 
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② 水道施設の将来構想 

本市の水源は、市内３２ヶ所（内７ヶ所休止）の深井戸による地下水と茨城県

企業局からの受水であり、次木・泉・繁昌の３配水場及び新原・蔵川・行方・山

田・谷島・井上・中山・上山の８浄水場から市内全域に水道水の配水を行ってい

る。将来において、給水人口の減少、水需要の減少などが想定されることから、

これらの施設は、需要水量に対し過大又は無駄となる可能性があります。したが

って将来は、これらの取水施設、浄・配水場施設及び管路施設は、「新原浄水場」・

「次木配水場」・「泉配水場」の３ヶ所を核として施設の休止や統合を考慮し、「水

運用の合理化」、「水道施設管理の効率化」、「情報の一元化」などの運用面（ソフ

ト面）の充実を図り、合理的な運用を目指します。 

 

水運用の構築（将来構想） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麻生地区 

・新原浄水場 

 受水量増加 

 取水施設、数か所 

・蔵川浄水場(配水場化) 

・行方浄水場 

 浄水受水、配水強化 

玉造地区 

・泉配水場 

 受水量増加 

・谷島浄水場（廃止） 

・井上浄水場（配水場化） 

・中山浄水場（配水場化） 

・上山浄水場（休止） 

・手賀浄水場（廃止） 

北浦地区 

・次木配水場 

 受水量増加 

・山田浄水場（廃止）  

・繁昌浄水場 

 浄水受水、配水強化

 （配水場化） 

集中監視システム 
 

・各浄水場、ﾃﾚﾒｰﾀによ

る遠方監視 
・ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞによるﾃﾞｰﾀ

の一括管理 
・運転、故障管理 

配水施設強化 
 

・配水流量のｺﾝﾄﾛｰﾙ 

・配水圧力のｺﾝﾄﾛｰﾙ 

・施設の廃止、統合 

・配水区域連絡管強化 

・配水区域の流量配分 

・施設の耐震化 

情報管理 
 

・情報一元化 
・事故時対応情報 
・漏水管路情報 
・水質情報 
・施設の保全 
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３．持続面の方策 

水道事業の運営を将来にわたり安定して持続するためには、経営基盤の強化と効率

的な事業の運営を推進することが不可欠であることから、経営改善を積極的に推進す

るとともに、長期的な財政計画（経営戦略）に基づいた事業運営を推進します。また、

アセットマネジメント（簡易支援ツール：ステップ２）を平成２６年度に実施済みで

すが、施設の再構築や規模の適正化を考慮したアセットマネジメント（簡易支援ツー

ル：ステップ３）を早期に実施します。 

 

 

水道ビジョンにおいては、５０年、１００年後の水道事業の持続を視野に入れた

事業計画が必要とされています。効率的かつ適切な投資とするため、事業計画策定

にあたり、「第２節」により長期的な視野にたった経営戦略を策定し、それを随時見

直すことにより、経営の効率化・健全化を推進します。 

 

 

窓口での受付、料金徴収などについては、民間への委託を実施していますが、浄・

配水場の維持管理や水質管理などについて更なる効率化を図るため、第三者委託や

PPP/PFI 手法などの民間活力の導入などについても、近隣の事業体の動向を注視し

つつ調査・検討を進めます。 

 

 

浄・配水施設の効率的な運転を引き続き実践していくとともに、ポンプ類など省

エネルギー型機器の導入やピーク時のエネルギー削減などエネルギー消費量の低減

化を推進していきます。 

また、配水管工事などに伴って発生する建設副産物については、その発生量を抑

制しつつ、再資源・再利用化を継続的に推進していきます。更に漏水防止による環

境負荷の低減対策としては、老朽管の計画的な更新を行うとともに、市民への漏水

通報の協力要請や市内巡視体制の強化などに取り組んでいきます。 

 

 

業務状況等の情報を、市のホームページなどを通じて積極的に提供し、事業者と

しての説明責任を果たすとともに、事業の透明性を向上させて、水道事業に対する

理解の促進を図ります。また、多様化するニーズを迅速に把握し、的確に対応する

１）長期的な財政計画 

２）民活導入の検討 

３）環境対策 

４）水道サービスの向上 
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ことによりお客様満足度の向上を図り、質の高い水道サービスを提供します。 

 

 

水道を巡る情勢が複雑多様化する中で、民間への委託の拡大による職員の減少や

水道業務経験者の退職、定期人事異動などにより、技術や知識の継承が困難になっ

ています。このような状況において、今後、多様化する水道情勢に対応できる人材

の育成は重要な課題であり、職員一人ひとりにおける資質の向上を図るとともに、

企業職員として技術職の採用等も視野に職員体制の充実を図ります。 

 

 

４．連携・挑戦 

当該水道事業において、単独では解決の方向性が見いだせない課題が少なからず存

在すると考えられます。今後厳しい事業環境の中、水道ビジョンで示す水道の理想像

の具現化のため、鹿行広域水道用水供給事業の受水団体で組織する「鹿行広域水道連

絡協議会」や「鹿行地区上水道業務研究会」、さらに日本水道協会茨城県支部・茨城県

企業局を軸に情報交換や業務改善策・広域的な事業運営についての共同研究など連携

や協議を進めて行きます。 

 

 

５．個別施設計画 

  当水道事業の理念である「安全」・「強靭」・「持続」を実現するため、現在の、当市

水道施設の今後の方向性を次のとおり取り組んでいきます。詳細については、資料編：

個別施設計画により具体的に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）人材育成 
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大分類 中分類 小分類 施 設 名 方 向 性 

麻生系 

 

浄水施設 浄水場 新原浄水場 麻生地区の核として機器更新や修繕を実

施し今後も運用。 

取水施設 取水場 新原第 1取水場 新原系の主力取水場として、機器更新・井

戸洗浄等を実施し、長寿命化を図る。 

新原第２取水場 新原系の主力取水場として掘直しも視野

に長寿命化を図る。 

新原第３取水場 新原系の主力取水場として、機器更新・井

戸洗浄等を実施し、長寿命化を図る。 

新原第４取水場 廃止 

新原第５取水場 当面は、井戸洗浄を行い継続し、状況を見

ながら受水への転換を検討。 

新原第６取水場 当面は、井戸洗浄を行い継続し、状況を見

ながら受水への転換を検討。 

浄水施設 浄水場 蔵川浄水場 当面は、浄水受水と自力浄水を併用し、新

原浄水場の整備状況に合わせて運用。基本

的には配水場化して行く方向。 

取水施設 取水場 蔵川第１取水場 井戸洗浄を行い継続し、状況を見ながら受

水への転換時期を検討。 

蔵川第２取水場 新原浄水場の整備が進み次第廃止の方向。

蔵川第３取水場 井戸洗浄を行い継続し、新原浄水場の運用

状況により判断。 

蔵川第４取水場 廃止 

浄水施設 浄水場 行方浄水場 新原浄水場からの浄水受水を計画実施中、

今後も施設更新を実施しながら、継続 

取水施設 取水場 行方第１取水場 井戸洗浄を行い継続し、浄水受水開始後も

併用して運用。 

行方第２取水場 井戸洗浄を行い継続し、浄水受水開始後も

併用して運用。 

行方第３取水場 新原浄水場からの浄水受水が開始された

のち休止・継続を検討。 

北浦系 

 

配水施設 配水場 次木配水場 行方市水道の核（新原、次木、泉）として

今後も継続運用。機能増設 

浄水施設 浄水場 山田浄水場 次木配水場の機能増設及び配水管強化を

考慮し、廃止を検討 

取水施設 取水場 山田第１取水場 当面は継続するが、次木配水場の機能増設

後は廃止の方向 
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大分類 中分類 小分類 施 設 名 方 向 性 

北浦系 取水施設 取水場 山田第２取水場 当面は継続するが、次木配水場の機能増設

後は廃止の方向 

山田第３取水場 当面は継続するが、次木配水場の機能増設

後は廃止の方向 

山田第４取水場 当面は継続するが、次木配水場の機能増設

後は廃止の方向 

山田第５取水場 当面は継続するが、次木配水場の機能増設

後は廃止の方向 

山田第６取水場 当面は継続するが、次木配水場の機能増設

後は廃止の方向 

浄水施設 浄水場 繁昌浄水場 配水施設の更新を計画し、県水受水を水源

として配水場として継続。 

取水施設 取水場 繁昌第２取水場 廃止 

繁昌第３取水場 廃止 

繁昌第４取水場 廃止 

玉造系 

 

配水施設 配水場 泉配水場 行方市水道の核（新原、次木、泉）として

今後も継続運用。機能増設 

浄水施設 浄水場 井上浄水場 当面は浄水場として継続し、取水機能の状

況により泉配水場からの受水による配水

場化 

取水施設 取水場 井上第１取水場 当面は継続するが、状況を見て廃止。 

井上第２取水場 当面は継続するが、状況を見て廃止。 

浄水施設 浄水場 手賀浄水場 廃止 

取水施設 取水場 手賀第１取水場 廃止 

手賀第２取水場 廃止 

浄水施設 浄水場 谷島浄水場 当面は給水エリヤを縮小しながら継続し、

状況を見ながら休・廃止を検討 

取水施設 取水場 谷島第１取水場 給水エリヤを考慮しながら機能調整、休廃

止を検討 

谷島第２取水場 給水エリヤを考慮しながら機能調整、休廃

止を検討 

浄水施設 浄水場 上山浄水場 当面は継続。施設調査を実施し、廃止か更

新か検討。 

取水施設 取水場 上山第１取水場 当面は継続。浄水場の施設判断により決定
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大分類 中分類 小分類 施 設 名 方 向 性 

玉造系 取水施設 取水場 上山第２取水場 当面は継続。浄水場の施設判断により決定

浄水施設 浄水場 中山浄水場 継続。上山浄水場の状況により機能増設 

取水施設 取水場 中山第１取水場 当面は継続。段階的に浄水受水へ転換し、

休廃止については、上山浄水場の状況によ

り判断。 

中山第２取水場 当面は継続。段階的に浄水受水へ転換し、

休廃止については、上山浄水場の状況によ

り判断。 
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１．フォローアップ 

「行方市水道ビジョン」で掲げた目標や取り組みは、各施策を着実に実施するため、

戦略の実行状況、投資・財政計画と実績とのかい離やその原因に対する分析を行い、

その結果を次期戦略へと反映していくこととし、計画策定（Plan）、実施（Do）、検

証（Check）、見直し（Action）のサイクル（PDCAサイクル）を継続的に運用してい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業推進のＰＤＣＡサイクル   

第６章 フォローアップ 

○PDCAサイクル  

Plan（計画）････････ 従来の実績や将来の予測などをもとにして事業計画を作成する。 

Do（実行）･･････････ 計画に沿って業務を行う。  

Check（点検・評価）･･ 業務の実施が計画に沿っているかどうか確認する。  

Action（改善）･･･････ 実施が計画に沿っていない部分を調べて処置する。 

計画の策定(Plan)

・ビジョン、目標の設定

・基本計画の策定

改善の検討(Action)

・未達成目標の対処

・新たなニーズの把握

目標達成状況の確認(Check)

・事後評価

・顧客満足度の把握

事業の推進(Do)

・進捗状況の管理

水道施設更新計画 

及び実施計画 

計画の見直し 

事業への反映 

情報開示・説明責任 

情報の収集 

実施事業 

成果の整理 

PDCA 
サイクル
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２．計画の検証 

計画の検証（Check）、見直し（Action）のプロセスにおいては、学識経験者等の意

見を聴取し、客観的かつ合理的な検証・見直しが行われるよう留意する。あわせて、経

営比較分析表の各種経営指標を活用すると共に、経営環境の類似する他団体の水道事業

と経営状況の比較分析を行うなどして経営状況を的確に把握し、経営健全化・効率化に

取り組んでいきます。 
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資 1－1 

１．水源水量の現状 

                             （㎥/日） 

地区別 浄水場 水源名 許可水量 現 況 備 考 

麻
生
地
区 

新原浄水場 

地下水 2,040 1,699 5 本,4 号 50 ㎥/日予備 

県水受水 900 402 計画 1,800 ㎥／日 

小計 2,940 2,101  

蔵川浄水場 
    

地下水 950 511 深井戸 3本 

浄水受水 - 283 新原浄水場より 

小計 950 794  

行方浄水場 

地下水 1,400 734 深井戸 3本 

浄水受水 - 0 新原浄水場より 

小計 1,400 734  

北
浦
地
区 

次木配水場 県水受水 920 810 計画 2,370 ㎥／日 

山田浄水場 地下水 925 755 6 本 

繁昌浄水場 

地下水 681 0 深井戸 3本（休止） 

県水受水 530 422 計画 530 ㎥／日 

小計 1,211 422  

玉
造
地
区 

泉配水場 県水受水 2,200 1,990 計画 4,400 ㎥／日 

谷島浄水場 地下水 1,326 997 深井戸 2本 

井上浄水場 

地下水 300 427 深井戸 2本 

浄水受水 - 38 泉配水場より 

小計 300 465  

中山浄水場 

地下水 1,200 591 深井戸 2本 

浄水受水 - 145 泉配水場より 

小計 1,200 736  

手賀浄水場 地下水 - 0 深井戸 2本（休止） 

上山浄水場 地下水 2,000 914 深井戸 2本 

合   計 15,372 10,718  

備考 

・地下水量は、茨城県地下水採取の許可水量を示す。（10,822 ㎥/日） 

・県水受水量は、鹿行広域水道供給事業との契約水量を示す。（4,550 ㎥/日）

・現況の水量は、平成 27 年度現在の水量を示す。 

・県水受水とは、県企業局から直接受水すること。 

・浄水受水とは、一度企業局から受水した水と自力浄水をブレンドした水を

受水すること。 
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資 1－2 

２．浄水施設の現状 

                             （㎥/日） 

地区別 浄水場 水源名 浄水方式 計画処理能力 備 考 

麻
生
地
区 

蔵川浄水場 地下水 急速ろ過方式 1,378  

行方浄水場 地下水 急速ろ過方式 1,440  

新原浄水場 地下水 急速ろ過方式 3,050  

計  5,868  

北
浦
地
区 

山田浄水場 地下水 急速ろ過方式 1,270 
 
 

繁昌浄水場 地下水 凝集沈殿ろ過 （850） 
休止 

( )は、認可計画

計  1,270  

玉
造
地
区 

谷島浄水場 地下水 急速ろ過方式 1,330  

井上浄水場 地下水 急速ろ過方式 600  

中山浄水場 地下水 急速ろ過方式 1,340  

上山浄水場 地下水 滅菌処理のみ 1,450  

手賀浄水場 地下水 凝集沈殿ろ過 （530） 
休止 

( )は、認可計画 

計  4,720  

合   計  11,858  

備考 

・泉配水場及び次木配水場は、浄水受水のため処理施設は無い。 

・繁昌浄水場は浄水施設を休止、全面浄水受水。 

・手賀浄水場は浄水・配水を休止。 

・上山浄水場は、滅菌設備により浄水処理。 
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資 1－3 

３．配水施設の現状 

単位：㎥/日、㎥、年  

地区 浄水場 配水能力 配水池容量 時間容量 建設年度 経過年数

麻
生
地
区 

蔵川浄水場 1,280 540 10.0ｈ Ｓ５８ 33 

行方浄水場 1,320 606 11.0ｈ Ｓ６２ 29 

新原浄水場 2,900 1,080 8.0ｈ Ｈ５ 23 

計 5,500 2,226 8.0ｈ   

北
浦
地
区 

山田浄水場 1,150 495 10.0ｈ Ｓ５４ 37 

繁昌浄水場 1,170 730 14.0ｈ Ｓ５７ 34 

次木配水場 2,370 1,300 13.0ｈ Ｈ１５ 13 

計 4,690 2,525 14.0ｈ   

玉
造
地
区 

谷島浄水場 1,300 877 16.0ｈ Ｓ４８ 43 

井上浄水場 560 310 13.0ｈ Ｓ５１ 38 

中山浄水場 1,260 560 10.0ｈ Ｓ５４ 37 

手賀浄水場 休止 休止 休止 Ｓ４９ 42 

泉 配水場 4,400 2,300 12.0ｈ Ｈ１５ 13 

上山浄水場 1,450 335 5.0ｈ Ｓ５７ 34 

計 8,970 4,382 11.0ｈ   

合   計 19,160 9,133 11.0ｈ   

備

考 

配水能力は、配水ポンプの吐き出し能力で現在使用している能力 

時間容量は、配水能力に対する値であり、消火栓水量を除いた値を示す。 

 

 

 

 

 

 



  第 1 節 資料編   

 

資 1－4 
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５－１．需要予測の考え方 

 １）行政区域内人口の推計 

   行方市の行政区域内人口は、行方市総合戦略書人口ビジョン（行方市の人口推計）

で推計された値を用いるものとし、ライフラインである水道は中位シミュレーショ

ンを採用しました。 

結果、平成２７年度で３２,６３０人であるのに対して、平成３７年度では３１,

３０６人、平成４７年度で２７,６６０人と推計されていることから、本計画で用い

る各年の人口推計値は、直線補間によって推計しました。 

よって平成３８年度までに、３０,９４１人になる見込みです。 

 ２）給水区域内人口の推計 

   行方市水道事業の給水区域内人口は、行方市全域が給水区域となっていることか

ら行政区域内人口と同じ値となります。 

 ３）計画給水人口の推計 

給水人口は給水区域内人口に給水普及率を乗じて算出します。過去の普及率は順

調に向上し、平成２４年度には最大値９５.１％を示していることから水道への信頼

度や依存度は共に高く、水道の安全性・利便性が評価されてきているものと考えら

れる。近年は、人口減少に伴い９４.６％で横ばい状態となっているが、自家用井戸

水から水道水への転換が増加しており、今後共普及率の向上に努めることで、更に

水道水への転換は進むものと考えられことから、将来の普及率は実績の最大値を参

考に平成３８年度で９６％を目標として、推計するものとします。各年は直線補間

によって推計し、平成３８年度の計画給水人口は、給水区域内人口に給水普及率を

乗じて２９,７００人と設定します。 

４）計画給水量 

  計画給水量は、過去の水需要実績からその動向や地域の状況などを考慮して、生

活用水、業務・営業用水、工業用水、その他用水の４用途に区別して推計し、有効

率、有収率・負荷率を設定することにより一日平均給水量、一日最大給水量を算出

する。 

 

計画給水量推計フロー 

 

 

 

 

 過去の実績を基 
 に傾向変動分析 
 により推計 

工 場 用 水業務・営業用水生 活 用 水 そ の 他 用 水

 過去の実績を基
 に推計 

過去の実績を基
 に推計 

過去の実績を基
 に推計 
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５－２．水需要予測 

 １）一日平均有収水量の推計 

一日平均有収水量は、生活用水、業務・営業用水、工場用水、その他用水の用途

別に過去の実績をもとにして時系列傾向分析のよって推計することとなる。実績で

は過去１０ヶ年間において緩やかな減少傾向となっている。 

（１）生活用使用水量の推計 

生活用使用水量の推計は、一人一日平均使用水量（原単位）を推計し、給水

人口に乗じて算出する。平成１９年度～平成２１年度までは用途別水量として

分類されていないため参考にできないが、平成２２年度以降の実績から一人一

日平均使用水量は、年平均４.５ℓ／人・日で増加傾向となっている。今後とも

自家用井戸との併用が減少することからある程度の増加は見込まれるものと

考えられるが、給水人口の減少や節水意識の向上から大幅な増加は見込めない

と推測される。当該計画では、近年の実績状況と将来の傾向を考慮し、将来は

平成１７年度の用途別に分類されていた使用水量の２３０.９ℓ／人・日程度に

は増加するものとして、平成２６年度から平成２７年度の増加数が、年３.９ℓ

そ の 他 用 水 
 決         定 

工 場 用 水
 決          定 

 業務・営業用水
 決          定 

 生  活  用  水 
 決          定 

 一人一日当たり 
 原単位の決定 

計 画 一 日 最 大 給 水 量 の 決 定 

計 画 一 日 平 均 給 水 量 の 決 定 

用 途 別 使 用 水 量 総 量 の 決 定                 

過去の実績を基 
 に推計 

負荷率決定

負 荷 率  有効率・有収率 

 新規計画による
 水量を加算 

新規計画による
 水量を加算 

有効率・有収率 
決     定 

 過去の実績
 を基に推計 
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／人・日であることから今後３年間は年３.０ℓ／人・日の増加を見込み、その

後は減少するものとして年１.０ℓ／人・日の増加を見込み推計する。 

 

一人一日平均使用水量の推計表            単位：ℓ/人・日 

 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

1 人 1日

平均使

用水量 

214.1 217.1  220.1  223.1 224.1 225.1 226.1 227.1 228.1  229.1  230.1  231.1 

増加数 3.9 3.0  3.0  3.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0  1.0  1.0 

備 考 実績 推計値 推計値 

 

これにより平成３８年度の一人一日平均使用水量を２３１.１ ℓ／人・日と

する。よって生活用使用水量は、６,８６４㎥／日と推計する。 

  （２）業務・営業用水の推計 

     業務・営業用水の過去の実績では、近年大きな変動は無くほぼ横這い状態で

推移している。今後は過去の傾向を踏まえたとき急激な増加傾向になる要素が

少なく、また業務・営業用水はその需要構造からある一定の水準に到達すると

安定的に推移する特性を持つことから、将来おいても維持するものと考えられ

る。よって平成２５年度から平成２７年度の値を参考にその平均値を採用し、

将来とも維持するものとして、業務・営業用水は、４７０㎥／日と推計する。 

  （３）工場用水の推計 

     過去の実績では、平成２５年度に工場の撤退によって減少したがその後は大

きな変動は無く推移している。今後とも急激な変動となる要素がないことから

将来おいても維持するものと考えられる。よって平成２７年度の４８６㎥／日

を参考にし、将来とも維持するものとして、工場用水は４９０㎥／日と推計す

る。 

  （４）その他用水 

     その他用水の実績では変動があるが、近年の２ヶ年間でほぼ横這いであるこ

とからこれを参考に将来とも維持するものとして、その他用水は３１０㎥／日

と推計する。 

２）有効率・有収率 

有効率は配水管路での漏水を示す数値であり水資源の有効活用、あるいは受水費

節減という面でより高い目標に向け対策を講ずべき指標といえる。 

過去の実績を見ると最大９４.７％を示し、県内上水道事業の平均値９１.６％
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（平成２６年度茨城の水道）と比較して高いレベルにあり、良好な施設であると判

断される。施設は一般に経年劣化を生じ漏水は避けられないことから、今後老朽化

の進行と共に有効率の低下は有り得る事となるが、施設の老朽化には修繕や補修等

の維持管理及び現在実施している更新工事を行うことで有効率の向上を図ること

が可能であり、今後とも有効率の向上図るものとして、実績の平均値を参考に平成

３８年度は９３％と設定する。 

有収率は有効率より有効無収率を差引くことにより算定され、有効無収水量はメ

ーター不感水量や洗管水量等の水道事業用水量であり、率については比較的安定し

た値を示す傾向がある。過去の実績では最大で７.４％、最小で１.２％及び平均で

５.５％が示されている。県内上水道事業の平均値３.０％（平成２６年度茨城の水

道）より高い値となっている。近年実施している老朽管の洗管よる影響や更新工事

により高い値となっているが、今後は減少し安定した値を示すものと推測され、目

標年度の有効無収率を３.０％に設定し、有収率は９０.０％と推計する。 

３）一日平均給水量の推計 

一日平均給水量は、有効率及び有収率の推計結果から一日平均給水量が定まるこ

ととなります。よって推計の結果、有収水量は平成２７年度の８,２８０㎥／日か

ら平成３８年度には８,１３４㎥／日に減少し、一日平均給水量は、平成２７年度

の９,７５４㎥／日から平成３８年度には９,０３６㎥／日となるものと予測され、

７１８㎥／日の減少となります。 

４）負荷率 

負荷率は、年間の気象条件や都市の性格或いは景気の動向や人の動き等により変

化するものであり、過去の実績を基に設定することが求められます。 

過去の実績では最大で９５.４％、最小で７４.５％、平均で８９.９％が示

されている。施設の老朽化が進むと、管路の洗浄及び浄水場内の施設洗浄等で

一時的に大量に水道水を使用することが多く、今後共赤水対策としての管路洗

浄は必要となり、一時的に大量に水道水を使用することは有り得るものと想定

されるが、今後は、急激な変動はないものと予測し、平成３８年度の負荷率を

実績値の平均値を参考に９０.０％に設定する。 

 

 ５）一日最大給水量の推計 

一日最大給水量は、負荷率の推計結果から一日平均給水量を除することで定まる

こととなります。よって平成３８年度の一日最大給水量は、１０,０４０㎥／日に

推計されます。 
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６．行方市水道個別施設計画 
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住
所

借
地

面
積

一
日

最
大

給
水

量
-

日
最

大
取

水
量

0

延
床

面
積

3
.0

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

0

構
　

　
　

造
R

C
受

水
能

力
-

経
常

経
費

0
千

円
/
年

建
築

年
度

H
３

一
日

平
均

受
水

量
-

配
水

池
容

量

H
３

１
H

３
２

運
用

状
況

平
成

４
年

当
初

よ
り

、
取

水
量

は
期

待
す

る
ほ

ど
の

水
量

は
な

く
、

現
在

は
揚

水
し

て
い

な
い

（
休

止
中

）

課
　

　
　

題

井
戸

洗
浄

を
実

施
し

て
も

、
水

量
の

回
復

は
見

込
め

な
い

。

今
後

の
方

向

廃
止

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

等

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０

廃
止
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㎡
 

 

  
 H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

等

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

新
原

系
の

主
力

と
し

て
施

設
運

用
中

　
近

年
は

、
徐

々
に

揚
水

量
及

び
水

位
と

も
減

少
し

て
い

る
。

建
物

や
電

気
・
計

装
設

備
に

つ
い

て
は

特
に

問
題

な
く
運

用
し

て
い

る
。

課
　

　
　

題

平
成

１
６

年
に

井
戸

洗
浄

と
同

時
に

二
重

ケ
ー

シ
ン

グ
化

（
φ

３
０

０
→

φ
２

５
０

）
に

し
て

い
る

た
め

、
今

後
井

戸
洗

浄
に

よ
っ

て
ど

の
程

度
回

復
す

る
か

不
明

。

H
３

８

当
面

は
、

井
戸

洗
浄

を
し

な
が

ら
継

続
し

て
行

き
、

状
況

を
見

て
受

水
へ

の
転

換
を

検
討

。

今
後

の
方

向

建
築

年
度

H
６

一
日

平
均

受
水

量
-

配
水

池
容

量

受
水

能
力

-
経

常
経

費
1
,5

0
6

千
円

/
年

3
4
6

延
床

面
積

9
.0

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

3
2
0

構
　

　
　

造
C

B

借
地

面
積

0
.0

一
日

最
大

給
水

量
-

日
最

大
取

水
量

施
設

名
新

原
第

5
取

水
場

住
所

小
高

1
4
0
1
-
2
6

4
0
0

取
得

価
格

3
2
,4

2
2

千
円

施
設

写
真

６
－

１
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
麻

生
系

）

敷
地

面
積

5
9
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量

取
水

場
小

分
類

大
分

類
麻

生
系

中
分

類
取

水
施

設

井
戸

洗
浄

ポ
ン

プ
更

新
、

電
気

計
装

設
備

修
繕

、
テ

レ
メ

ー
タ

更
新

等

井
戸

洗
浄

受
水

へ
の

転
換

検
討
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大
分

類
麻

生
系

中
分

類
取

水
施

設

６
－

１
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
麻

生
系

）

小
高

1
1
3
1
-
6
0

敷
地

面
積

9
7
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量
4
0
0

取
得

価
格

3
2
,8

7
5

千
円

施
設

写
真

小
分

類
取

水
場

施
設

名
新

原
第

6
取

水
場

住
所

借
地

面
積

0
.0

一
日

最
大

給
水

量
-

日
最

大
取

水
量

3
0
4

延
床

面
積

9
.0

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

2
8
1

構
　

　
　

造
C

B
受

水
能

力
-

経
常

経
費

1
,4

7
9

千
円

/
年

建
築

年
度

H
６

一
日

平
均

受
水

量
-

配
水

池
容

量

H
３

１
H

３
２

運
用

状
況

新
原

系
の

主
力

と
し

て
施

設
運

用
中

　
近

年
は

、
徐

々
に

揚
水

量
及

び
水

位
と

も
減

少
し

て
い

る
。

建
物

や
電

気
・
計

装
設

備
に

つ
い

て
は

特
に

問
題

な
く
運

用
し

て
い

る
。

課
　

　
　

題

井
戸

洗
浄

を
繰

り
返

し
な

が
ら

運
用

す
る

に
し

て
も

作
業

ス
ペ

ー
ス

が
狭

い
こ

と
や

排
水

処
理

先
が

遠
く
作

業
が

容
易

で
は

な
い

。

今
後

の
方

向

当
面

は
、

井
戸

洗
浄

を
し

な
が

ら
継

続
し

て
行

き
、

状
況

を
見

な
が

ら
受

水
へ

の
転

換
を

検
討

。

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

等

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０

ポ
ン

プ
更

新
、

電
気

計
装

設
備

修
繕

、
テ

レ
メ

ー
タ

更
新

等

井
戸

洗
浄

井
戸

洗
浄

受
水

へ
の

転
換

検
討
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大
分

類
麻

生
系

中
分

類
浄

水
施

設

６
－

１
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
麻

生
系

）

蔵
川

6
0
0
-
1

敷
地

面
積

1
,5

9
9
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

1
,2

5
0

計
画

日
最

大
取

水
量

9
5
0

取
得

価
格

2
0
7
,7

0
3

千
円

施
設

写
真

小
分

類
浄

水
場

施
設

名
蔵

川
浄

水
場

住
所

借
地

面
積

1
5
9
9

一
日

最
大

給
水

量
1
,0

8
7

日
最

大
取

水
量

5
3
1

延
床

面
積

1
7
2
.9

一
日

平
均

給
水

量
9
4
5

日
平

均
取

水
量

5
1
4

構
　

　
　

造
C

B
受

水
能

力
9
6
0

経
常

経
費

6
,1

5
9

千
円

/
年

建
築

年
度

S
５

７
一

日
平

均
受

水
量

2
8
3

配
水

池
容

量
5
4
0

H
３

１
H

３
２

運
用

状
況

取
水

場
４

井
か

ら
水

を
集

め
、

浄
水

処
理

し
て

配
水

し
て

い
た

が
、

平
成

２
６

年
３

月
よ

り
４

号
井

を
休

止
。

現
在

は
３

井
に

よ
り

取
水

し
た

浄
水

と
新

原
浄

水
場

か
ら

浄
水

を
受

水
し

配
水

し
て

い
る

。

課
　

　
　

題

現
在

稼
働

し
て

い
る

取
水

井
３

井
も

水
量

及
び

水
位

降
下

が
み

ら
れ

、
新

原
浄

水
場

へ
の

依
存

度
が

高
く
な

っ
て

き
て

い
る

。
施

設
全

体
が

建
設

後
３

５
年

を
迎

え
、

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
。

耐
震

に
つ

い
て

も
、

当
時

の
土

木
構

造
物

の
設

計
で

あ
り

、
配

水
池

そ
の

他
耐

震
性

が
低

い
。

今
後

の
方

向

新
原

浄
水

場
の

整
備

状
況

に
合

わ
せ

、
取

水
場

を
減

ら
し

、
基

本
的

に
は

配
水

場
化

し
て

行
く
方

向
。

当
面

は
浄

水
受

水
と

自
力

浄
水

を
併

用
し

、
新

原
浄

水
場

の
整

備
状

況
に

合
わ

せ
て

運
用

。
た

だ
し

、
１

号
取

水
場

は
場

内
に

あ
り

、
浄

水
場

発
電

機
と

連
動

し
て

い
る

た
め

、
非

常
時

対
策

と
し

て
活

用
し

て
行

き
た

い
。

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

浄
水

受
水

計
画

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０

配
水

ポ
ン

プ
更

新
、

電
気

計
装

設
備

、
改

修
検

討

積
極

的
修

繕
・維

持
管

理

新
原

浄
水

場
よ

り
受

水
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大
分

類
麻

生
系

中
分

類
取

水
施

設

６
－

１
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
麻

生
系

）

蔵
川

6
0
0
-
1

敷
地

面
積

3
.2

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量
3
0
0

取
得

価
格

9
,0

3
2

千
円

施
設

写
真

小
分

類
取

水
場

施
設

名
蔵

川
第

1
取

水
場

住
所

借
地

面
積

3
.2

3
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量
2
7
9

延
床

面
積

3
.2

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

2
7
0

構
　

　
　

造
Ｒ

Ｃ
受

水
能

力
-

経
常

経
費

千
円

/
年

建
築

年
度

Ｓ
５

６
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

H
３

１
H

３
２

運
用

状
況

Ｓ
５

６
建

設
後

、
何

度
か

の
清

掃
、

ポ
ン

プ
入

れ
替

え
等

を
し

な
が

ら
現

在
に

至
る

。
現

在
は

、
取

水
量

、
水

位
と

も
に

低
下

が
み

ら
れ

る
。

課
　

　
　

題

自
然

水
位

は
良

好
で

あ
り

、
水

量
的

に
は

豊
富

で
あ

る
と

判
断

で
き

る
が

、
平

成
２

３
年

度
に

井
戸

洗
浄

と
同

時
に

二
重

ケ
ー

シ
ン

グ
化

（
φ

３
０

０
→

φ
２

０
０

）
に

し
て

い
る

た
め

、
今

後
洗

浄
に

よ
っ

て
ど

の
程

度
回

復
す

る
か

不
明

。

今
後

の
方

向

１
号

取
水

場
は

場
内

に
あ

り
、

発
電

機
と

連
動

し
て

い
る

た
め

、
非

常
時

対
策

と
し

て
有

効
で

あ
る

。
洗

浄
等

を
し

な
が

ら
可

能
な

限
り

長
寿

命
化

を
図

る
。

新
原

浄
水

場
の

運
用

状
況

を
考

慮
し

、
判

断
し

て
ゆ

く
。

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

等

浄
水

受
水

計
画

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０

井
戸

洗
浄

ポ
ン

プ
更

新
、

電
気

計
装

設
備

修
繕

、

井
戸

洗
浄

新
原

浄
水

場
の

運
用

状
況

を
見

な
が

ら
受

水
へ

の
転

換
を

検
討
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 H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７

維
持

管
理

(
修

繕
）

解
体

撤
去

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

H
５

建
設

後
、

何
度

か
の

清
掃

、
ポ

ン
プ

入
れ

替
え

等
を

し
な

が
ら

現
在

に
至

る
。

現
在

は
、

取
水

量
、

水
位

と
も

に
低

下
が

み
ら

れ
る

。

課
　

　
　

題

建
設

後
比

較
的

新
し

い
施

設
で

あ
る

が
、

井
戸

洗
浄

を
し

て
も

数
年

で
水

量
、

水
位

低
下

に
な

っ
て

し
ま

う
。

H
３

８

新
原

浄
水

場
の

整
備

が
進

み
次

第
廃

止
す

る
方

向
。

今
後

の
方

向

建
築

年
度

H
５

一
日

平
均

受
水

量
-

配
水

池
容

量

受
水

能
力

-
経

常
経

費
7
5
4

千
円

/
年

7
1

延
床

面
積

6
.8

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

6
9

構
　

　
　

造
C

B

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量

施
設

名
蔵

川
第

2
取

水
場

住
所

根
小

屋
5
5
0
-
2

2
0
0

取
得

価
格

1
5
,5

8
5

千
円

施
設

写
真

６
－

１
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
麻

生
系

）

敷
地

面
積

6
4
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量

取
水

場
小

分
類

大
分

類
麻

生
系

中
分

類
取

水
施

設

井
戸

洗
浄

廃
止

財
政

面
を

考
慮

し
な

が
ら

検
討
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 H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７

改
修

工
事

等

解
体

撤
去

浄
水

受
水

計
画

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

S
５

６
建

設
後

、
平

成
１

５
年

度
に

二
重

ケ
ー

シ
ン

グ
化

に
し

、
平

成
２

４
年

度
に

改
修

工
事

を
実

施
。

こ
の

よ
う

に
何

度
か

の
清

掃
、

ポ
ン

プ
入

れ
替

え
等

を
し

な
が

ら
現

在
に

至
る

。
現

在
は

、
取

水
量

、
水

位
と

も
に

低
下

が
み

ら
れ

る
。

課
　

　
　

題

平
成

１
５

年
度

に
二

重
ケ

ー
シ

ン
グ

化
に

な
っ

て
い

る
（
φ

3
0
0
→

φ
2
5
0
）
た

め
、

井
戸

洗
浄

後
あ

る
程

度
回

復
す

る
が

数
年

で
目

詰
ま

り
し

て
し

ま
う

。

H
３

８

当
面

は
、

井
戸

洗
浄

を
実

施
し

、
新

原
浄

水
場

整
備

後
の

運
用

状
況

に
よ

り
判

断
。

今
後

の
方

向

建
築

年
度

S
５

６
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

受
水

能
力

-
経

常
経

費
1
,2

9
0

千
円

/
年

1
8
1

延
床

面
積

6
.8

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

1
7
5

構
　

　
　

造
C

B

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量

施
設

名
蔵

川
第

3
取

水
場

住
所

根
小

屋
9
3
6
-
2

3
0
0

取
得

価
格

9
,5

0
8

千
円

施
設

写
真

６
－

１
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
麻

生
系

）

敷
地

面
積

5
0
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量

取
水

場
小

分
類

大
分

類
麻

生
系

中
分

類
取

水
施

設

財
政

を
考

慮
し

な
が

ら
検

討

新
原

浄
水

場
の

運
用

状
況

を
見

な
が

ら
受

水
へ

の
転

換
を

検
討

井
戸

洗
浄

井
戸

洗
浄
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 H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７

維
持

管
理

(
修

繕
）

解
体

撤
去

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

S
５

６
建

設
後

、
何

度
か

の
清

掃
、

ポ
ン

プ
入

れ
替

え
等

を
し

な
が

ら
平

成
２

６
年

３
月

ま
で

運
用

し
、

現
在

は
休

止
中

。

課
　

　
　

題

H
３

８

廃
止

今
後

の
方

向

建
築

年
度

S
５

６
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

受
水

能
力

-
経

常
経

費
0

千
円

/
年

0

延
床

面
積

6
.8

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

0

構
　

　
　

造
C

B

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量

施
設

名
蔵

川
第

4
取

水
場

住
所

根
小

屋
9
3
6
-
2

1
5
0

取
得

価
格

9
,6

0
8

千
円

施
設

写
真

６
－

１
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
麻

生
系

）

敷
地

面
積

5
0
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量

取
水

場
小

分
類

大
分

類
麻

生
系

中
分

類
取

水
施

設

廃
止

財
政

面
を

考
慮

し
な

が
ら

検
討
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 H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

浄
水

受
水

計
画

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

S
６

１
に

建
設

し
、

取
水

場
３

井
か

ら
水

を
集

め
、

浄
水

処
理

し
て

配
水

し
て

し
て

い
る

。
揚

水
量

の
低

下
と

と
も

に
、

計
画

給
水

エ
リ

ｱ
を

新
原

浄
水

場
に

依
存

し
て

い
る

部
分

も
あ

る
。

課
　

　
　

題

建
設

当
初

よ
り

、
原

水
は

鉄
、

マ
ン

ガ
ン

が
多

く
接

触
酸

化
、

ろ
過

で
処

理
し

て
い

る
。

水
質

記
基

準
は

ク
リ

ヤ
ー

し
て

い
る

も
の

の
、

他
浄

水
場

に
比

較
し

て
、

色
度

が
高

く
長

年
の

配
管

に
付

着
し

た
も

の
が

時
々

流
出

し
、

給
湯

器
な

ど
に

目
詰

ま
り

を
起

こ
す

こ
と

が
あ

る
。

現
施

設
で

は
浄

水
能

力
的

に
限

界
で

あ
る

。

H
３

８

現
在

、
新

原
浄

水
場

か
ら

の
受

水
を

計
画

し
、

連
絡

管
布

設
工

事
（
補

助
事

業
）
を

実
施

中
。

完
成

す
れ

ば
浄

水
ブ

レ
ン

ド
に

よ
り

課
題

を
解

消
で

き
る

。
計

画
で

は
平

成
３

０
年

度
完

了
予

定
で

あ
る

が
補

助
金

の
付

き
具

合
で

事
業

延
長

も
あ

り
う

る
。

今
後

も
施

設
更

新
を

実
施

し
、

継
続

し
て

行
く
。

今
後

の
方

向

建
築

年
度

S
６

１
一

日
平

均
受

水
量

0
配

水
池

容
量

受
水

能
力

0
経

常
経

費
4
,5

0
4

千
円

/
年

6
0
6

7
8
5

延
床

面
積

1
7
0
.5

一
日

平
均

給
水

量
7
3
4

日
平

均
取

水
量

7
1
4

構
　

　
　

造
C

B

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

8
6
9

日
最

大
取

水
量

施
設

名
行

方
浄

水
場

住
所

行
方

8
9
9
-
3

1
4
0
0

取
得

価
格

2
7
5
,4

3
6

千
円

施
設

写
真

６
－

１
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
麻

生
系

）

敷
地

面
積

1
,4

6
9
.4

計
画

日
最

大
給

水
量

1
,0

0
0

計
画

日
最

大
取

水
量

浄
水

場
小

分
類

大
分

類
麻

生
系

中
分

類
浄

水
施

設

受
水

施
設

、
流

量
計

、
調

整
弁

、
変

換
機

盤
等

、
連

絡
管

浄
水

受
水

開
始

配
水

ポ
ン

プ
更

新
、

電
気

計
装

設
備

、
改

修
検

討

積
極

的
修

繕
・維

持
管

理
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 H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

等

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

Ｓ
６

１
建

設
後

、
平

成
２

１
年

改
修

工
事

、
二

重
ケ

ー
シ

ン
グ

化
工

事
実

施
。

そ
の

後
も

、
ポ

ン
プ

入
れ

替
え

等
を

し
な

が
ら

現
在

に
至

る
。

現
在

は
、

取
水

量
、

水
位

と
も

に
低

下
が

み
ら

れ
る

。
水

量
的

に
は

十
分

に
あ

る
取

水
井

で
あ

る
と

推
測

さ
れ

る
。

ま
た

、
発

電
機

設
備

あ
り

。

課
　

　
　

題

平
成

2
1
年

度
に

井
戸

洗
浄

と
同

時
に

二
重

ケ
ー

シ
ン

グ
化

（
φ

３
０

０
→

φ
２

０
０

）
に

し
て

い
る

た
め

、
今

後
井

戸
洗

浄
に

よ
っ

て
ど

の
程

度
回

復
す

る
か

不
明

。

H
３

８

発
電

機
設

備
を

有
し

、
非

常
時

に
も

対
応

で
き

る
こ

と
か

ら
当

面
は

、
井

戸
洗

浄
を

し
な

が
ら

受
水

と
併

用
継

続
し

て
ゆ

く
。

今
後

の
方

向

建
築

年
度

Ｓ
６

１
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

受
水

能
力

-
経

常
経

費
1
,2

0
9

千
円

/
年

3
4
0

延
床

面
積

2
2
.7

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

3
0
9

構
　

　
　

造
Ｃ

Ｂ

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量

施
設

名
行

方
第

1
取

水
場

住
所

於
下

8
3
-
2
9

7
0
0

取
得

価
格

3
8
,5

9
2

千
円

施
設

写
真

６
－

１
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
麻

生
系

）

敷
地

面
積

1
0
0
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量

取
水

場
小

分
類

大
分

類
麻

生
系

中
分

類
取

水
施

設

井
戸

洗
浄

ポ
ン

プ
更

新
、

電
気

計
装

設
備

修
繕

、
テ

レ
メ

ー
タ

更
新

等

井
戸

洗
浄
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 H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

等

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

Ｓ
６

１
建

設
後

、
平

成
２

６
年

改
修

工
事

実
施

。
現

在
は

、
取

水
量

、
水

位
と

も
に

良
好

。
水

量
的

に
は

十
分

に
あ

る
取

水
井

で
あ

る
と

推
測

さ
れ

る
。

ま
た

、
発

電
機

設
備

あ
り

。

課
　

　
　

題

水
量

的
に

は
良

好
で

あ
る

と
判

断
さ

れ
る

が
、

水
質

的
に

は
他

と
同

様
で

あ
る

た
め

、
ス

ク
リ

ー
ン

の
目

詰
ま

り
は

避
け

ら
れ

な
い

。

H
３

８

発
電

機
設

備
を

有
し

、
非

常
時

に
も

対
応

で
き

る
こ

と
か

ら
当

面
は

、
井

戸
清

掃
を

し
な

が
ら

受
水

と
併

用
継

続
し

て
ゆ

く
。

今
後

の
方

向

建
築

年
度

Ｓ
６

１
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

受
水

能
力

-
経

常
経

費
1
,0

6
6

千
円

/
年

3
3
0

延
床

面
積

2
2
.7

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

3
0
0

構
　

　
　

造
Ｃ

Ｂ

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量

施
設

名
行

方
第

2
取

水
場

住
所

行
方

1
5
7
6
-
4

4
0
0

取
得

価
格

4
0
,1

0
4

千
円

施
設

写
真

６
－

１
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
麻

生
系

）

敷
地

面
積

9
6
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量

取
水

場
小

分
類

大
分

類
麻

生
系

中
分

類
取

水
施

設

井
戸

洗
浄

ポ
ン

プ
更

新
、

電
気

計
装

設
備

修
繕

、
テ

レ
メ

ー
タ

更
新

等

井
戸

洗
浄
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 H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

等

休
止

の
検

討

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

Ｓ
６

１
建

設
後

、
井

戸
清

掃
は

実
施

し
て

い
な

い
が

、
取

水
ポ

ン
プ

の
修

繕
や

交
換

を
し

な
が

ら
現

在
ま

で
運

用
。

現
在

は
、

取
水

量
、

水
位

と
も

に
減

少
傾

向
。

課
　

　
　

題

水
量

的
に

は
や

や
減

少
傾

向
で

は
あ

る
が

、
水

質
的

に
は

他
と

同
様

で
あ

る
た

め
、

ス
ク

リ
ー

ン
の

目
詰

ま
り

は
避

け
ら

れ
な

い
。

H
３

８

新
原

浄
水

場
か

ら
の

受
水

が
開

始
さ

れ
た

の
ち

休
止

・
廃

止
を

検
討

。

今
後

の
方

向

建
築

年
度

Ｓ
６

１
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

受
水

能
力

-
経

常
経

費
7
7
0

千
円

/
年

1
1
5

延
床

面
積

9
.0

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

1
0
5

構
　

　
　

造
Ｃ

Ｂ

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量

施
設

名
行

方
第

3
取

水
場

住
所

行
方

1
6
8
0
-
2

3
0
0

取
得

価
格

3
3
,4

0
9

千
円

施
設

写
真

６
－

１
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
麻

生
系

）

敷
地

面
積

5
0
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量

取
水

場
小

分
類

大
分

類
麻

生
系

中
分

類
取

水
施

設

井
戸

洗
浄

ポ
ン

プ
更

新
、

電
気

計
装

設
備

修
繕

、
テ

レ
メ

ー
タ

更
新

等

廃
止

又
は

継
続
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大
分

類
北

浦
系

中
分

類
配

水
施

設

６
－

２
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
北

浦
系

）

次
木

3
9
0
-
1
5

敷
地

面
積

3
,2

0
0
.2

計
画

日
最

大
給

水
量

2
,3

7
0

計
画

日
最

大
取

水
量

取
得

価
格

6
1
2
,4

3
6

千
円

施
設

写
真

小
分

類
配

水
場

施
設

名
次

木
浄

水
場

住
所

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

9
1
8

日
最

大
取

水
量

延
床

面
積

2
5
2

一
日

平
均

給
水

量
7
8
3

日
平

均
取

水
量

構
　

　
　

造
Ｒ

Ｃ
受

水
能

力
1
,4

5
0

経
常

経
費

8
,8

5
0

千
円

/
年

建
築

年
度

Ｈ
１

３
一

日
平

均
受

水
量

8
1
0

配
水

池
容

量
1
,3

0
0

H
３

１
H

３
２

運
用

状
況

平
成

１
６

年
度

か
ら

鹿
行

広
域

用
水

供
給

事
業

よ
り

受
水

を
開

始
し

、
繁

昌
浄

水
場

系
、

山
田

浄
水

場
系

を
除

い
た

旧
北

浦
町

全
域

に
給

水
を

開
始

。
現

在
は

、
給

水
エ

リ
ア

を
広

げ
、

山
田

浄
水

場
系

の
一

部
へ

も
応

援
給

水
を

し
て

い
る

。

課
　

　
　

題

比
較

的
新

し
い

施
設

で
あ

る
た

め
、

現
在

運
転

に
大

き
な

問
題

は
な

い
。

山
田

浄
水

場
を

廃
止

し
た

場
合

、
配

水
区

域
が

広
が

る
た

め
県

水
の

計
画

受
水

量
の

変
更

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

施
設

設
備

に
つ

い
て

は
、

点
検

修
繕

等
を

計
画

的
に

行
い

な
が

ら
設

備
を

健
全

に
保

っ
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

今
後

の
方

向

行
方

市
水

道
の

核
（
新

原
浄

水
場

、
次

木
配

水
場

、
泉

配
水

場
）
と

し
て

、
北

浦
地

区
の

中
核

と
し

て
今

後
も

山
田

浄
水

場
の

廃
止

に
向

け
た

機
能

増
設

及
び

配
水

管
強

化
を

計
画

し
、

運
用

を
継

続
す

る
。

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

浄
水

受
水

計
画

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０

配
水

ポ
ン

プ
更

新
・
機

能
増

設
検

討

契
約

水
量

変
更

最
高
2
9
0
0 

/日

積
極

的
修

繕
・維

持
管

理
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敷
地

面
積

1
,0

1
1
.8

計
画

日
最

大
給

水
量

7
2
0

６
－

２
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
北

浦
系

）

施
設

写
真

計
画

日
最

大
取

水
量

千
円

2
2
3
,4

8
5

構
　

　
　

造
受

水
能

力
0

課
　

　
　

題

運
用

状
況

今
後

の
方

向

配
水

ポ
ン

プ
設

備
は

更
新

し
て

、
比

較
的

新
し

い
が

付
属

施
設

全
体

が
老

朽
化

が
進

ん
で

し
お

り
、

井
戸

か
ら

の
取

水
量

も
減

少
傾

向
で

あ
る

た
め

、
設

備
の

修
繕

・
更

新
等

が
増

加
傾

向
に

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
そ

の
た

め
、

徐
々

に
山

田
浄

水
場

の
配

水
区

域
を

次
木

配
水

場
か

ら
の

配
水

に
切

替
え

て
状

況
を

確
認

し
な

が
ら

運
用

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

次
木

配
水

場
の

機
能

増
設

及
び

配
水

管
を

考
慮

し
て

廃
止

し
て

い
く
方

向
。

千
円

/
年

4
,0

3
3

取
水

場
６

井
か

ら
地

下
水

を
集

め
、

浄
水

処
理

し
て

配
水

し
て

い
る

。
平

成
１

３
年

度
に

配
水

ポ
ン

プ
・
電

気
計

装
設

備
を

更
新

。

日
平

均
取

水
量

一
日

平
均

受
水

量

借
地

面
積

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

H
３

７
H

３
６

H
３

４
H

３
５

休
止

・
廃

止

維
持

管
理

(
修

繕
）

浄
水

場
山

田
浄

水
場

0
一

日
最

大
給

水
量

0
配

水
池

容
量

日
最

大
取

水
量

経
常

経
費

一
日

平
均

給
水

量
7
3
9

9
2
1

住
所

山
田

2
3
6
1
-
1

建
築

年
度

Ｓ
５

３

延
床

面
積

1
7
2
.9

Ｃ
Ｂ

大
分

類

4
9
5

施
設

名

取
得

価
格

北
浦

系
中

分
類

浄
水

施
設

小
分

類

井
戸

の
状

況
及

び
施

設
全

体
の

状
況

を
見

な
が

ら
廃

止
時

期
を

検
討

浄
配

水
施

設
の

消
極

的
修

繕
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大
分

類
北

浦
系

中
分

類
取

水
施

設

６
－

２
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
北

浦
系

）

山
田

2
3
6
1
-
1

敷
地

面
積

3
.2

3
計

画
日

最
大

給
水

量
-

計
画

日
最

大
取

水
量

1
6
7

取
得

価
格

5
,0

8
7

千
円

施
設

写
真

小
分

類
取

水
場

施
設

名
山

田
第

1
取

水
場

住
所

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量
4
3

延
床

面
積

3
.2

3
一

日
平

均
給

水
量

-
日

平
均

取
水

量
3
5

構
　

　
　

造
Ｒ

Ｃ
受

水
能

力
-

経
常

経
費

千
円

/
年

建
築

年
度

Ｓ
５

３
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

H
３

１
H

３
２

運
用

状
況

Ｓ
５

３
年

に
建

設
後

、
Ｈ

６
年

に
取

水
ポ

ン
プ

更
新

、
現

在
も

運
用

中
。

課
　

　
　

題

取
水

量
の

低
下

、
老

朽
化

　
　

現
在

の
取

水
量

は
他

の
5
井

よ
り

も
少

量
で

あ
る

。
場

内
井

戸
の

た
め

、
災

害
時

に
は

自
家

発
電

設
備

に
よ

り
取

水
で

き
る

が
、

必
要

量
ま

か
な

う
こ

と
は

で
き

な
い

。

今
後

の
方

向

当
面

は
継

続
す

る
が

、
次

木
配

水
場

の
機

能
増

設
後

は
廃

止
の

方
向

。

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

等

休
止

・
廃

止

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０

取
水

施
設

の
消

極
的

修
繕

給
水

量
の

状
況

及
び

施
設

全
体

の
状

況
を

見
な

が
ら

廃
止

時
期

を
検

討
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 H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

等

休
止

・
廃

止

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

Ｓ
５

３
年

に
建

設
後

、
Ｈ

８
年

取
水

ポ
ン

プ
更

新
、

現
在

も
運

用
中

。

課
　

　
　

題

施
設

設
備

に
つ

い
て

は
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
取

水
量

も
減

少
傾

向
で

あ
る

。
次

木
配

水
場

か
ら

の
配

水
区

域
拡

大
に

合
わ

せ
て

取
水

場
施

設
の

停
止

、
廃

止
等

を
実

施
し

て
い

く
計

画
で

あ
る

。
ま

た
、

継
続

し
て

使
用

中
は

設
備

の
点

検
、

修
繕

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

H
３

８

当
面

は
継

続
す

る
が

、
次

木
配

水
場

の
機

能
増

設
後

は
廃

止
の

方
向

。

今
後

の
方

向

建
築

年
度

Ｓ
５

３
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

受
水

能
力

-
経

常
経

費
9
1
0

千
円

/
年

2
2
8

延
床

面
積

9
.0

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

1
8
1

構
　

　
　

造
C

B

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量

1
6
4

取
得

価
格

5
,1

2
8

千
円

施
設

写
真

取
水

場
施

設
名

山
田

第
2
取

水
場

住
所

山
田

3
3
9
9
-
1

敷
地

面
積

1
0
0
.0

0
計

画
日

最
大

給
水

量
-

計
画

日
最

大
取

水
量

６
－

２
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
北

浦
系

）

小
分

類
大

分
類

北
浦

系
中

分
類

取
水

施
設

取
水

施
設

の
消

極
的

修
繕

給
水

量
の

状
況

及
び

施
設

全
体

の
状

況
を

見
な

が
ら

廃
止

時
期

を
検

討
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 H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

等

休
止

・
廃

止

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

Ｓ
５

３
年

に
建

設
後

、
Ｈ

３
年

に
取

水
ポ

ン
プ

更
新

、
現

在
も

運
用

中
。

課
　

　
　

題

施
設

設
備

に
つ

い
て

は
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
取

水
量

も
減

少
傾

向
で

あ
る

。
次

木
配

水
場

か
ら

の
配

水
区

域
拡

大
に

合
わ

せ
て

取
水

場
施

設
の

停
止

、
廃

止
等

を
実

施
し

て
い

く
計

画
で

あ
る

。
ま

た
、

継
続

し
て

使
用

中
は

設
備

の
点

検
、

修
繕

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

H
３

８

当
面

は
継

続
す

る
が

、
次

木
配

水
場

の
機

能
増

設
後

は
廃

止
の

方
向

。

今
後

の
方

向

建
築

年
度

Ｓ
５

３
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

受
水

能
力

-
経

常
経

費
9
2
6

千
円

/
年

2
2
6

延
床

面
積

9
.0

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

1
8
3

構
　

　
　

造
C

B

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量

1
6
4

取
得

価
格

1
0
,9

9
9

千
円

施
設

写
真

取
水

場
施

設
名

山
田

第
3
取

水
場

住
所

山
田

2
8
4
0
-
2

敷
地

面
積

5
0
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量

６
－

２
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
北

浦
系

）

小
分

類
大

分
類

北
浦

系
中

分
類

取
水

施
設

給
水

量
の

状
況

及
び

施
設

全
体

の
状

況
を

見
な

が
ら

廃
止

時
期

を
検

討

取
水

施
設

の
消

極
的

修
繕
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 H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

等

休
止

・
廃

止

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

Ｈ
２

年
に

拡
張

で
建

設
後

、
大

き
な

改
修

は
実

施
せ

ず
現

在
も

運
用

中
。

課
　

　
　

題

施
設

設
備

に
つ

い
て

は
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
取

水
量

も
減

少
傾

向
で

あ
る

。
次

木
配

水
場

か
ら

の
配

水
区

域
拡

大
に

合
わ

せ
て

取
水

場
施

設
の

停
止

、
廃

止
等

を
実

施
し

て
い

く
計

画
で

あ
る

。
ま

た
、

継
続

し
て

使
用

中
は

設
備

の
点

検
、

修
繕

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

H
３

８

当
面

は
継

続
す

る
が

、
次

木
配

水
場

の
機

能
増

設
後

は
廃

止
の

方
向

。

今
後

の
方

向

建
築

年
度

Ｈ
２

一
日

平
均

受
水

量
-

配
水

池
容

量

受
水

能
力

-
経

常
経

費
5
7
0

千
円

/
年

1
1
9

延
床

面
積

9
.0

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

9
4

構
　

　
　

造
C

B

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量

1
4
2

取
得

価
格

1
3
,6

5
9

千
円

施
設

写
真

取
水

場
施

設
名

山
田

第
4
取

水
場

住
所

三
和

1
6
8
8
-
5

敷
地

面
積

1
0
0
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量

６
－

２
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
北

浦
系

）

小
分

類
大

分
類

麻
生

系
中

分
類

取
水

施
設

給
水

量
の

状
況

及
び

施
設

全
体

の
状

況
を

見
な

が
ら

廃
止

時
期

を
検

討

取
水

施
設

の
消

極
的

修
繕
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大
分

類
北

浦
系

中
分

類
取

水
施

設

６
－

２
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
北

浦
系

）

両
宿

8
5
5
-
3

敷
地

面
積

1
0
0
.3

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量
1
4
6

取
得

価
格

1
6
,5

9
9

千
円

施
設

写
真

小
分

類
取

水
場

施
設

名
山

田
第

5
取

水
場

住
所

借
地

面
積

0
.0

一
日

最
大

給
水

量
-

日
最

大
取

水
量

1
9
5

延
床

面
積

9
.0

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

1
5
5

構
　

　
　

造
C

B
受

水
能

力
-

経
常

経
費

6
4
0

千
円

/
年

建
築

年
度

Ｈ
２

一
日

平
均

受
水

量
-

配
水

池
容

量

H
３

１
H

３
２

運
用

状
況

Ｈ
２

年
に

拡
張

で
建

設
後

、
大

き
な

改
修

は
実

施
せ

ず
現

在
も

運
用

中
。

課
　

　
　

題

施
設

設
備

に
つ

い
て

は
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
取

水
量

も
減

少
傾

向
で

あ
る

。
次

木
配

水
場

か
ら

の
配

水
区

域
拡

大
に

合
わ

せ
て

取
水

場
施

設
の

停
止

、
廃

止
等

を
実

施
し

て
い

く
計

画
で

あ
る

。
ま

た
、

継
続

し
て

使
用

中
は

設
備

の
点

検
、

修
繕

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

今
後

の
方

向

当
面

は
継

続
す

る
が

、
次

木
配

水
場

の
機

能
増

設
後

は
廃

止
の

方
向

。

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

等

休
止

・
廃

止

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０

給
水

量
の

状
況

及
び

施
設

全
体

の
状

況
を

見
な

が
ら

廃
止

時
期

を
検

討

取
水

施
設

の
消

極
的

修
繕
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 H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

等

休
止

・
廃

止

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

Ｈ
２

年
に

拡
張

で
建

設
後

、
Ｈ

１
３

年
取

水
ポ

ン
プ

更
新

、
現

在
も

運
用

中
。

課
　

　
　

題

施
設

設
備

に
つ

い
て

は
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
取

水
量

も
減

少
傾

向
で

あ
る

。
次

木
配

水
場

か
ら

の
配

水
区

域
拡

大
に

合
わ

せ
て

取
水

場
施

設
の

停
止

、
廃

止
等

を
実

施
し

て
い

く
計

画
で

あ
る

。
ま

た
、

継
続

し
て

使
用

中
は

設
備

の
点

検
、

修
繕

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

H
３

８

当
面

は
継

続
す

る
が

、
次

木
配

水
場

の
機

能
増

設
後

は
廃

止
の

方
向

。

今
後

の
方

向

建
築

年
度

Ｈ
２

一
日

平
均

受
水

量
-

配
水

池
容

量

受
水

能
力

-
経

常
経

費
7
6
8

千
円

/
年

1
2
5

延
床

面
積

9
.0

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

1
0
0

構
　

　
　

造
C

B

借
地

面
積

0
.0

一
日

最
大

給
水

量
-

日
最

大
取

水
量

1
4
2

取
得

価
格

1
5
,4

0
1

千
円

施
設

写
真

取
水

場
施

設
名

山
田

第
6
取

水
場

住
所

山
田

3
2
9
0
-
2

敷
地

面
積

1
5
1
.3

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量

６
－

２
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
北

浦
系

）

小
分

類
大

分
類

北
浦

系
中

分
類

取
水

施
設

給
水

量
の

状
況

及
び

施
設

全
体

の
状

況
を

見
な

が
ら

廃
止

時
期

を
検

討

取
水

施
設

の
消

極
的

修
繕
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 H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７

維
持

管
理

(
修

繕
）

改
修

工
事

解
体

・
撤

去

県
水

受
水

計
画

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

Ｓ
５

６
年

建
設

後
、

取
水

場
２

井
か

ら
水

を
集

め
浄

水
し

て
給

水
を

開
始

。
Ｓ

６
３

第
１

次
拡

張
に

よ
り

取
水

場
２

カ
所

を
追

加
。

平
成

１
２

年
に

浄
水

施
設

の
改

良
を

実
施

し
、

平
成

１
６

年
に

県
水

受
水

を
開

始
。

浄
水

と
県

水
を

ブ
レ

ン
ド

し
な

が
ら

配
水

し
て

き
た

が
、

Ｈ
２

５
年

に
全

面
県

水
受

水
に

転
換

。
現

在
は

取
水

場
を

全
面

休
止

し
、

県
水

受
水

に
依

存
し

て
い

る
。

課
　

　
　

題

現
在

、
施

設
の

老
朽

化
が

進
ん

で
お

り
、

取
水

場
に

つ
い

て
は

水
質

（
鉄

、
マ

ン
ガ

ン
等

）
が

良
く
な

い
た

め
休

止
し

て
県

水
受

水
の

み
を

水
源

に
配

水
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
不

要
に

な
っ

た
施

設
が

多
く
あ

り
、

解
体

撤
去

費
を

計
上

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

。

H
３

８

配
水

施
設

の
更

新
を

計
画

し
、

県
水

受
水

を
水

源
と

し
て

配
水

場
と

し
今

後
も

継
続

。

今
後

の
方

向

建
築

年
度

Ｓ
５

６
一

日
平

均
受

水
量

4
2
2

配
水

池
容

量

受
水

能
力

5
3
0

経
常

経
費

2
,5

3
6

千
円

/
年

7
3
0

延
床

面
積

9
9
.8

一
日

平
均

給
水

量
4
1
6

日
平

均
取

水
量

構
　

　
　

造
C

B

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

4
3
5

日
最

大
取

水
量

取
得

価
格

3
2
7
,2

2
3

千
円

施
設

写
真

浄
水

場
施

設
名

繁
昌

浄
水

場
住

所
繁

昌
1
0
1
8
-
2

敷
地

面
積

1
,8

8
4
.8

計
画

日
最

大
給

水
量

1
,1

7
0

計
画

日
最

大
取

水
量

６
－

２
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
北

浦
系

）

小
分

類
大

分
類

北
浦

系
中

分
類

浄
水

施
設

不
要

施
設

の
解

体
撤

去
計

画

随
時

受
水

計
画

見
直

し

配
水

施
設

の
積

極
的

修
繕

・維
持

管
理

配
水

ポ
ン

プ
・
電

気
計

装
設

備
更

新
計
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大
分

類
北

浦
系

中
分

類
取

水
施

設

６
－

２
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
北

浦
系

）

中
根

4
7
8
-
3

敷
地

面
積

1
0
0
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量
2
6
1

取
得

価
格

2
0
,8

1
6

千
円

施
設

写
真

小
分

類
取

水
場

施
設

名
繁

昌
第

2
取

水
場

住
所

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量
-

延
床

面
積

1
8
.0

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

-

構
　

　
　

造
C

B
受

水
能

力
-

経
常

経
費

-
千

円
/
年

建
築

年
度

Ｓ
６

３
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

H
３

１
H

３
２

運
用

状
況

Ｓ
６

３
年

に
建

設
後

、
Ｈ

１
１

年
取

水
ポ

ン
プ

更
新

、
そ

の
後

平
成

２
５

年
県

水
受

水
に

切
り

替
え

た
こ

と
に

よ
り

、
現

在
も

休
止

中
。

課
　

　
　

題

水
質

の
悪

化
に

よ
り

現
在

停
止

中
で

あ
る

。
今

後
は

、
予

算
計

上
し

て
撤

去
す

る
必

要
が

あ
る

。

今
後

の
方

向

廃
止

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

解
体

撤
去

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０

廃
止

財
政

面
を

考
慮

し
な

が
解

体
撤

去
を

検
討
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場
内

　
写

真
な

し

大
分

類
北

浦
系

中
分

類
取

水
施

設

６
－

２
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
北

浦
系

）

繁
昌

1
0
1
8
-
2

敷
地

面
積

3
.8

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量
2
1
0

取
得

価
格

4
0
,1

1
2

千
円

施
設

写
真

小
分

類
取

水
場

施
設

名
繁

昌
第

3
取

水
場

住
所

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量
-

延
床

面
積

3
.8

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

-

構
　

　
　

造
Ｒ

Ｃ
受

水
能

力
-

経
常

経
費

-
千

円
/
年

建
築

年
度

Ｈ
８

一
日

平
均

受
水

量
-

配
水

池
容

量

H
３

１
H

３
２

運
用

状
況

Ｈ
８

建
設

後
、

平
成

１
7
年

に
水

中
ポ

ン
プ

更
新

。
そ

の
後

平
成

２
５

年
県

水
受

水
に

切
り

替
え

た
こ

と
に

よ
り

、
現

在
も

休
止

中
。

課
　

　
　

題

水
質

の
悪

化
に

よ
り

現
在

停
止

中
で

あ
る

。
浄

水
場

内
に

設
置

し
て

あ
る

た
め

撤
去

等
の

必
要

性
は

低
い

。

今
後

の
方

向

廃
止

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

解
体

撤
去

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０

廃
止
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大
分

類
北

浦
系

中
分

類
取

水
施

設

６
－

２
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
北

浦
系

）

繁
昌

1
8
4
8
-
6
1

敷
地

面
積

1
2
1
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量
2
1
0

取
得

価
格

4
3
,5

6
4

千
円

施
設

写
真

小
分

類
取

水
場

施
設

名
繁

昌
第

4
取

水
場

住
所

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量
-

延
床

面
積

9
.0

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

-

構
　

　
　

造
C

B
受

水
能

力
-

経
常

経
費

-
千

円
/
年

建
築

年
度

Ｈ
８

一
日

平
均

受
水

量
-

配
水

池
容

量

H
３

１
H

３
２

運
用

状
況

Ｈ
８

建
設

後
、

Ｈ
１

２
年

に
取

水
ポ

ン
プ

更
新

。
そ

の
後

平
成

２
５

年
県

水
受

水
に

切
り

替
え

た
こ

と
に

よ
り

、
現

在
も

休
止

中
。

課
　

　
　

題

水
質

の
悪

化
に

よ
り

現
在

停
止

中
で

あ
る

。
今

後
は

、
予

算
計

上
し

て
撤

去
す

る
必

要
が

あ
る

。

今
後

の
方

向

廃
止

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

解
体

撤
去

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０

廃
止

財
政

面
を

考
慮

し
な

が
解

体
撤

去
を

検
討
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写
真

な
し

敷
地

面
積

6
,2

0
0
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

4
,4

0
0
（
2
,2

0
0
）

６
－

３
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
玉

造
系

）

施
設

写
真

計
画

日
最

大
取

水
量

千
円

9
6
0
,4

3
9

構
　

　
　

造
受

水
能

力
2
,2

0
0

課
　

　
　

題

運
用

状
況

今
後

の
方

向

現
在

，
各

浄
水

場
の

取
水

・
浄

水
機

能
の

老
朽

化
が

深
刻

で
あ

り
、

取
水

・
浄

水
機

能
の

休
止

・
廃

止
（
配

水
機

能
は

維
持

）
が

予
想

さ
れ

る
た

め
泉

配
水

場
は

拠
点

施
設

と
し

て
の

重
要

性
が

高
ま

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
行

方
市

の
水

道
施

設
と

し
て

は
、

比
較

的
新

し
い

施
設

で
あ

る
も

の
の

各
計

装
及

び
機

械
設

備
が

更
新

時
期

を
む

か
え

る
た

め
、

費
用

負
担

が
大

き
く
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

県
水

の
受

水
に

傾
倒

し
す

ぎ
る

と
受

水
費

の
増

加
に

よ
り

会
計

を
圧

迫
す

る
恐

れ
が

あ
る

。
行

方
市

水
道

（
玉

造
地

区
）
の

中
核

と
し

て
各

浄
水

場
の

取
水

場
を

整
理

し
な

が
ら

、
県

水
受

水
の

契
約

水
量

を
徐

々
に

増
や

し
、

必
要

性
、

コ
ス

ト
を

鑑
み

、
配

水
池

（
２

箇
所

）
を

整
備

し
、

最
終

的
に

は
4
,4

0
0
ｍ

3
/
日

と
す

る
。

以
後

も
修

繕
や

更
新

を
実

施
し

な
が

ら
玉

造
地

区
の

拠
点

配
水

施
設

と
し

て
運

用
し

て
ゆ

く
。

千
円

/
年

4
,8

9
0

平
成

１
４

年
に

建
設

後
、

平
成

１
６

年
度

に
鹿

行
広

域
用

水
供

給
事

業
よ

り
受

水
を

開
始

し
、

塩
素

濃
度

を
調

整
し

配
水

し
て

い
る

た
め

水
質

は
良

好
で

あ
る

。
現

在
は

，
玉

造
地

区
給

水
エ

リ
ア

全
域

へ
配

水
し

て
い

る
。

ま
た

，
中

山
（
実

績
１

日
約

1
5
0
ｍ

3
）
及

び
井

上
浄

水
場

（
実

績
１

日
約

4
0
ｍ

3
）

へ
の

流
入

管
が

整
備

し
て

お
り

一
日

約
2
0
0
ｍ

3
を

配
水

し
て

い
る

。
現

在
の

施
設

能
力

は
玉

造
給

水
区

域
全

域
へ

の
供

給
も

可
能

で
各

浄
水

場
（
谷

島
・
中

山
・
井

上
・
上

山
浄

水
場

）
へ

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

施
設

と
し

て
の

機
能

も
備

え
て

い
る

。
災

害
時

の
水

確
保

と
し

て
緊

急
遮

断
弁

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。

一
日

平
均

受
水

量

借
地

面
積

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

H
３

７
H

３
６

県
水

受
水

計
画

H
３

４
H

３
５

工
業

計
器

点
検

ポ
ン

プ
点

検

維
持

管
理

(
修

繕
）

配
水

場
泉

配
水

場

0
一

日
最

大
給

水
量

1
,9

7
7

配
水

池
容

量

日
平

均
取

水
量

経
常

経
費

一
日

平
均

給
水

量
1
,9

9
0

2
,4

8
6

住
所

玉
造

甲
3
4
5
2
-
1

建
築

年
度

Ｈ
１

４

延
床

面
積

8
0
7
.2

5

Ｒ
Ｃ

大
分

類

2
,3

0
0

施
設

名

取
得

価
格

玉
造

系
中

分
類

配
水

施
設

小
分

類

配
水

ポ
ン

プ
点

検

工
業

計
器

点
検

配
水

ポ
ン

プ
点

検
配

水
ポ

ン
プ

点
検

配
水

ポ
ン

プ
点

検

工
業

計
器

点
検

工
業

計
器

点
検

工
業

計
器

点
検

玉
造

地
区

各
施

設
の

状
況

に
合

わ
せ

受
水

量
調

整

積
極

的
修

繕
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大
分

類
玉

造
系

中
分

類
浄

水
施

設
井

上
1
1
6
6
-
6
3

小
分

類
浄

水
場

施
設

名
井

上
浄

水
場

住
所

敷
地

面
積

8
1
8
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

3
2
5

計
画

日
最

大
取

水
量

3
0
0

取
得

価
格

1
6
4
,9

8
7

千
円

施
設

写
真

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

5
3
5

日
最

大
取

水
量

4
8
5

延
床

面
積

7
1

一
日

平
均

給
水

量
4
6
4

日
平

均
取

水
量

4
2
8

構
　

　
　

造
C

B
受

水
能

力
3
2
5

経
常

経
費

5
,0

2
4

千
円

/
年

建
築

年
度

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

工
業

計
器

点
検

ポ
ン

プ
点

検

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２

配
水

計
画

６
－

３
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
玉

造
系

）

運
用

状
況

取
水

場
２

井
か

ら
取

水
し

浄
水

処
理

し
て

配
水

し
て

い
る

。
ま

た
、

泉
配

水
場

か
ら

の
浄

水
受

水
流

入
管

を
備

え
て

お
り

間
接

的
に

県
水

を
受

水
（
約

4
0
ｍ

3
/
日

）
し

、
混

合
し

て
配

水
し

て
い

る
。

浄
水

水
質

は
，

概
ね

良
好

な
水

質
を

保
っ

て
い

る
。

　
現

在
は

、
玉

造
給

水
区

域
の

南
部

（
井

上
・
藤

井
・
西

谷
方

面
）
の

給
水

(約
4
7
0
m

3
/
日

)を
担

っ
て

い
る

。

課
　

　
　

題

取
水

施
設

の
老

朽
化

が
深

刻
で

あ
り

、
施

設
修

繕
等

の
負

担
が

大
き

く
な

る
と

予
想

さ
れ

る
。

し
か

し
取

水
機

能
の

全
休

止
と

な
る

と
泉

配
水

場
（
県

水
)に

傾
倒

し
す

ぎ
る

こ
と

と
な

り
と

受
水

費
の

増
加

に
よ

り
会

計
を

圧
迫

す
る

恐
れ

が
あ

る
。

配
水

施
設

に
つ

い
て

は
、

市
内

の
施

設
の

中
で

は
比

較
的

新
し

く
今

後
も

使
用

で
き

る
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

の
方

向

玉
造

地
区

給
水

区
域

の
南

部
方

面
を

担
う

配
水

施
設

と
し

、
配

水
機

能
に

つ
い

て
は

、
積

極
的

修
繕

を
実

施
し

持
続

的
に

使
用

し
て

い
く
。

取
水

機
能

に
つ

い
て

は
、

消
極

的
修

繕
を

実
施

し
将

来
は

、
取

水
機

能
を

休
止

し
泉

配
水

場
か

ら
の

受
水

へ
シ

フ
ト

し
配

水
場

化
し

て
い

く
。

当
面

は
，

泉
配

水
場

と
相

互
に

救
援

し
玉

造
地

区
南

部
方

面
に

給
水

し
て

い
く
。

　
※

消
極

的
修

繕
と

は
、

機
能

不
全

が
起

き
て

か
ら

随
時

す
る

修
繕

。
積

極
的

修
繕

と
は

、
耐

用
年

数
等

を
参

考
に

予
防

的
に

行
う

修
繕

。

Ｓ
５

０
一

日
平

均
受

水
量

3
8

配
水

池
容

量
3
1
0

配
水

ポ
ン

プ
点

検工
業

計
器

点
検

配
水

ポ
ン

プ
点

検
配

水
ポ

ン
プ

点
検

配
水

ポ
ン

プ
点

検

工
業

計
器

点
検

工
業

計
器

点
検

工
業

計
器

点
検

取
水

施
設
:消

極
的

修
繕

配
水

施
設
:積

極
的

修
繕

取
水

機
能

の
状

況
に

合
わ

せ
泉

配
水

場
県

水
受

水
状

況
に

よ
り

給
水

区
域

縮
小

を
検

討
 
 配

水
場

化
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大
分

類
玉

造
系

中
分

類
取

水
施

設
井

上
1
1
6
6
-
6
3

小
分

類
取

水
場

施
設

名
井

上
第

1
取

水
場

住
所

敷
地

面
積

2
.8

8
計

画
日

最
大

給
水

量
-

計
画

日
最

大
取

水
量

2
0
0

取
得

価
格

6
,5

2
1

千
円

施
設

写
真

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量
1
7
7

延
床

面
積

2
.8

8
一

日
平

均
給

水
量

-
日

平
均

取
水

量
1
5
6

構
　

　
　

造
Ｒ

Ｃ
受

水
能

力
-

経
常

経
費

1
6
7

千
円

/
年

建
築

年
度

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

施
設

運
用

検
討

休
止

・
廃

止

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２

６
－

３
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
玉

造
系

）

運
用

状
況

井
上

浄
水

場
の

補
助

井
戸

と
し

て
運

用
し

て
い

る
。

課
　

　
　

題

取
水

施
設

の
老

朽
化

が
深

刻
で

あ
り

，
施

設
修

繕
等

の
負

担
が

大
き

く
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

今
後

の
方

向

取
水

機
能

に
つ

い
て

は
、

消
極

的
修

繕
を

実
施

し
将

来
は

、
取

水
機

能
を

休
止

し
泉

配
水

場
か

ら
の

受
水

へ
シ

フ
ト

し
て

い
く
。

当
面

は
、

継
続

す
る

が
状

況
を

見
て

廃
止

。

Ｓ
５

０
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

取
水

施
設
:消

極
的

修
繕

取
水

量
及

び
施

設
機

能
を

踏
ま

え
運

用
を

検
討

休
止

・廃
止
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 H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７

維
持

管
理

(
修

繕
）

施
設

運
用

検
討

休
止

・
廃

止

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

井
上

浄
水

場
の

主
た

る
取

水
場

と
し

て
運

用
し

て
い

る
。

課
　

　
　

題

取
水

施
設

の
老

朽
化

が
深

刻
で

あ
り

、
施

設
修

繕
等

の
負

担
が

大
き

く
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

H
３

８

取
水

機
能

に
つ

い
て

は
、

消
極

的
修

繕
を

実
施

し
、

将
来

は
取

水
機

能
を

休
止

し
泉

配
水

場
か

ら
の

受
水

へ
シ

フ
ト

し
て

い
く
。

当
面

は
、

継
続

す
る

が
状

況
を

見
て

廃
止

。
今

後
の

方
向

建
築

年
度

Ｓ
５

０
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

受
水

能
力

-
経

常
経

費
1
,4

0
5

千
円

/
年

3
0
8

延
床

面
積

9
.0

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

2
7
2

構
　

　
　

造
C

B

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量

1
0
0

取
得

価
格

5
,5

8
2

千
円

施
設

写
真

取
水

場
施

設
名

井
上

第
2
取

水
場

住
所

井
上
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水
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水
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小
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．
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方
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水
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画
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水
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設
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施
設
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び
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踏
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討
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円

施
設

写
真

借
地

面
積

1
,7

0
7
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日
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日
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Ｃ
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築
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８
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検
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４
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６
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３

７
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又
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．
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方
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状
況

現
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と
し

て
取

水
許

可
は

受
け

て
い

る
が

休
止

し
て

い
る

。

課
　

　
　

題

施
設

全
体

の
老

朽
化

が
深
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で

あ
り

，
現

在
，

休
止

し
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い
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の
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水
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あ
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す
る

た
め
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。
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Ｓ
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草
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。
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。
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築
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Ｓ
４

８
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年
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取
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年
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積

9
.0

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

0

構
　

　
　

造
C

B

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量

5
0

取
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持
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修

繕
）

工
業

計
器

点
検

ポ
ン

プ
点

検

配
水

区
域

検
討

平
成

3
9
年

度
以

降
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２
H

３
３

運
用

状
況

取
水

場
２

井
か

ら
取

水
し

、
浄

水
し

主
と

し
て

玉
造

給
水

区
域

の
中

央
部

(玉
造

甲
)に

配
水

し
て

い
る

。
浄

水
水

質
は

P
H

値
が

高
く
，

炭
酸

ガ
ス

処
理

を
し

配
水

を
し

て
い

る
。

一
日

約
1
,0

0
0
ｍ

3
配

水
し

て
い

る
。

課
　

　
　

題

施
設

の
老

朽
化

が
深

刻
で

あ
り

、
泉

配
水

場
か

ら
の

流
入

管
は

整
備

さ
れ

て
お

ら
ず

、
単

独
で

の
地

下
水

の
み

で
の

配
水

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
施

設
修

繕
等

の
負

担
が

大
き

く
な

っ
て

き
て

い
て

徐
々

に
給

水
エ

リ
ア

を
縮

小
し

て
い

る
。

し
か

し
全

休
止

と
な

る
と

泉
配

水
場

（
県

水
)に

傾
倒

し
す

ぎ
る

こ
と

と
な

り
、

受
水

費
の

増
加

に
よ

り
会

計
を

圧
迫

す
る

恐
れ

が
あ

る
。

H
３

８

老
朽

化
し

た
施

設
を

消
極

的
修

繕
し

な
が

ら
給

水
エ

リ
ア

を
縮

小
し

て
い

く
。

当
面

は
、

泉
配

水
場

と
相

互
に

救
援

し
、

玉
造

地
区

中
央

部
（
玉

造
甲

）
方

面
に

給
水

し
て

い
く
。

　
※

消
極

的
修

繕
と

は
、

機
能

不
全

が
起

き
て

か
ら

随
時

す
る

修
繕

。
積

極
的

修
繕

と
は

、
耐

用
年

数
等

を
参

考
に

予
防

的
に

行
う

修
繕

。
今

後
の

方
向

建
築

年
度

Ｓ
４
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５

９
一

日
平

均
受

水
量

0
配

水
池

容
量

受
水

能
力

0
経
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経

費
7
,2

9
8

千
円

/
年

8
7
8

延
床

面
積

1
1
8
.8

8
一

日
平

均
給
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量

9
3
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日
平

均
取
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量

構
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1
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日
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取
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浄
水
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所
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敷
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計
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日
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．
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（
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水
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水
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能
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況
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状
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に

よ
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水

区
域

縮
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討
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計
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点
検

取
水
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設
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的

修
繕
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検
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検
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。
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い
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量
的

に
は

余
裕

が
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る
。
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題
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設

の
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化

が
深

刻
で

あ
り

、
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設
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等
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負

担
が
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き

く
な

る
こ

と
が

予
想
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れ

る
。
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取
水

機
能

に
つ

い
て

は
、

消
極

的
修

繕
を

実
施

し
給

水
区

域
の

状
況

を
判

断
し

。
将

来
は

取
水

機
能

を
調

整
及

び
休

止
し

、
最

終
的

に
は

廃
止

の
方

向
。
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築
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４
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積
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．
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積
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積
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画
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２
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H
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３
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３
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．
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方

市
水

道
個

別
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設
計

画
　

（
玉

造
系

）

運
用

状
況

谷
島

浄
水

場
の

主
た

る
井

戸
と

し
て

運
用

し
て

い
る

。
浄

水
水

質
は

P
H

値
が

高
い

。
水

量
的

に
は

余
裕

が
あ

る
。

課
　

　
　

題

取
水

施
設

の
老

朽
化

が
深

刻
で

あ
り

、
施

設
修

繕
等

の
負

担
が

大
き

く
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

今
後

の
方

向

取
水

機
能

に
つ

い
て

は
、

消
極

的
修

繕
を

実
施

し
給

水
区

域
の

状
況

を
判

断
し

。
将

来
は

取
水

機
能

を
調

整
及

び
休

止
し

、
最

終
的

に
は

廃
止

の
方

向
。

Ｓ
５

８
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

取
水

施
設
:消

極
的

修
繕

取
水

量
・
水

質
及

び
施

設
機

能
を

踏
ま

え
運

用
を

検
討

休
止

・
廃

止
検
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㎡
 

 

  
 

大
分

類
玉

造
系

中
分

類
浄

水
施

設

６
－

３
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
玉

造
系

）

芹
沢

9
2
0
-
5
7

敷
地

面
積

9
3
6
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

1
,4

5
0

計
画

日
最

大
取

水
量

取
得

価
格

6
1
,2

4
4

千
円

施
設

写
真

小
分

類
浄

水
場

施
設

名
上

山
浄

水
場

住
所

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

1
,0

0
4

日
最

大
取

水
量

延
床

面
積

3
0
.9

一
日

平
均

給
水

量
7
5
7

日
平

均
取

水
量

構
　

　
　

造
C

B
受

水
能

力
0

経
常

経
費

1
,9

7
5

千
円

/
年

建
築

年
度

Ｓ
５

６
一

日
平

均
受

水
量

0
配

水
池

容
量

2
1
0

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

ポ
ン

プ
点

検

施
設

調
査

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２

休
止

・
廃

止

取
水

場
2
井

か
ら

取
水

し
次

亜
塩

素
の

注
入

の
み

で
配

水
（
実

績
1
日

/
6
0
0
ｍ

3
）
し

て
い

る
。

水
質

は
、

2
号

井
戸

が
硝

酸
態

窒
素

・
亜

硝
酸

態
窒

素
が

基
準

値
よ

り
高

い
。

　
現

在
は

、
玉

造
給

水
区

域
北

部
の

上
山

工
業

団
地

を
中

心
に

給
水

（
実

績
1
日

/
6
0
0
ｍ

3
）
を

担
っ

て
い

る
。

運
用

状
況

課
　

　
　

題

浄
水

水
質

は
、

2
号

井
戸

が
硝

酸
態

窒
素

・
亜

硝
酸

態
窒

素
が

基
準

値
よ

り
高

い
た

め
、

2
号

井
戸

の
取

水
量

を
調

整
し

1
号

井
戸

の
取

水
と

混
合

し
基

準
値

内
に

抑
え

配
水

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

ま
た

、
施

設
の

老
朽

化
が

進
ん

で
お

り
、

特
に

高
架

タ
ン

ク
の

老
朽

化
が

進
み

施
設

修
繕

等
の

負
担

が
大

き
く
な

っ
て

き
て

い
る

。
し

か
し

、
地

下
水

取
水

許
可

に
お

い
て

1号
井

戸
・
2
号

井
戸

と
も

に
日

量
1
,0

0
0
ｍ

3
の

許
可

を
受

け
て

お
り

、
取

水
能

力
は

優
良

で
あ

る
が

、
配

水
能

力
が

老
朽

し
た

高
架

タ
ン

ク
の

た
め

構
造

的
な

危
険

が
排

除
し

き
れ

な
い

。
し

か
し

、
全

休
止

と
な

る
と

泉
配

水
場

（
県

水
)に

傾
倒

し
す

ぎ
る

こ
と

と
な

り
と

受
水

費
の

増
加

に
よ

り
会

計
を

圧
迫

す
る

恐
れ

が
あ

る
。

今
後

の
方

向

玉
造

地
区

給
水

区
域

の
上

山
工

業
団

地
を

担
う

施
設

で
あ

り
、

取
水

施
設

及
び

配
水

施
設

に
つ

い
て

は
、

消
極

的
修

繕
を

実
施

し
持

続
的

に
使

用
し

て
い

く
。

今
後

、
高

架
タ

ン
ク

の
老

朽
化

チ
ェ

ッ
ク

を
実

施
し

、
結

果
を

鑑
み

継
続

し
て

補
修

し
使

用
す

る
か

休
止

す
る

か
判

断
し

て
い

く
。

　
※

消
極

的
修

繕
と

は
、

機
能

不
全

が
起

き
て

か
ら

随
時

す
る

修
繕

。
積

極
的

修
繕

と
は

、
耐

用
年

数
等

を
参

考
に

予
防

的
に

行
う

修
繕

。

取
水

施
設
:消

極
的

修
繕

配
水

施
設
:消

極
的

修
繕

施
設

調
査

の
結

果
を

踏
ま

え
今

後
の

方
向

性
を

検
討

・
判

断

配
水

ポ
ン

プ
点

検
配

水
ポ

ン
プ

点
検

配
水

ポ
ン

プ
点

検
配

水
ポ

ン
プ

点
検

老
朽

化
の

状
況

を
専

門
家

に
委

託
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大
分

類
玉

造
系

中
分

類
取

水
施

設
鉾

田
市

青
柳

2
7
2
7
-
9
3

小
分

類
取

水
場

施
設

名
上

山
第

１
取

水
場

住
所

敷
地

面
積

7
.8

2
計

画
日

最
大

給
水

量
-

計
画

日
最

大
取

水
量

1
,0

0
0

取
得

価
格

4
,3

5
1

千
円

施
設

写
真

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量
8
3
9

延
床

面
積

7
.8

2
一

日
平

均
給

水
量

-
日

平
均

取
水

量
6
6
3

構
　

　
　

造
C

B
受

水
能

力
-

経
常

経
費

1
,6

0
9

千
円

/
年

建
築

年
度

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

施
設

運
用

検
討

休
止

・
廃

止

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２

６
－

３
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
玉

造
系

）

運
用

状
況

上
山

浄
水

場
の

主
た

る
取

水
場

と
し

て
運

用
し

て
い

る
。

水
量

的
に

は
十

分
満

足
し

て
い

る
。

課
　

　
　

題

取
水

施
設

の
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
施

設
修

繕
等

の
負

担
が

大
き

く
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

今
後

の
方

向

当
面

は
継

続
し

、
上

山
浄

水
場

の
施

設
調

査
後

の
判

断
に

よ
り

、
継

続
か

廃
止

か
判

断
す

る
。

S
５

６
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

取
水

施
設
:消

極
的

修
繕

取
水

量
・
水

質
及

び
施

設
機

能
を

踏
ま

え
運

用
を

検
討

休
止

・廃
止
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大
分

類
玉

造
系

中
分

類
取

水
施

設
芹

沢
9
2
0
-
5
9

小
分

類
取

水
場

施
設

名
上

山
第

２
取

水
場

住
所

敷
地

面
積

7
.8

計
画

日
最

大
給

水
量

-
計

画
日

最
大

取
水

量
1
0
0
0

取
得

価
格

4
,3

5
1

千
円

施
設

写
真

借
地

面
積

0
一

日
最

大
給

水
量

-
日

最
大

取
水

量
3
6
6

延
床

面
積

7
.8

一
日

平
均

給
水

量
-

日
平

均
取

水
量

2
5
0

構
　

　
　

造
C

B
受

水
能

力
-

経
常

経
費

1
,2

8
9

千
円

/
年

建
築

年
度

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

施
設

運
用

検
討

休
止

・
廃

止

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２

６
－

３
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
玉

造
系

）

運
用

状
況

上
山

浄
水

場
の

補
助

的
取

水
場

と
し

て
運

用
し

て
い

る
。

水
量

的
に

は
十

分
満

足
し

て
い

る
が

、
硝

酸
態

窒
素

及
び

亜
硝

酸
態

窒
素

の
濃

度
が

基
準

よ
り

高
め

で
あ

る
。

課
　

　
　

題

取
水

施
設

の
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
施

設
修

繕
等

の
負

担
が

大
き

く
な

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

硝
酸

態
窒

素
及

び
亜

硝
酸

態
窒

素
が

基
準

値
よ

り
高

い
。

今
後

の
方

向

当
面

は
継

続
し

、
上

山
浄

水
場

の
施

設
調

査
後

の
判

断
に

よ
り

、
継

続
か

廃
止

か
判

断
す

る
。

S
５

６
一

日
平

均
受

水
量

-
配

水
池

容
量

取
水

施
設
:消

極
的

修
繕

取
水

量
・
水

質
及

び
施

設
機

能
を

踏
ま

え
運

用
を

検
討

休
止

・廃
止
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大
分

類
玉

造
系

中
分

類
浄

水
施

設
芹

沢
1
6
5
6
-
3

小
分

類
浄

水
場

施
設

名
中

山
浄

水
場

住
所

敷
地

面
積

3
,7

8
6
.0

計
画

日
最

大
給

水
量

9
3
0

計
画

日
最

大
取

水
量

取
得

価
格

1
1
7
,3

5
0

千
円

施
設

写
真

借
地

面
積

3
,7

8
6
.0

一
日

最
大

給
水

量
8
9
6

日
最

大
取

水
量

延
床

面
積

1
1
9
.2

8
一

日
平

均
給

水
量

7
3
6

日
平

均
取

水
量

構
　

　
　

造
Ｃ

Ｂ
受

水
能

力
5
3
0

経
常

経
費

3
,9

4
5

千
円

/
年

建
築

年
度

H
３

８
平

成
3
9
年

度
以

降

維
持

管
理

(
修

繕
）

工
業

計
器

点
検

ポ
ン

プ
点

検

H
３

３
H

３
４

H
３

５
H

３
６

H
３

７
課

題
又

は
計

画
H

２
９

H
３

０
H

３
１

H
３

２

改
修

工
事

配
水

区
域

検
討

６
－

３
．

行
方

市
水

道
個

別
施

設
計

画
　

（
玉

造
系

）

運
用

状
況

取
水

場
2
井

か
ら

取
水

し
浄

水
処

理
し

て
配

水
し

て
い

る
。

ま
た

、
泉

配
水

場
か

ら
の

浄
水

受
水

流
入

管
を

備
え

て
お

り
間

接
的

に
県

水
を

受
水

（
1
5
0
ｍ

3
/
日

）
し

、
混

合
し

て
配

水
し

て
い

る
。

原
水

水
質

は
，

1
号

井
戸

が
硝

酸
態

窒
素

・
亜

硝
酸

態
窒

素
が

基
準

値
よ

り
高

い
。

　
現

在
は

、
玉

造
給

水
区

域
の

北
部

（
芹

沢
，

羽
生

，
沖

洲
方

面
）
の

給
水

(約
7
5
0
m

3
/
日

)を
担

っ
て

い
る

。

課
　

　
　

題

浄
水

水
質

は
，

1
号

井
戸

が
硝

酸
態

窒
素

・
亜

硝
酸

態
窒

素
が

基
準

値
よ

り
高

い
た

め
，

1
号

井
戸

の
取

水
量

を
調

整
し

2
号

井
戸

と
県

水
を

受
水

に
よ

り
混

合
し

基
準

値
内

に
抑

え
配

水
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
ま

た
、

施
設

の
老

朽
化

が
進

ん
で

お
り

、
施

設
修

繕
等

の
負

担
が

大
き

く
な

っ
て

き
て

い
て

徐
々

に
給

水
エ

リ
ア

を
縮

小
し

て
い

る
。

し
か

し
、

取
水

機
能

の
全

休
止

と
な

る
と

泉
配

水
場

（
県

水
)に

傾
倒

し
す

ぎ
る

こ
と

と
な

り
受

水
費

の
増

加
に

よ
り

会
計

を
圧

迫
す

る
恐

れ
が

あ
る

。
上

山
浄

水
場

の
動

向
に

よ
っ

て
は

、
機

能
を

増
設

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

今
後

の
方

向

玉
造

地
区

給
水

区
域

の
北

部
方

面
を

担
う

重
要

拠
点

施
設

と
し

配
水

機
能

に
つ

い
て

は
、

積
極

的
修

繕
を

実
施

し
持

続
的

に
使

用
し

て
い

く
。

取
水

機
能

に
つ

い
て

は
、

消
極

的
修

繕
を

実
施

に
と

ど
め

，
将

来
は

、
取

水
機

能
を

休
止

し
泉

配
水

場
か

ら
の

受
水

へ
シ

フ
ト

し
て

い
く
。

当
面

は
、

泉
配

水
場

と
相

互
に

救
援

し
玉

造
地

区
北

部
方

面
に

給
水

し
て

い
く
。

　
※

消
極

的
修

繕
と

は
、

機
能

不
全

が
起

き
て

か
ら

随
時

す
る

修
繕

。
積

極
的

修
繕

と
は

、
耐

用
年

数
等

を
参

考
に

予
防

的
に

行
う

修
繕

。

Ｓ
５

３
一

日
平

均
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第１章 経営戦略策定の趣旨  

2－1 

 

 

人口減少や節水機器の普及など水需要の減少に伴う収入減の傾向が続いている一

方で、高度経済成長期に整備した多くの施設で老朽化が進み、また、水道事業建設当

初に布設された配水管等は、順次耐用年数を迎えるため、先の震災を踏まえた施設の

更新や耐震化への取り組みが喫緊の課題となっております。これらに係る事業費には

多大な費用を要することとなり、その一方で、直接料金収入の増加に繋がらないため、

地方公営企業法に基づく「独立採算の原則」から水道事業独自での負担は限界となり

ます。よって今後の経営状況はますます厳しいものとなることが予測されます。 

このような状況のなかで、水道施設等の計画的な更新を推進し、施設や管路の健全

性を維持していくためには、施設の効率化、運営費用のなどの経費節減を図り、また

経営基盤強化のための取り組みを一層推進するとともに、水道事業の現状把握、分析

及び将来予測を行った上で、経営健全化のための収支計画を策定し、中長期的な視野

で事業経営に取り組んでいくことが重要と考えられます。 

このため、行方市水道ビジョンの目標に掲げる「安全で良質な水道水を安定して供

給する水道」「災害に強く、たくましい水道」の実現を目的として、中長期的な経営

の基本計画である「経営戦略」を策定するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 章 経営戦略策定の趣旨 



第２章 経営の基本方針 

 

2－2 

 

 

行方市水道事業における経営戦略で今後推進していく経営方針は、厚生労働省が策定

した「新水道ビジョン」に掲げる水道の理想像である「安全」、「強靭」、「持続」の

項目を基本方針として、さまざまな課題を解決し、安定的な事業運営を行っていきます。 

 

 

 

１）水質管理の充実      ：残留塩素・水質検査の計画的管理 

２）浄水貯水量の確保     ：配水池築造による安定給水のための浄水量確保

及び災害時の給水量確保 

３）浄水場配水のバックアップ ：浄水場間の浄水受水・応援給水体制の充実 

４）水源水量の確保      ：県水受水による安定的な水源確保 

５）ソフト対策の強化     ：防災体制の充実と強化 

  

 

２．災害に強く、たくましい水道 

１）老朽管更新・耐震化    ：耐用年数を迎えた老朽管の更新・耐震化促進 

                重要給水施設・災害時避難施設への配水管路、

緊急時用連絡管の整備 

２）効率的な水運用の構築   ：現況施設の強化、将来的施設の効率化 

 

 

３．いつまでも皆様の近くにあり続ける水道 

１）長期的な財政計画     ：施設更新等に対応する経営の効率化・健全化を

推進 

２）環境対策         ：電力、消費エネルギーの削減を推進 

３）水道サービスの向上    ：広報誌・ホームページによる広報を充実 

４）人材育成         ：水道事業に関する知識や技術の習得等資質向上

を図り、技術を継承する 

 

 

安 全 

強 靭 

持 続 

第２章 経営の基本方針 



第２章 経営の基本方針  

2－3 

本市の水道事業の経営状況は、自家用井戸水から水道水への転換による未普及世帯の

解消から水道普及率の向上及び老朽管の更新による有収率の向上を図っていくことで、

給水人口一人当たりの給水量は、わずかに増えることが予測できますが、人口が減少傾

向にあることで給水収益は、今後減少していくものと考えられます。一方、老朽化した

施設の更新、災害時における飲料水を確保する為の耐震化事業など必要な事業を行って

いくことで、単年度で発生する内部留保資金よりも支出する額が多く見込まれ、内部留

保資金をとり崩しながら経営する状況となっています。 

今後も快適で安心な水道水の安定供給のため、事業の効率化と収益性を高める必要が

あります。 

 

 

 

（厚生労働省：新水道ビジョン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３章 計画期間 
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 ◎ 平成２９年度から平成３８年度までの１０年間  

 

総務省が示す「経営戦略」における「中長期的な視点から経営基盤の強化等に取り組

むことができるように、計画期間は１０年以上を基本とする」という考え方を取り入れ、

長期的な安定を見越した中での１０年を本計画の計画期間とします。 

経営状況等の変化に対応するため随時フォローアップを行い、必要に応じ見直しを行

います。 
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第４章 水道事業の現状  

 2－5 

 

 

１．人 口 

行方市の人口は、平成１７年度の麻生町、北浦町、玉造町が合併する以前から右肩

上がりに増加してきたことにより、水道施設の整備が進み、給水人口も増加してきま

した。その後、平成１８年度をピークに緩やかな減少傾向となり、これに伴い給水人

口も減少傾向となっています。 

給水普及率は、旧北浦町の全域給水が平成１５年度であったことから合併当初は低

い状態でしたが、次第に増加し平成２７年度には９４.６％の数値となっています。

今後給水区域内人口の減少に伴い給水人口も減少することが予測されるが、自家用井

戸水から水道水への転換が増加するものと考えられ、給水普及率は僅かながら増加す

ると予測されます。よって本計画内では増加を見込み平成３８年度で９６.０％と推

計し、給水区域内人口を３０,９４１人、給水人口を２９,７００と推計しました。 

 

 

 

 

２．使用水量と水道料金収入 

   水道使用水量は、平成２７度から実施している老朽管の更新により有収率の向上が

図られることや、自家用井戸水から水道水への転換により、給水人口一人当たりの使

用水量は増加するものと予測しました。しかし人口の減少及び近年の節水意識の高ま

りや節水機器の普及、また大口需要者の減少などにより、全体的には使用水量が減少

し、水道料金収入も減少になっていくものとして予測しました。 
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第４章 水道事業の現状 

2－6 

また本計画期間以降において人口減少がこのまま続くものとすると、使用水量は更

に減少し、水道料金収入も減少していくことが予想されます。 

 

    

 

 

３．浄・配水場施設 

   行方市には、１２か所の浄・配水場（手賀浄水場は休止）があり、水源は３２本（内

７ヶ所休止）の深井戸による地下水と鹿行広域水道用水供給事業からの浄水受水とし、

原水を浄水処理した後、配水池での貯水を行い、市内の各地域へ供給しています。こ

れらの浄・配水場は、新原浄水場、次木配水場、泉配水場を除くと、昭和４０年代後

半から昭和５０年代に整備されたものがほとんどで、経年使用により建物や機械・電

気設備などの老朽化が顕著となり、更新時期を迎えているものもあります。 

   将来にわたりこれら全ての施設を維持するためには、膨大な事業費が必要となりま

す。将来、新原浄水場、次木配水場、泉配水場を中心とした浄・配水場を構築するこ

とを踏まえ、本計画内では、災害時において緊急性、重要性の高い施設を優先的に整

備するものとし、配水池の増築、配水ポンプ・機械設備の更新、各施設の集中監視設

備などを推進していくものとします。 

 

 

４．水道管路 

   市内に布設している水道管路は、平成２７年度において口径２５㎜～３５０㎜で約

７１３.０㎞となっており、口径７５㎜が最も多く布設されて全体の１/３を占め、口
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第４章 水道事業の現状  

 2－7 

径７５㎜、１００㎜及び１５０mmの３種類で全体の約７６％を占めています。 

   水道管路は、昭和４０年代後半から布設され、水道管の法定耐用年数の４０年を経

過しつつあることから、計画的な布設替えなどの対応が必要となっており、平成２７

年度から先の震災を踏まえ、緊急性の高い行方市地域防災計画に謳われている避難所

などの重要給水施設までの配管、行方浄水場と新原浄水場、繁昌浄水場と蔵川浄水場

間の緊急時用連絡管、漏水等が多発している接着継手の硬質塩化ビニール管などにつ

いて耐久性・耐震性の高い水道管に布設替える工事を集中的に行っています。 

 

     ※法定耐用年数：減価償却算定のための会計上の償却目安 

       （技術開発・維持管理の向上により、実際はそれ以上使用可能な場合もある。） 

 

 

 

 

５．事業収支の現状 

   収益的収入は、平成２３年度に災害復旧による国庫補助金が収入となって増加を示

し、平成２６年度以降は、公営企業会計制度改正により増加となっています。事業収

支はプラスを維持していますが、これは他会計補助金として年間６千万円～１億３千

万円程度の収入が見込まれているためであり、給水収益のみでは事業費用を賄えてい

ません。 

   資本的収支では、これまでの事業で借り入れた企業債の返済が進んでいるため、未

償還残高は減少傾向で推移しています。また新規給水加入等による新設水道管や布設

替えの水道管布設工事などを内部留保資金で行ってきましたが、その残高は年々減少

してきています。 

平成２７年度から施設の更新、管路耐震化及び老朽管の布設替えなどの事業を進め
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ており、当該事業の財源として国庫補助金・企業債の借入れ及び自己資金を見込んで

います。従って今後、新たな企業債の利子及び元金の償還が計画期間内で一時的に増

加します。大幅な増加は見込まれないものの、経営健全化の観点から将来の償還財源

による負担の軽減を考慮した企業債残高となるよう努めることが必要となります。ま

た内部留保資金の残高は、今後更に減少することが予測されます。 
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0.1%

他会計補
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６．経営指標の状況 

経営状況や課題を簡明に把握できると考えられる経営指標を抽出し、平成２２年度

～平成２６年度の経営成績と財政状態について全国類似団体平均との比較により財

務状況の把握、分析を行いました 

※類似団体平均は、総務省による分類：平成22年～平成26年 

（給水形態：末端給水事業、現在給水人口規模：3万人以上5万人未満） 

 グラフ凡例  

■ 当該指標値（当該値） 

－ 類似団体平均値（平均値） 

【 】 平成 26 年度全国平均値 

 

 

 

  ①経常収支比率 

     経常収支比率は、費用が経常収益によってどの程度まかなわれているかを示す

もので、この比率が高いほど経常利益率が良いことを表し、１００％以上であれ

ば営業的に赤字でないことを意味する。 

経常収支比率＝（経常収益／経常費用）×100 

 

    

 

 

   ②流動比率 

     短期的な債務への支払能力を表す指標。流動資産（1年以内に現金化すること

のできる資産）と流動負債（1年以内に支払うべき債務）の比率。高い方が良く、

２００以上が好ましい。  

H22 H23 H24 H25 H26

当該値 108.86 113.98 106.31 104.88 102.51

平均値 108.43 105.61 106.41 106.89 109.04

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

【113.03】①経常収支比率(％) ・評価 

指標は１００％を超えて利

益が発生しているが、今後、

収入が大幅に増加する見込み

はない。また、事業運営に必

要な利益が確保されていると

は言いがたい。 

平成２３年度は、震災のた

め事業収支が大きく増加した

ものです。 

１）経営の健全性・効率性 
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流動比率＝（流動資産／流動負債）×100 

 

    

 

 

 

③企業債残高対給水収益比率 

企業債残高の規模を表す指標であり、水道料金による収入（給水収益）に対す

る企業債残高の割合で、低い方が良い。  

企業債残高対給水収益比率＝（企業債残高／給水収益）×100 

 

    

 

 

 

 

   ④料金回収率 

１㎥あたりの給水に係る費用（給水原価）を１㎥あたりの給水収益（供給単価）

でどの程度賄えているかを表す指標であり、高い方が良い。  

H22 H23 H24 H25 H26

当該値 2,352.00 1,968.73 1,007.21 1,647.89 263.55

平均値 792.56 832.37 852.01 909.68 362.09

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

【264.16】②流動比率(％)

H22 H23 H24 H25 H26

当該値 634.14 653.97 580.55 544.62 518.65

平均値 403.05 403.15 391.40 382.65 385.06

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

【283.72】③企業債残高対給水収益比率(％)

・評価 

平成２６年度から公営企業

会計制度が改正され、翌年度

に償還すべき企業債などが流

動負債に含まれたことで、指

標は大きく下降しています。

現状では短期的な債務への支

払能力は確保されているが、

保有資金の減少に伴い、悪化

する見通しとなっている。 

・評価 

企業債残高の規模は類似団

体平均と比べても大きいが、

これまでの事業における企業

債残高は減少の見込みとな

る。今後、投資事業に対する

財源確保について検討するほ

か、企業債以外の財源も確保

することで企業債の借入を抑

制し、将来に負担を先送りし

ない取組みが必要である。 
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料金回収率＝（供給単価／給水原価）×100 

 

    

 

 

 

   ⑤施設利用率 

施設の利用状況や適正な規模を判断する指標であり、施設の一日の配水能力に

対する一日平均配水量の割合を表すもので高い方が良い。 

        施設利用率＝（一日平均配水量／一日配水能力）×100 

 

    

    

 

⑥有収率 

施設の効率性を表す指標であり、施設が供給した総配水量のうち料金収入など

の対象となった有収水量の割合を表すもので高い方が良い。  

有収率＝（年間総有収水量／年間総配水量）×100 

 

H22 H23 H24 H25 H26

当該値 98.59 91.96 96.59 93.57 90.46

平均値 97.63 94.86 95.91 96.10 99.07

70.00

75.00

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00
【104.60】④料金回収率(％)

H22 H23 H24 H25 H26

当該値 60.37 61.02 60.93 60.01 59.32

平均値 60.17 58.76 59.09 59.23 58.58

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00
【59.80】⑤施設利用率(％)

・評価 

指標は１００％を下回り、

給水に係る費用を給水収益で

賄えていない。そのため、料

金収入の確保への取組みが必

要となっている。 

平成２３年度は、震災によ

って料金収入が減少しまし

た。平成２６年度から老朽管

の対策として修繕・洗管等に

より経費が増加しています。 

・評価 

指標は低い値を示し、配水

量の減少傾向から、長期的に

は施設の配水能力が過大とな

り、指標が悪化していく可能

性がある。確実に安定した水

を供給できる能力を確保しな

がら、将来的には施設のダウ

ンサイジングを進める必要が

ある。 
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   ①有形固定資産減価償却率 

有形固定資産（水道施設・設備）の減価償却がどの程度進んでいるかを表す指

標であり、１００％に近いほど保有資産が耐用年数に近づいていることを示す。 

有形固定資産減価償却率＝（有形固定資産減価償却累計額／有形固定資産のう

ち償却対象資産の帳簿原価）×100 

 

    

 

 

 

H22 H23 H24 H25 H26

当該値 89.21 84.34 84.94 85.31 83.56

平均値 85.47 84.87 85.40 85.53 85.23

70.00

75.00

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00
【89.78】⑥有収率(％)

H22 H23 H24 H25 H26

当該値 26.79 28.24 29.55 30.95 57.82

平均値 34.47 35.53 36.36 37.34 44.31

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

【46.31】①有形固定資産減価償却率(％)

・評価 

指標は類似団体平均値と同

程度であるが、比較的低い値

であるため給水される水量が

収益に結びつかないことか

ら、漏水等の原因を特定し、

その対策を講じる必要があ

る。また平成２６年度は老朽

管の洗管などによる有収率の

減少も加味している。 

平成２７年度から老朽管の

耐震化と共に布設替え工事を

進めていくことで、有収率は

次第に上昇していくものと予

想される。 

・評価 

平成２６年度から公営企業

会計制度が改正され、みなし

償却が廃止されたことで実態

に近い数値となっている。管

路は、平成２７年度から耐震

化・老朽管布設替え工事を進

めているが、浄・配水場は、

耐用年数を迎えた資産が多く

残っている。 

２）施設の老朽化
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   ②管路経年化率 

法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す指標であり、高いほど老朽化が進

んでいると考えられる。 

管路経年化率＝( 法定耐用年数を経過した管路延長／管路延長 )×100 

 

    

 

 

 

 

   ③管路更新化率 

当該年度に更新（布設替え）を行った管路延長の割合を表す指標であり、管路

の更新のペースの状況を把握できる。  

管路更新化率＝（ 更新された管路延長／管路総延長 ）×100 

 

    

 

 

 

H22 H23 H24 H25 H26

当該値 0.00 0.00 2.48 3.62 4.98

平均値 6.06 6.47 7.80 8.39 10.09

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

【12.42】②管路経年化率(％)

H22 H23 H24 H25 H26

当該値 0.29 0.34 0.32 0.30 0.55

平均値 0.68 0.70 0.81 0.59 0.60

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

【0.78】③管路更新率(％)

・評価 

昭和４７年度から布設され

た水道管は、平成２３年度か

ら法定耐用年数を迎えてい

る。さらに法定耐用年数によ

る経年化を参考にしつつ、実

際の老朽化の状態を把握し、

優先順位を的確に把握した上

で、計画的に更新を行う必要

がある。 

・評価 

管路更新は、優先順位を的

確に把握し、計画的に更新を

行うものとし、平成２７年度

から耐震化・老朽管布設替え

工事を進めている。 
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【経営指標分析の概要】  

● 経常収支は黒字であるが、給水収益は給水に係る費用を賄うことができて

おらず、他の財源に依存している状態です。 

● 今後施設の更新、管路耐震化及び老朽管の布設替えを進めることで施設の

長寿命化に対応し、普及率の向上、有収率の向上が図られることから費用の

削減に効果的となります。 

● 今後、配水量の減少が見込まれることから、将来を見据えた適正な施設能

力を検討し、施設のダウンサイジングを進めていく必要があります。  

● これまでの企業債借入れにおける残高は減少の見込みとなるが、今後の施

設更新・老朽管布設替え事業費の推進により新たな企業債の利子及び元金の

償還が計画期間途中から加わり、一時的に増加となります。 
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投資計画及び財源計画をもとに、今後の事業収支見通しをとりまとめました。内部留保

資金と国庫補助金及び企業債の活用により、計画期間である平成３８年度まで資金不足に

陥ることなく、必要な投資を行える見込みです。また、企業債残高については、平成２７

年度末時点での未償還残高（約３２億円）が計画期間内において増加するものの、既往債

の返済が早期に進んでいることから平成３８年度には約１４億円程度に減少する見込み

です。ただし、内部留保資金残高が減少する見込みであることから、計画期間以降におけ

る更新施設への投資する資金が不足すると考えられるため、今後もさらなる経営の効率化

に努めます。 

 

１．投資について 

行方市の水道は、現在稼働している２５ケ所の深井戸による地下水と鹿行広域水道

用水供給事業からの県水受水を水源として、市内に１２か所ある浄・配水場施設の内、

稼働している１１ケ所から水道水を供給している。これらの施設は、昭和５０年代ま

でに整備された施設が多くあり、半数以上が建設後３０年を超えていることから老朽

化が進みつつある。また管路についても老朽化・劣化が見られ、管路の耐用年数４０

年からすると順次更新時期を迎えています。水道は、ライフラインとして事故や将来

想定される大規模な地震によって被災した場合であっても、できる限り速やかに水道

施設を復旧させ、住民の生命、生活の維持を図る必要があります。 

今回の投資計画は、投資費用の合理化を前提とした「平成２６年度 行方市水道施

設更新及び耐震化基本計画」を踏まえ、経年使用による老朽化や震災時に経験した水

道施設の脆弱性への対応を図るため、将来における水道施設の統廃合を含めた取り組

みとして、老朽施設の更新と併せて管路の耐震性の高いものに代えていくことにより、

水道水の安心・安定供給と経営の健全化を図ることを目的に計画しました。 

 

 

（１）新原浄水場の配水池が施設基準を満たしていないため、計画配水能力の１２時間

分の確保と災害時の緊急分を含めて新たに１,２００ｍ3の配水池を増設します。 

（２）水道施設で最もエネルギーを消費する設備はポンプ類であるが、新原浄水場にお

ける配水ポンプのインバータによる省エネ化の導入が遅れている状況にあること

から、老朽化と配水量の変化に対応するため配水ポンプの更新を推進します。 

第５章 投資・財政計画 

１）施設の投資計画 
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（３）地震等による配水管からの水道水の流出を防止し、貯水量を確保するため主な浄

水場の拠点となる新原浄水場に緊急遮断弁装置を設置します。 

（４）水道水を安全・安定的に給水するため、老朽化した設備は計画的に更新すること

が重要であり、特に、電気設備の制御盤等は当初から更新されずに使い続けている

ことから、震災時や事故時は迅速な対応を要求されるため、情報伝送の信号を一元

化するとともに機器類の更新を図ります。 

（５）地震災害時等において一部の配水経路が遮断された場合のバイパス管、応援給水

を目的に、各浄・配水場系給水区域間の連絡管及び送水管を布設し、配水施設の効

率性を高め、応援給水ができるように整備します。 

（６）耐震化の視点から地震被害の予想される地域特性、液状化の想定される地域、災

害医療拠点病院、避難所等重要給水施設への管路の耐震化を考慮した水道管を整備

します。 

（７）老朽管の布設替え及び耐震化については、耐震性の低い管路、特に２０年以上経

過したダクタイル鋳鉄管、接着継手のＴＳ式硬質塩化ビニール管において過去の地

震による被害率の違いから、管種よる区分と優先順位を設け、耐震性の高い管種・

継手を有した水道管の布設替えを計画的に更新します。 

 

 

２．財源・収支について 

事業の推進には多額の費用と労力を要するため、可能な限り長期間、現有施設を供

用していき、事業経営面からも実現可能な計画として、老朽施設や地震等の災害時に

対する緊急性の高いものから順次更新しつつ施設の強化を図ることとしてします。 

健全な経営を持続しながら、事業実施計画及び時期などを考慮し、次のことを留意

して財源の確保及び収支の見通しについて算出することとしました。 

 

① 財源は、国庫補助金、企業債の借入れ、負担金、自己資金とする。 

   ・国庫補助金  ：補助対象事業費の１/３、１/４ 

   ・企業債の借入れ：国庫補助金を除く事業費の３０％～６０％ 

   ・自己資金   ：内部留保資金 

   ・負担金    ：消火栓設置工事費 

② 内部留保資金として、建設改良費、借入金返済費用などの資金を確保する。 

③ 事業実施のための利益を確保する。 



第５章 投資・財政計画  

 2－17 

 

  



第５章 投資・財政計画 

 

2－18 

 

 



第５章 投資・財政計画  

 2－19 

 

 



第６章 今後の経営状況 

 

2－20 

 

 

１．将来の収支見込 

   計画期間の経営状況は、水需要の減少が予測されることからこれに伴い、給水収益

も減少するものと試算しました。更に他の収益の減少と併せて、施設更新・老朽管布

設替え事業により、これまでの収支と大きく変化します。 

平成２６年度以降は、公営企業会計制度改正により収入増となり、事業収支はプラ

スを維持しています。施設更新・老朽管布設替え事業による支払利息や減価償却費が

加わり、施設老朽化に伴う修繕費や受水費の増加が見込まれますが、経費節減や、こ

れまでの事業による施設が耐用年数を迎えてくることで、既存施設による支払利息及

び減価償却費が減少することから計画期間内では、赤字は発生しません。 

しかし、計画期間内において他会計補助金を年間７千万円程度見込んでいることか

ら、地方公営企業法による健全な事業運営を行うための「独立採算の原則」から他会

計補助金を除くと、赤字となる期間があります。 

資本的収支では、施設更新・老朽管布設替え事業に、国庫補助金の活用と企業債の

借入れ及び内部留保資金を基に実施することとしており、計画期間内での必要な資金

は確保できる見込みとなっています。また、これまでの事業で借り入れた企業債の返

済が進んでいるため、未償還残高は減少傾向で推移しています。 

内部留保資金は、減少傾向であり、平成３６年度に約１億９百万円と最も少なく、

平成３８年度は既存施設の企業債返済によって回復したものの、約２億６百万円とな

っていることから、計画期間以降の施設更新や新設の水道管布設には不足するものと

予測されます。内部留保資金は、実績状況からすると施設修繕費用や新設配水管布設

工事費などの財源として約２億円、老朽施設の更新費用約２億円及び借入金の返済費

用として約２億円の合計６億円程度は必要になるもの考えられます。 

よって計画後半にはこれらの事業に対する資金確保の検討が必要となります。 
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○内部留保資金 

実際に現金の支出がない費用（減価償却費等）の計上によって生じた資金（＝損益勘定

留保資金）や、過去の利益を積み立てた資金など、水道事業会計の内部に留保している資

金。建設改良投資や借入金の返済のために使用される。 

 

当該年度留保資金  ＝減価償却費＋資産減耗費 

当該年度留保資金残高＝補填財源（減価償却費＋資産減耗費）－資本勘定不足額 

内部留保資金累計額 ＝前年度内部留保資金累計額＋当該年度留保資金残高 

                           －長期前受金戻入金 
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２．料金体系等のあり方 

   現在の水道料金は、用途や口径に関係なく、基本料金２,１６０円（10m3まで）、超

過料金２１６円（1m3ごとに）となっています。計画期間内においては、現行料金の

ままで運営していけるものと試算しており、料金改定は計画していません。 

水道料金は、給水サ－ビスの対価として水道事業が実施する施設の建設及び改

良に要する経費を補うことが可能なように、必要な時期に適正な水準に定めるこ

とが健全経営につながり好ましいとされております。 
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平成３７年度以降は、これまでの事業による施設が耐用年数を迎えてくることで、

既存施設による支払利息及び減価償却費の減少により、供給単価が給水原価を上回り、

料金回収率が１００％を超えるものと予測されました。しかし経費節減に努めていま

すが、施設老朽化による修繕費や受水費は減少とはなりません。施設老朽化が進むこ

とで、今後さらに増加することも予測されます。また内部留保資金が減少しているこ

とから、計画期間以降における老朽化施設の更新事業には自己資金として不足するも

のと考えられます。よって事業実施のため資金確保は、将来に負担を先送りしないた

めにも料金改定を考慮した検討が必要となります。 
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１．組織等に関する事項 

行方市水道課は、職員数７人によって業務、工務、管理部門がそれぞれ一体とな

っていることから事務の効率化を図り、経費節減に努めています。人事異動により

水道経験年数の変動があるが、施設の更新・耐震化や管路の更新を着実に進めると

ともに、日常の施設管理を適切に行い施設の長寿命化を図るため、技術の承継が重

要となってくることから、技術職員の確保と育成に取り組みます。 

さらに、職員の意欲を向上させ、能力が発揮できる組織を構築するため、研修会

への参加など水道事業に関する各種資格・技術取得を推進し専門的な知識や技術を

継承し、計画的で効果的な人材の育成に努めます。 

 

２．広域化に関する事項 

他の水道事業体との広域化計画は有りませんが、行方市には、現在１１か所の

浄・配水場によって水道水の供給を行っており、これらの施設は、昭和４０年代後

半から昭和５０年代に建設された施設が多いため、老朽化が進んでいる施設がある

ことから、将来の浄・配水場のあり方、維持管理及び統廃合を含めた広域的な事業

運営計画の検討を進めていきます。 

また、「鹿行広域水道連絡協議会」や「鹿行地区上水道業務研究会」、さらに日

本水道協会茨城県支部・茨城県企業局を軸に情報交換や業務改善策・広域的な事業

運営についての共同研究などに取り組んでいきます。 

 

３．民間の資金・ノウハウの活用に関する事項 

公共の福祉の観点からは、水道事業の基幹的業務は引き続き水道事業者が責任を

持って効率的に実施していくことが求められます。現在、検針業務、会計業務、水

質検査、各施設の設備保守管理等の個別委託を行っていますが、今後は、施設管理

の民間への委託等が移行可能であれば広範かつ多様な業務委託を検討していきま

す。またＰＦＩ等の活用など先進事例の研究をしながら、近隣の事業体の動向を注

視しつつ調査・検討を進め、より効率的で、より良いサービスが提供できるような

改革をしていきます。 

 

４．その他の経営基盤の強化に関する事項 

３町合併により旧町ごとに異なっていた水道料金は、平成２６年度に統一されて

第７章 効率化・経営健全化の取組 
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いますが、健全経営の強化のため、引き続き給水サ－ビスの対価として水道事業が

実施する投資計画に見合った料金設定に努めます。また、一般会計の出資金のあり

方の検討を進めます。 

今後給水区域内人口が減少傾向にあるが、未普及世帯の解消に努めることにより、

水道普及率の向上を図り、現在進めている老朽管更新を計画的に行うことで、有収

率の向上が見込まれることにより、収益性の向上に努めます。 

 

５．資金管理・調達に関する事項 

常に一定以上の預金高を維持し安定した資金運用を行っていますが、今後の施設

の更新・耐震化や管路の更新、また新設の水道管布設事業などにより建設改良費が

増加し、内部留保資金が減少していくことから資金管理に影響が出る可能性があり

ます。投資計画に沿った資金運用を行い、繰入金・補助金等の確保に努めつつ、企

業債を計画的に財源に組み入れていきます。また、有収水量の推移から適正な料金

収入を見込むとともに、料金回収率の向上に努めます。 

 

６．情報公開に関する事項 

水道事業運営への理解や透明性の確保の観点から、広報誌やホームページを利用

した情報公開に努めます。 

今後も、提供する情報とその内容を充実させることを前提に、内容の見直しや事

後検証に取り組んでいきます。 

 

７．その他重点事項 

１）安全で安定した給水を行うために耐用年数を考慮し、実際の老朽化の状態を把握

した上で、計画的に老朽化施設の更新を行います。 

２）給水区域内における給水の効率を高め、維持管理の効率化、施設利用率の向上、

管理費用を削減するため浄・配水場施設のダウンサイジングを検討します。 

３）防災対策や危機管理体制の強化はこれまでも取り組んできましたが、一般行政部

局（総務課防災交通Ｇ）や水道業務に携わる民間企業、他事業体とも連携して取り

組んでいきます。 
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本経営戦略の検証（Check）、見直し（Action）のプロセスにおいては、学識経験者等

の意見を聴取し、客観的かつ合理的な検証・見直しが行われるよう留意する。あわせて、

経営比較分析表の各種経営指標を活用すると共に、経営環境の類似する他団体の水道事業

と経営状況の比較分析を行うなどして経営状況を的確に把握し、経営健全化・効率化に取

り組んでいきます。 

また進捗管理においては、各施策を着実に実施するため、戦略の実行状況、投資・財政

計画と実績とのかい離やその原因に対する分析を行い、その結果を次期戦略へと反映して

いくこととし、計画策定（Plan）、実施（Do）、検証（Check）、見直し（Action）のサ

イクル（PDCAサイクル）を継続的に運用していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業推進のＰＤＣＡサイクル   

第８章 計画の検証と進捗管理 

○PDCAサイクル  

Plan（計画）････････ 従来の実績や将来の予測などをもとにして事業計画を作成する。  

Do（実行）･･････････ 計画に沿って業務を行う。  

Check（点検・評価）･･ 業務の実施が計画に沿っているかどうか確認する。  

Action（改善）･･･････ 実施が計画に沿っていない部分を調べて処置する。 

計画の策定(Plan)

・ビジョン、目標の設定

・基本計画の策定

改善の検討(Action)

・未達成目標の対処

・新たなニーズの把握

目標達成状況の確認(Check)

・事後評価

・顧客満足度の把握

事業の推進(Do)

・進捗状況の管理

水道施設更新計画 

及び実施計画 

計画の見直し 

事業への反映 

情報開示・説明責任 

情報の収集 

実施事業 

成果の整理 

PDCA 
サイクル
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11
,3

65

営
業

外
収

益
21

,9
86

2,
57

5
4,

64
5

15
6,

63
8

14
5,

13
3

13
8,

87
1

13
9,

34
4

12
8,

96
6

12
0,

82
3

10
7,

50
2

10
0,

67
7

95
,6

51
92

,8
76

90
,8

19
82

,6
61

73
,2

10

他
会

計
補

助
金

13
3,

80
8

63
,0

00
60

,9
00

61
,2

00
60

,5
49

99
,1

64
91

,0
00

70
,0

00
70

,0
00

70
,0

00
70

,0
00

70
,0

00
70

,0
00

70
,0

00
70

,0
00

70
,0

00

特
別

利
益

0
0

0
0

4,
04

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

　
計

81
4,

47
6

75
4,

77
7

76
1,

37
4

88
9,

83
9

87
3,

64
2

91
2,

73
3

90
7,

68
5

87
2,

33
4

86
4,

35
0

84
7,

49
2

83
7,

91
8

82
9,

51
4

82
4,

98
3

81
7,

61
3

80
6,

39
2

79
3,

48
4

原
水

及
び

浄
水

費
24

3,
51

6
24

8,
89

3
25

7,
62

1
25

5,
29

4
25

7,
58

1
26

5,
71

5
27

7,
85

4
28

4,
85

3
29

2,
47

2
29

7,
92

8
29

6,
67

8
29

5,
66

2
29

4,
36

1
29

2,
22

9
29

1,
24

7
28

9,
30

3

配
水

及
び

給
水

費
34

,1
68

34
,9

22
48

,1
27

57
,7

98
46

,6
46

46
,2

92
48

,7
71

48
,7

71
48

,7
71

48
,7

71
48

,7
71

48
,7

71
48

,7
71

48
,7

71
48

,7
71

48
,7

71

受
託

工
事

費
19

,9
08

14
,8

25
13

,8
31

0
0

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1

業
務

費
25

,6
22

26
,1

88
27

,2
19

36
,4

47
40

,2
38

40
,3

45
38

,2
41

38
,2

41
38

,2
41

38
,2

41
38

,2
41

38
,2

41
38

,2
41

38
,2

41
38

,2
41

38
,2

41

総
係

費
69

,7
27

69
,1

33
72

,0
91

74
,9

82
64

,8
41

61
,1

55
61

,3
66

61
,6

53
61

,9
43

62
,2

34
62

,5
26

62
,8

20
63

,1
16

63
,4

11
63

,7
10

64
,0

10

減
価

償
却

費
22

5,
07

0
22

5,
72

8
22

2,
55

9
35

9,
60

8
34

0,
15

5
33

0,
09

4
33

5,
07

1
31

9,
95

6
30

9,
91

7
29

9,
13

4
28

5,
72

3
27

5,
97

8
27

2,
20

8
27

0,
97

4
25

1,
30

2
22

8,
43

0

資
産

減
耗

費
1,

23
3

3,
34

1
3,

88
3

8,
78

2
3,

56
3

35
,1

01
4,

57
8

4,
57

8
4,

57
8

4,
09

5
4,

38
4

4,
65

4
4,

89
4

5,
09

0
5,

30
9

5,
36

9

営
業

外
費

用
2,

96
1

22
0

6
74

7
74

7
74

7
74

7
74

7
74

7
74

7
74

7
74

7
74

7
74

7
74

7

支
払

利
息

92
,3

81
86

,8
96

80
,5

89
75

,1
29

69
,7

15
64

,2
13

59
,6

46
54

,6
08

49
,8

61
45

,6
01

40
,1

51
34

,5
75

29
,4

11
24

,9
87

21
,1

23
17

,6
40

そ
の

他
営

業
費

用
51

,6
59

2,
84

0
3,

71
0

6,
35

8
60

5
2,

30
8

2,
30

8
2,

30
8

2,
30

8
2,

30
8

2,
30

8
2,

30
8

2,
30

8
2,

30
8

2,
30

8
2,

30
8

　
計

76
6,

24
5

71
2,

78
8

72
9,

63
0

87
4,

40
4

82
4,

09
1

84
5,

97
1

82
8,

58
3

81
5,

71
6

80
8,

83
9

79
9,

06
0

77
9,

53
0

76
3,

75
7

75
4,

05
8

74
6,

75
9

72
2,

75
9

69
4,

82
0

48
,2

31
41

,9
89

31
,7

44
15

,4
35

49
,5

51
66

,7
62

79
,1

02
56

,6
18

55
,5

11
48

,4
32

58
,3

88
65

,7
57

70
,9

25
70

,8
54

83
,6

33
98

,6
64

36
9,

94
8

-1
30

,6
95

-4
9,

55
1

-6
6,

76
2

-7
9,

10
2

-5
6,

61
8

-5
5,

51
1

-4
8,

43
2

-5
8,

38
8

-6
5,

75
7

-7
0,

92
5

-7
0,

85
4

-8
3,

63
3

△
 3

28
,4

21
△

 2
86

,4
32

△
 2

54
,6

88
13

0,
69

5
49

,5
51

66
,7

62
79

,1
02

56
,6

18
55

,5
11

48
,4

32
58

,3
88

65
,7

57
70

,9
25

70
,8

54
83

,6
33

98
,6

64

企
業

債
0

0
0

0
12

0,
00

0
13

0,
00

0
14

0,
00

0
20

0,
00

0
20

0,
00

0
30

,0
00

30
,0

00
30

,0
00

30
,0

00
30

,0
00

0
0

国
庫

補
助

金
0

0
0

0
32

,6
81

33
,4

83
53

,3
00

87
,5

92
67

,5
11

0
0

0
0

0
0

0

出
資

金
1,

70
0

2,
45

8
5,

58
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

負
担

金
11

,5
50

18
,0

18
11

,9
38

85
,6

78
41

,4
95

10
0,

15
2

39
,4

40
39

,4
40

39
,4

40
39

,4
40

39
,4

40
39

,4
40

39
,4

40
39

,4
40

39
,4

40
39

,4
40

計
13

,2
50

20
,4

76
17

,5
20

85
,6

78
19

4,
17

6
26

3,
63

5
23

2,
74

0
32

7,
03

2
30

6,
95

1
69

,4
40

69
,4

40
69

,4
40

69
,4

40
69

,4
40

39
,4

40
39

,4
40

建
設

改
良

費
31

,6
69

12
3,

62
3

54
,6

07
15

4,
02

2
27

4,
67

0
32

6,
60

6
31

3,
54

0
44

3,
85

3
48

7,
60

3
13

2,
53

0
12

4,
21

5
12

4,
13

9
10

5,
35

7
14

1,
00

7
33

,4
40

33
,4

40

固
定

資
産

購
入

費
0

0
0

0
0

2,
44

4
2,

40
0

2,
40

0
3,

90
0

3,
90

0
3,

90
0

2,
40

0
2,

40
0

2,
40

0
3,

90
0

2,
40

0

企
業

債
償

還
金

28
3,

22
3

27
9,

76
1

26
9,

06
2

25
7,

44
0

25
4,

78
5

25
8,

52
3

24
8,

75
8

24
7,

10
1

24
1,

99
2

25
1,

55
1

25
4,

45
9

23
6,

24
1

22
4,

94
0

21
7,

19
7

21
5,

14
9

21
7,

00
9

　
計

31
4,

89
2

40
3,

38
4

32
3,

66
9

41
1,

46
2

52
9,

45
5

58
7,

57
3

56
4,

69
8

69
3,

35
4

73
3,

49
5

38
7,

98
1

38
2,

57
4

36
2,

78
0

33
2,

69
8

36
0,

60
4

25
2,

48
9

25
2,

84
9

-3
01

,6
42

-3
82

,9
08

-3
06

,1
49

-3
25

,7
84

-3
35

,2
79

-3
23

,9
38

-3
31

,9
58

-3
66

,3
22

-4
26

,5
44

-3
18

,5
41

-3
13

,1
34

-2
93

,3
40

-2
63

,2
58

-2
91

,1
64

-2
13

,0
49

-2
13

,4
09

-2
53

,4
11

-3
35

,8
09

-2
72

,3
74

-3
04

,4
18

-2
73

,9
57

-2
57

,1
76

-2
52

,8
56

-3
09

,7
04

-3
71

,0
33

-2
70

,1
09

-2
54

,7
46

-2
27

,5
83

-1
92

,3
33

-2
20

,3
10

-1
29

,4
16

-1
14

,7
45

22
6,

30
3

22
9,

06
9

22
6,

44
2

36
8,

39
0

34
3,

71
8

36
5,

19
5

33
9,

64
9

32
4,

53
4

31
4,

49
5

30
3,

22
9

29
0,

10
7

28
0,

63
2

27
7,

10
2

27
6,

06
4

25
6,

61
1

23
3,

79
9

-2
7,

10
8

-1
06

,7
40

-4
5,

93
2

63
,9

72
69

,7
61

10
8,

01
9

86
,7

93
14

,8
30

-5
6,

53
8

33
,1

20
35

,3
61

53
,0

49
84

,7
69

55
,7

54
12

7,
19

5
11

9,
05

4

99
1,

92
1

88
5,

18
1

83
9,

24
9

75
3,

83
4

68
1,

20
4

65
1,

22
9

60
2,

06
5

49
1,

31
5

31
7,

34
0

24
6,

34
4

18
4,

41
3

14
5,

19
8

14
0,

47
7

10
8,

79
9

15
6,

71
9

20
5,

94
9

22
0.

79
22

0.
32

22
8.

15
23

7.
82

22
4.

75
23

2.
05

22
5.

59
22

3.
61

22
3.

95
22

6.
28

22
3.

07
22

0.
71

21
9.

00
21

9.
08

21
4.

80
20

9.
73

20
3.

06
21

2.
82

21
3.

50
21

5.
11

21
5.

22
21

5.
20

21
5.

20
21

5.
20

21
5.

20
21

5.
20

21
5.

20
21

5.
20

21
5.

20
21

5.
20

21
5.

20
21

5.
20

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

備
考

損 益 勘 定 資 本 勘 定 当
年

度
資

金
不

足
額

損
益

勘
定

留
保

資
金

資 本 的 支 出

収
支

差

当
年

度
未

処
分

利
益

剰
余

金

項
目

年
度

収 益 的 収 入 収 益 的 支 出 当
年

度
純

利
益

当
年

度
変

動
額

給
水

原
価

（
円

/
㎥

）

資 本 的 収 入

供
給

単
価

（
円

/
㎥

）

当
年

度
差

引
額

留
保

資
金

残
高



  第 2 節 資料編   

資 2－2 

 　
２

．
事

業
収

支
内

訳
表

単
位
：
千
円

Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｈ
31

Ｈ
32

Ｈ
33

Ｈ
34

Ｈ
35

Ｈ
36

Ｈ
37

Ｈ
38

備
考

Ⅰ
-Ａ

 水
道
事
業
収
益

１
．
営
業
収
益

１
）
給
水
収
益

年
間
有
収
水
量
（
千
㎥
）

3,
14
6

3,
15
5

3,
12
1

3,
02
2

3,
03
1

3,
04
1

3,
06
0

3,
07
6

3,
07
7

3,
06
1

3,
04

8
3,
03
2

3,
02
4

2,
99
9

2,
98
5

2,
96
9

供
給
単
価
（
円
/㎥

）
20

3.
06

21
2.
82

21
3.
50

21
5.
11

21
5.
22

21
5.
20

21
5.
20

21
5.
20

21
5.
20

21
5.
20

21
5.
20

21
5.
20

21
5.
20

21
5.
20

21
5.
20

21
5.
20

H2
6～

H2
7年

の
平
均
値

水
道
料
金

63
8,
83
3

67
1,
44
0

66
6,
32
4

65
0,
06
3

65
2,
33
2

65
4,
38
3

65
8,
54
6

66
2,
00
3

66
2,
16
2

65
8,
62
5

65
5,
87
6

65
2,
49
8

65
0,
74
2

64
5,
42
9

64
2,
36
6

63
8,
90
9

１
）
の
計

63
8,
83
3

67
1,
44
0

66
6,
32
4

65
0,
06
3

65
2,
33
2

65
4,
38
3

65
8,
54
6

66
2,
00
3

66
2,
16
2

65
8,
62
5

65
5,
87
6

65
2,
49
8

65
0,
74
2

64
5,
42
9

64
2,
36
6

63
8,
90
9

２
）
そ
の
他
営
業
収
益

受
託
工
事
収
益

10
,2
90

9,
72
0

21
,3
50

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
H2
7年

決
算
と
同
額

他
会
計
負
担
金

0
0

0
12

,7
34

2,
56
7

10
,3
40

10
,0
00

2,
57
0

2,
57
0

2,
57
0

2,
57
0

2,
57
0

2,
57
0

2,
57
0

2,
57
0

2,
57
0
H2
7年

決
算
と
同
額

手
数
料

37
5

31
6

23
8

16
0

48
7

31
5

31
5

31
5

31
5

31
5

31
5

31
5

31
5

31
5

31
5

31
5
H2
3～

H2
7年

の
平
均
値

雑
収
益

9,
18
4

7,
72
6

7,
91
7

9,
04
4

8,
52
8

9,
66
0

8,
48
0

8,
48
0

8,
48
0

8,
48
0

8,
48
0

8,
48
0

8,
48
0

8,
48
0

8,
48
0

8,
48
0
H2
3～

H2
7年

の
平
均
値

２
）
の
計

19
,8
49

17
,7
62

29
,5
05

21
,9
38

11
,5
82

20
,3
15

18
,7
95

11
,3
65

11
,3
65

11
,3
65

11
,3
65

11
,3
65

11
,3
65

11
,3
65

11
,3
65

11
,3
65

営
業
収
益
の
計

65
8,
68
2

68
9,
20
2

69
5,
82
9

67
2,
00
1

66
3,
91
4

67
4,
69
8

67
7,
34
1

67
3,
36
8

67
3,
52
7

66
9,
99
0

66
7,
24
1

66
3,
86
3

66
2,
10
7

65
6,
79
4

65
3,
73
1

65
0,
27
4

２
．
営
業
外
収
益

１
）
受
取
利
息

預
金
利
息

80
5

71
1

51
5

40
3

69
5

61
4

62
6

62
6

62
6

62
6

62
6

62
6

62
6

62
6

62
6

62
6
H2
3～

H2
7年

の
平
均

値

２
）
他
会
計
補
助
金

一
般
会
計
補
助
金

13
3,
80
8

63
,0
00

60
,9
00

61
,2
00

60
,5
49

99
,1
64

91
,0
00

70
,0
00

70
,0
00

70
,0
00

70
,0
00

70
,0
00

70
,0
00

70
,0
00

70
,0
00

70
,0
00

３
）
長
期
前
受
金
戻
入

国
庫
補
助
金
戻
入

10
8,
40
3

10
2,
61
0

98
,9
64

97
,3
83

89
,0
96

82
,6
93

72
,2
56

66
,9
77

63
,2
56

61
,4
51

60
,9
85

54
,7
86

48
,4
94

県
費
補
助
金
戻
入

22
,3
86

21
,1
96

20
,0
15

19
,6
13

18
,0
12

16
,6
93

14
,5
72

13
,4
21

12
,6
47

12
,2
55

12
,1
46

10
,9
96

9,
36
2

他
会
計
補
助
金
戻
入

12
,4
06

12
,1
97

12
,5
59

12
,5
65

12
,1
50

11
,7
29

10
,9
71

10
,7
15

10
,3
17

10
,0
69

9,
73
2

9,
16
7

7,
98
9

施
設
負
担
金
戻
入

5,
20
2

5,
39
8

97
8

99
0

99
0

99
0

99
0

99
0

99
0

99
0

0
0

0

受
贈
財
産
評
価
額
戻
入

99
0

99
0

5,
47
8

5,
40
7

5,
33
2

5,
33
2

5,
32
7

5,
18
8

5,
05
5

4,
72
5

4,
57
0

4,
32

6
3,
97
9

３
）
の
計

0
0

0
14

9,
38
7

14
2,
39
1

13
7,
99
4

13
5,
95
8

12
5,
58
0

11
7,
43
7

10
4,
11
6

97
,2
91

92
,2
65

89
,4
90

87
,4
33

79
,2
75

69
,8
24

４
）
雑
収
益

不
用
品
売
却
収
益

1,
00
3

98
6

38
8

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
H2
8年

予
算
と
同
額

そ
の
他
雑
収
益

1,
28
5

1,
86
4

3,
12
7

5,
86
2

1,
65
9

26
1

2,
75
9

2,
75
9

2,
75
9

2,
75
9

2,
75
9

2,
75
9

2,
75
9

2,
75
9

2,
75
9

2,
75
9
H2
3～

H2
7年

の
平
均
値

４
）
の
計

1,
28
5

1,
86
4

4,
13
0

6,
84
8

2,
04
7

26
2

2,
76
0

2,
76
0

2,
76
0

2,
76
0

2,
76
0

2,
76
0

2,
76
0

2,
76
0

2,
76
0

2,
76
0

項
目
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資 2－3 

 

Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｈ
31

Ｈ
32

Ｈ
33

Ｈ
34

Ｈ
35

Ｈ
36

Ｈ
37

Ｈ
38

備
考

５
）

国
庫
補

助
金

国
庫
補
助

金
19
,8
96

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
災
害
復

旧
費

営
業
外
収

益
の
計

15
5,
79

4
65
,5

75
65
,5
45

21
7,
83

8
20

5,
68
2

23
8,
03

4
23
0,
34
4

19
8,

96
6

19
0,
82

3
17

7,
50
2

17
0,

67
7

16
5,
65

1
16

2,
87
6

16
0,
81

9
15
2,
66
1

14
3,

21
0

３
．
特

別
利
益

１
）

過
年
度

損
益
修
正

益

過
年
度
損

益
修
正
益

0
0

0
0

4,
04
6

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
H2
3～

H2
6年

の
決

算
と
同
額

合
計

81
4,
47

6
75
4,
77
7

76
1,

37
4

88
9,
83

9
87

3,
64
2

91
2,
73

3
90
7,
68
5

87
2,

33
4

86
4,
35

0
84

7,
49
2

83
7,

91
8

82
9,
51

4
82

4,
98
3

81
7,
61

3
80
6,
39
2

79
3,

48
4

79
4,
58

0
75
4,
77
7

76
1,

37
4

74
0,
45

2
72

7,
20
5

備
　
　
　

　
考

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

項
目
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資 2－4 

 

Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｈ
31

Ｈ
32

Ｈ
33

Ｈ
34

Ｈ
35

Ｈ
36

Ｈ
37

Ｈ
38

備
考

Ⅰ
-Ｂ

 水
道

事
業
費
用

１
．

営
業
費

用

１
）

原
水
及

び
浄
水
費

備
消

耗
品
費

63
6

62
3

29
9

33
7

16
6

34
1

41
2

41
2

41
2

41
2

41
2

41
2

41
2

41
2

41
2

41
2
H2

3～
H2
7年

の
平
均

値

通
信

運
搬
費

3,
77
5

3,
69

7
3,
81

3
3,
85

0
3,
81

8
3,
82

7
3,

79
1

3,
79
1

3,
79
1

3,
79
1

3,
79
1

3,
79
1

3,
79
1

3,
79
1

3,
79
1

3,
79
1
H2

3～
H2
7年

の
平
均

値

旅
　

費
0

0
13

3
0

0
21

3
0

0
21
3

0
0

21
3

0
0

21
3

0
H2

8年
予
算

と
同
額
を

3年
毎

委
託

料
18
,8
39

18
,4
47

17
,8
97

16
,8
63

21
,3

32
21
,2

74
21
,4

39
21
,5

46
21

,6
54

21
,7
62

21
,8
71

21
,9
80

22
,0
90

22
,2
00

22
,3
11

22
,4
23

清
掃

、
水
質
委

託
　
年
0.

5％
の
上
昇
率

手
数

料
36

35
68

41
73

79
61

61
61

61
61

61
61

61
61

61
H2

5～
H2
7年

の
平
均

値

賃
借

料
64
6

63
3

65
8

72
3

72
3

72
3

72
3

72
3

72
3

72
3

72
3

72
3

72
3

72
3

72
3

72
3
H2

8年
予
算

と
同
額

修
繕

費
26
,8
81

27
,5
16

29
,7
93

25
,1
46

23
,6

02
26
,5

38
26
,5

88
26
,5

88
26

,5
88

26
,5
88

26
,5
88

26
,5
88

26
,5
88

26
,5
88

26
,5
88

26
,5
88

H2
3～

H2
7年

の
平
均

値

動
力

費
41
,0
98

47
,7
56

53
,9
03

54
,8
41

48
,3

07
50
,3

61
50
,4

54
50
,4

15
50

,1
36

49
,6
45

49
,1
55

48
,6
77

48
,2
80

47
,6
17

47
,1
66

46
,6
49

動
力
費
計
算

表

薬
品

費
4,
88
1

5,
84

4
7,
34

8
6,
98

8
6,
99

8
7,
06

4
7,

07
7

7,
07
2

7,
03
3

6,
96
4

6,
89
5

6,
82
8

6,
77
2

6,
67
9

6,
61
6

6,
54
3
薬

品
費
計
算

表

負
担

金
0

0
23

0
0

0
22

8
0

0
23
0

0
0

23
0

0
0

23
0

0
水

道
技
術
管

理
者
資

格
講
習

会
費

受
水

費
14
6,
66
3

14
4,
28
1

14
3,
41

8
14
6,
44

4
15
2,
50

1
15
5,
00

5
16
7,

24
7

17
4,

18
3

18
1,

56
9

18
7,

92
0

18
7,
12
0

18
6,
09
7

18
5,
58
2

18
4,
09
6

18
3,
07
4

18
2,
05
1
受

水
費
計
算

表

保
険

料
61

61
61

61
61

62
62

62
62

62
62

62
62

62
62

62
H2

8年
予
算

と
同
額

雑
　

費
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
H2

7年
決
算

と
同
額

１
）

の
計

24
3,
51
6

24
8,
89
3

25
7,
62

1
25
5,
29

4
25
7,
58

1
26
5,
71

5
27
7,

85
4

28
4,

85
3

29
2,

47
2

29
7,

92
8

29
6,
67
8

29
5,
66
2

29
4,
36
1

29
2,
22
9

29
1,
24
7

28
9,
30
3

２
）

配
水
及

び
給
水
費

備
消

耗
品
費

59
1

60
2

41
3

24
7

79
28

1
38
6

38
6

38
6

38
6

38
6

38
6

38
6

38
6

38
6

38
6
H2

3～
H2
7年

の
平
均

値

委
託

料
6,
95
9

7,
08

3
6,
92

2
11
,4
16

7,
47

3
6,
64

4
7,

10
9

7,
10
9

7,
10
9

7,
10
9

7,
10
9

7,
10
9

7,
10
9

7,
10
9

7,
10
9

7,
10
9
H2

3,
H2
4～

H2
6,
H2
7年

の
平

均
値

手
数

料
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
H2

7年
決
算

と
同
額

賃
借

料
73
7

75
0

1,
30

0
73

5
1,
52

2
42

6
42
6

42
6

42
6

42
6

42
6

42
6

42
6

42
6

42
6

42
6
H2

8年
予
算

と
同
額

修
繕

費
24
,9
46

25
,5
35

38
,3
33

44
,0
46

35
,6

39
37
,0

34
39
,3

39
39
,3

39
39

,3
39

39
,3
39

39
,3
39

39
,3
39

39
,3
39

39
,3
39

39
,3
39

39
,3
39

H2
5～

H2
7年

の
平
均

値

材
料

費
34
4

35
0

63
3

82
6

1,
41

8
1,
38

9
95
9

95
9

95
9

95
9

95
9

95
9

95
9

95
9

95
9

95
9
H2

5～
H2
7年

の
平
均

値

保
険

料
59
1

60
2

52
6

52
8

51
5

51
8

55
2

55
2

55
2

55
2

55
2

55
2

55
2

55
2

55
2

55
2
H2

3～
H2
7年

の
平
均

値

２
）

の
計

34
,1
68

34
,9
22

48
,1
27

57
,7
98

46
,6

46
46
,2

92
48
,7

71
48
,7

71
48

,7
71

48
,7
71

48
,7
71

48
,7
71

48
,7
71

48
,7
71

48
,7
71

48
,7
71

３
）

受
託
工

事
費

受
託

工
事
費

19
,9
08

14
,8
25

13
,8
31

0
0

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
H2

8年
予
算

と
同
額

４
）

業
務
費

報
　

酬
0

0
0

47
4

0
36

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
H2

7年
決
算

と
同
額

法
定

福
利

0
0

0
96

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
H2

7年
決
算

と
同
額

備
消

耗
品
費

37
38

32
5

31
1

20
0

28
2

27
9

27
9

27
9

27
9

27
9

27
9

27
9

27
9

27
9

27
9
H2

5～
H2
7年

の
平
均

値

印
刷

性
本
費

97
7

99
8

13
08

63
0

1,
09

3
1,
00

1
1,

00
1

1,
00
1

1,
00
1

1,
00
1

1,
00
1

1,
00
1

1,
00
1

1,
00
1

1,
00
1

1,
00
1
H2

3～
H2
7年

の
平
均

値

備
　

　
　
　

考
決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

項
目
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Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｈ
31

Ｈ
32

Ｈ
33

Ｈ
34

Ｈ
35

Ｈ
36

Ｈ
37

Ｈ
38

備
考

委
託

料
14

,3
75

14
,6

93
14

,6
57

24
,7

49
28

,3
16

28
,3

17
26
,5

33
26

,5
33

26
,5

33
26

,5
33

26
,5

33
26

,5
33

26
,5

33
26

,5
33

26
,5
33

26
,5

33
H2
6～

H2
7年

の
平

均
値

手
数

料
1,

50
8

1,
54

1
1,

61
7

1,
66

1
1,

73
2

1,
89

3
1,

61
2

1,
61

2
1,

61
2

1,
61

2
1,
61

2
1,

61
2

1,
61

2
1,

61
2

1,
61

2
1,

61
2
H2
3～

H2
7年

の
平

均
値

賃
借

料
8,

65
2

8,
84

3
9,

24
3

8,
44

7
8,

89
7

8,
81

6
8,

81
6

8,
81

6
8,

81
6

8,
81

6
8,
81

6
8,

81
6

8,
81

6
8,

81
6

8,
81

6
8,

81
6
H2
3～

H2
7年

の
平

均
値

保
険

料
73

75
69

79
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
H2
7年

決
算

と
同

額

４
）
の

計
25

,6
22

26
,1

88
27

,2
19

36
,4

47
40

,2
38

40
,3

45
38
,2

41
38

,2
41

38
,2

41
38

,2
41

38
,2

41
38

,2
41

38
,2

41
38

,2
41

38
,2
41

38
,2

41

５
）

総
係

費
64

,5
24

63
,8

16
68

,5
29

64
,5

57
54

,2
28

給
　

料
30

,7
22

30
,3

85
30

,8
26

31
,4

99
26

,4
49

26
,7

40
26
,8

74
27

,0
08

27
,1

43
27

,2
79

27
,4

15
27

,5
52

27
,6

90
27

,8
28

27
,9
67

28
,1

07
H2
8年

予
算

の
年

0.
5％

上
昇

率

手
　

当
16

,5
59

16
,3

77
16

,5
86

17
,6

44
15

,2
46

16
,4

27
16
,5

01
16

,5
83

16
,6

66
16

,7
49

16
,8

33
16

,9
17

17
,0

02
17

,0
86

17
,1
72

17
,2

58
H2

8年
給

料
の

平
均

割
合
率

 6
1.

4％

賃
　

金
0

0
1,

52
8

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
H2
7年

決
算

と
同

額

報
　

酬
0

0
1,

84
8

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
H2
7年

決
算

と
同

額

法
定

福
利

17
,2
43

17
,0

54
17

,7
41

15
,4

14
12

,5
33

13
,2

07
14
,2

43
14

,3
14

14
,3

86
14

,4
58

14
,5

30
14

,6
03

14
,6

76
14

,7
49

14
,8
23

14
,8

97
H2

3～
H2

7年
給
料

の
平

均
割

合
率

 5
3.

0％

旅
　

費
10
6

10
8

11
11

0
65

65
65

65
65

65
65

65
65

65
65

H2
8年

予
算

と
同

額

被
服

費
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
H2
3～

H2
7年

の
平

均
値

備
消

耗
品

費
23
8

24
3

26
6

32
9

31
5

33
3

27
8

27
8

27
8

27
8

27
8

27
8

27
8

27
8

27
8

27
8
H2
3～

H2
7年

の
平

均
値

燃
料

費
76
6

78
3

89
9

65
6

50
4

80
5

72
2

72
2

72
2

72
2

72
2

72
2

72
2

72
2

72
2

72
2
H2
3～

H2
7年

の
平

均
値

印
刷

製
本

費
14
5

14
8

66
11

7
66

15
8

10
8

10
8

10
8

10
8

10
8

10
8

10
8

10
8

10
8

10
8
H2
3～

H2
7年

の
平

均
値

通
信

運
搬

費
1,

42
4

1,
45

5
1,

44
9

1,
51

7
1,

56
4

1,
72

8
1,

48
1

1,
48

1
1,

48
1

1,
48

1
1,
48

1
1,

48
1

1,
48

1
1,

48
1

1,
48

1
1,

48
1
H2
3～

H2
7年

の
平

均
値

委
託

料
1,

56
5

1,
60

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
H2
7年

決
算

と
同

額

手
数

料
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
H2
3～

H2
7年

の
平

均
値

賃
借

料
20
4

20
8

19
6

27
0

27
8

31
9

23
1

23
1

23
1

23
1

23
1

23
1

23
1

23
1

23
1

23
1
H2
3～

H2
7年

の
平

均
値

修
繕

費
27
6

28
2

16
0

32
5

51
5

80
0

31
2

31
2

31
2

31
2

31
2

31
2

31
2

31
2

31
2

31
2
H2
3～

H2
7年

の
平

均
値

補
償

金
0

0
0

0
0

50
50

50
50

50
50

50
50

50
50

50
H2
8年

予
算

と
同

額

食
料

費
0

0
2

2
3

11
11

11
11

11
11

11
11

11
11

11
H2
8年

予
算

と
同

額

負
担

金
24
4

24
9

26
0

23
3

23
3

26
2

24
3

24
3

24
3

24
3

24
3

24
3

24
3

24
3

24
3

24
3
H2
3～

H2
7年

の
平

均
値

公
課

費
29

30
30

41
31

43
32

32
32

32
32

32
32

32
32

32
H2
3～

H2
7年

の
平

均
値

保
険

料
20
6

21
1

22
3

22
4

20
4

20
6

21
4

21
4

21
4

21
4

21
4

21
4

21
4

21
4

21
4

21
4
H2
3～

H2
7年

の
平

均
値

雑
　

費
0

0
0

6,
70

0
6,

90
0

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
H2
8年

予
算

と
同

額

５
）
の

計
69

,7
27

69
,1

33
72

,0
91

74
,9

82
64

,8
41

61
,1

55
61
,3

66
61

,6
53

61
,9

43
62

,2
34

62
,5

26
62

,8
20

63
,1

16
63

,4
11

63
,7
10

64
,0

10

６
）

減
価

償
却

費

減
価

償
却

費
（
既

存
）

22
5,

07
0

22
5,

72
8

22
2,

55
9

35
9,
60

8
34

0,
15
5

33
0,

09
4

32
8,

02
2

30
6,
12

3
28

6,
64

1
25

8,
18

9
24

1,
88

5
22

9,
43
8

22
3,

26
9

22
0,

07
0

19
8,
21

4
17

4,
74
2

減
価

償
却

費
（
新

規
）

7,
04

9
13

,8
33

23
,2

76
40

,9
45

43
,8

38
46

,5
40

48
,9

39
50

,9
04

53
,0
88

53
,6

88

６
）
の

計
22

5,
07
0

22
5,

72
8

22
2,

55
9

35
9,
60

8
34

0,
15
5

33
0,

09
4

33
5,

07
1

31
9,
95

6
30

9,
91

7
29

9,
13

4
28

5,
72

3
27

5,
97
8

27
2,

20
8

27
0,

97
4

25
1,
30

2
22

8,
43
0

24
3,
88

7
24

9,
67
5

27
6,

91
5

25
5,

85
5

26
2,
89

3
27

0,
79

1
27

6,
25

5
27

5,
78

4
27

5,
51
6

27
4,

85
2

27
3,

57
9

27
3,
26

7
27

1,
90
0

備
　

　
　

　
考

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

項
目
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Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｈ
31

Ｈ
32

Ｈ
33

Ｈ
34

Ｈ
35

Ｈ
36

Ｈ
37

Ｈ
38

備
考

７
）
資

産
減

耗
費

固
定

資
産
除

去
費

1,
23

3
3,
34

1
3,
88

3
8,
78

2
3,

56
3

35
,1

00
4,

57
8

4,
57
8

4,
57
8

4,
09
5

4,
38
4

4,
65

4
4,
89

4
5,
09

0
5,
30

9
5,
36

9
各
年

度
事
業

減
価

償
却
費

の
10

％
を

計
上

棚
卸

資
産
減

耗
費

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0
H2
7年

決
算

と
同

額

７
）

の
計

1,
23

3
3,
34

1
3,
88

3
8,
78

2
3,

56
3

35
,1

01
4,

57
8

4,
57
8

4,
57
8

4,
09
5

4,
38
4

4,
65

4
4,
89

4
5,
09

0
5,
30

9
5,
36

9

36
8,
39

0
34
3,

71
8

36
5,

19
5

33
9,

64
9

32
4,

53
4

31
4,

49
5

30
3,

22
9

29
0,

10
7

28
0,
63

2
27

7,
10

2
27

6,
06

4
25

6,
61

1
23

3,
79

9

８
）
そ

の
他

営
業

費
用

そ
の

他
営
業

費
用

0
0

0
0

0
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2
材
料

売
却

費
他

営
業

費
用
の

計
61

9,
24

4
62

3,
03

0
64

5,
33

1
79

2,
91

1
75
3,

02
4

77
8,

70
5

76
5,

88
4

75
8,

05
5

75
5,

92
5

75
0,

40
6

73
6,

32
6

72
6,
12

9
72

1,
59

4
71

8,
71

9
69

8,
58

3
67

4,
12

7

２
．

営
業

外
費

用

１
）
支

払
利

息

既
往

債
支
払

利
息

92
,3
81

86
,8

96
80
,5

89
75
,1

29
69
,7

15
64
,2

13
59
,0

61
53

,3
93

47
,7
46

42
,5
86

37
,0
01

31
,2
95

26
,0
25

21
,5
20

17
,6

10
14
,1

09

新
企

債
支
払

利
息

58
5

1,
21
5

2,
11
5

3,
01
5

3,
15
0

3,
27

9
3,
38

6
3,
46

7
3,
51

3
3,
53

1

１
）

の
計

92
,3
81

86
,8

96
80
,5

89
75
,1

29
69
,7

15
64
,2

13
59
,6

46
54

,6
08

49
,8
61

45
,6
01

40
,1
51

34
,5
75

29
,4
11

24
,9
87

21
,1

23
17
,6

40

２
）
雑

支
出

雑
支

出
2,
96

1
22

0
6

74
7

74
7

74
7

74
7

74
7

74
7

74
7

74
7

74
7

74
7

74
7

74
7
消
費

税
納

付
額

他
　

平
均

値

営
業

外
費
用

の
計

95
,3
42

86
,9

18
80
,5

89
75
,1

35
70
,4

62
64
,9

60
60
,3

93
55

,3
55

50
,6
08

46
,3
48

40
,8
98

35
,3
22

30
,1
58

25
,7
34

21
,8

70
18
,3

87

３
．

特
別

損
失

１
）
過

年
度

損
益

修
正

損

過
年

度
損
益

修
正

損
51

,6
59

2,
84

0
3,
71

0
2,
07

0
60
5

2,
30
6

2,
30
6

2,
30
6

2,
30
6

2,
30
6

2,
30
6

2,
30

6
2,
30

6
2,
30

6
2,
30

6
2,
30

6
H2
4～

H2
7年

の
平
均

値

２
）
そ

の
他

特
別

損
失

4,
28

8

特
別

損
失
の

計
51

,6
59

2,
84

0
3,
71

0
6,
35

8
60
5

2,
30
6

2,
30
6

2,
30
6

2,
30
6

2,
30
6

2,
30
6

2,
30

6
2,
30

6
2,
30

6
2,
30

6
2,
30

6

合
計

76
6,
24

5
71

2,
78

8
72

9,
63

0
87

4,
40

4
82
4,

09
1

84
5,

97
1

82
8,

58
3

81
5,

71
6

80
8,

83
9

79
9,

06
0

77
9,

53
0

76
3,
75

7
75

4,
05

8
74

6,
75

9
72

2,
75

9
69

4,
82

0

84
5,

97
1

69
4,
67

8
69

5,
12

3
71

2,
08

9
71

8,
65

9
68
1,

09
5

70
5,

67
0

69
0,

31
8

68
7,

82
9

68
9,

09
5

69
2,

63
7

67
9,

93
2

66
9,
18

5
66

2,
26

1
65

7,
01

9
64

1,
17

7
62

2,
68

9

備
　

　
　
　

考
決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

項
目
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Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｈ
31

Ｈ
32

Ｈ
33

Ｈ
34

Ｈ
35

Ｈ
36

Ｈ
37

Ｈ
38

備
考

Ⅱ
-Ａ

 資
本

的
収
入

１
．

企
業
債

企
業

債
（
既

往
債

）
0

0
0

0
12

0,
00

0

企
業

債
（
新

規
）

13
0,
00

0
14

0,
00

0
20

0,
00

0
20

0,
00
0

30
,0

00
30

,0
00

30
,0

00
30

,0
00

30
,0

00
0

0

企
業

債
計

0
0

0
0

12
0,
00

0
13

0,
00

0
14

0,
00

0
20

0,
00

0
20

0,
00
0

30
,0

00
30

,0
00

30
,0

00
30

,0
00

30
,0

00
0

0

２
．

国
庫
補

助
金

国
庫

補
助
金

0
0

0
0

32
,6

81
33
,4

83
53

,3
00

87
,5
92

67
,5
11

２
．

出
資
金

出
資

金
1,

70
0

2,
45

8
5,

58
2

0
0

0

３
．

負
担
金

配
水

管
負
担

金
11

,5
50

18
,0

18
6,

77
0

13
,6

40
28
,1

93
93
,2

22
29

,4
40

29
,4
40

29
,4
40

29
,4
40

29
,4

40
29

,4
40

29
,4

40
29

,4
40

29
,4

40
29
,4

40
H2

3～
H2
7年

の
平
均

値

消
火

栓
負
担

金
5,

16
8

72
,0

38
13
,3

02
6,
93

0
10

,0
00

10
,0
00

10
,0
00

10
,0

00
10

,0
00

10
,0

00
10

,0
00

10
,0

00
10
,0

00
10
,0

00

負
担

金
計

11
,5

50
18

,0
18

11
,9

38
85
,6

78
41
,4

95
10

0,
15

2
39

,4
40

39
,4
40

39
,4
40

39
,4
40

39
,4

40
39

,4
40

39
,4

40
39

,4
40

39
,4

40
39
,4

40

合
計

13
,2

50
20

,4
76

17
,5

20
85
,6

78
19

4,
17

6
26

3,
63

5
23

2,
74

0
32

7,
03

2
30

6,
95
1

69
,4

40
69

,4
40

69
,4

40
69

,4
40

69
,4

40
39
,4

40
39
,4

40

2,
57

0
2,

57
0

2,
57
0

2,
57
0

2,
57

0
2,

57
0

2,
57

0
2,

57
0

2,
57

0
2,
57

0

12
,5
70

12
,5
70

12
,5
70

12
,5

70
12

,5
70

12
,5

70
12

,5
70

12
,5

70
12
,5

70
12
,5

70

備
　

　
　
　

考
決

算
決

算
決

算
決

算
決

算

項
目
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Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｈ
31

Ｈ
32

Ｈ
33

Ｈ
34

Ｈ
35

Ｈ
36

Ｈ
37

Ｈ
38

備
考

Ⅱ
-Ｂ

 資
本

的
支
出

１
．
建
設
改

良
費

１
）

工
事
請
負

費

施
設

整
備
費

0
69
,6
30

0
24
,5

83
23
,3
30

57
,2
40

0
20
5,
66

4
24
9,
00
5

0
0

0
0

0
0

0

管
路

事
業
費

20
,1
19

35
,9
75

42
,6
69

43
,7

61
20
9,
84
5

15
4,
86
1

26
0,

55
2

17
4,
86

5
17
7,
02
4

93
,0
42

85
,2

67
84
,8
67

67
,2
73

10
0,

97
9

0
0

１
）
の

計
20
,1
19

10
5,
60
5

42
,6
69

68
,3

44
23
3,
17
5

21
2,
10
1

26
0,

55
2

38
0,
52

9
42
6,
02

9
93

,0
42

85
,2

67
84
,8
67

67
,2
73

10
0,

97
9

0
0

２
）

調
査
費

実
施

設
計
委
託
料

0
0

0
0

0
17
,2
80

19
,5
48

29
,8
84

28
,1
34

6,
04
8

5,
50
8

5,
83
2

4,
64
4

6,
58
8

0
0

３
）
受
託

工
事
費

受
託

工
事
費

11
,5
50

18
,0
18

11
,9
38

85
,6

78
41
,4
95

97
,2
25

33
,4
40

33
,4
40

33
,4
40

33
,4
40

33
,4

40
33
,4
40

33
,4
40

33
,4
40

33
,4
40

33
,4
40

４
）

固
定
資
産

購
入
費

工
具

器
具
、
備
品

購
入

0
0

0
0

0
2,
44
4

2,
40
0

2,
40

0
2,
40
0

2,
40
0

2,
40
0

2,
40
0

2,
40
0

2,
40
0

2,
40

0
2,
40
0
H2
8年

の
予
算
と

同
額

車
両

、
運
搬
具
購

入
0

0
0

0
0

0
0

0
1,
50
0

1,
50
0

1,
50
0

0
0

0
1,
50

0
0

用
地

買
収
費

固
定
資

産
購
入
費

計
0

0
0

0
0

2,
44
4

2,
40
0

2,
40

0
3,
90
0

3,
90
0

3,
90
0

2,
40
0

2,
40
0

2,
40
0

3,
90

0
2,
40
0

建
設
改

良
費
計

31
,6
69

12
3,
62
3

54
,6
07

15
4,
02

2
27
4,
67
0

32
9,
05
0

31
5,

94
0

44
6,
25

3
49
1,
50
3

13
6,
43
0

12
8,
11

5
12
6,
53
9

10
7,
75
7

14
3,

40
7

37
,3
40

35
,8
40

２
．
企
業
債

償
還
金

1）
企
業
債
償
還

金

企
業

債
償
還
金
(既

往
)

28
3,
22

3
27
9,
76
1

26
9,
06
2

25
7,
44

0
25
4,
78
5

25
8,
52
3

24
8,

75
8

24
7,
10

1
24
1,
99
2

25
1,
55
1

25
4,
45

9
23
1,
31
6

21
4,
69
1

19
9,

32
5

18
9,
62

1
19
0,
22
9

企
業

債
償
還
金
(新

規
)

4,
92
4

10
,2
50

17
,8
72

25
,5
28

26
,7
80

１
）
の

計
28
3,
22

3
27
9,
76
1

26
9,
06
2

25
7,
44

0
25
4,
78
5

25
8,
52
3

24
8,

75
8

24
7,
10

1
24
1,

99
2

25
1,
55
1

25
4,
45

9
23
6,
24
1

22
4,
94
0

21
7,

19
7

21
5,
14

9
21
7,
00
9

合
計

31
4,
89

2
40
3,
38
4

32
3,
66
9

41
1,
46

2
52
9,
45
5

58
7,
57
3

56
4,

69
8

69
3,
35

4
73
3,
49
5

38
7,
98
1

38
2,
57

4
36
2,
78
0

33
2,
69
8

36
0,

60
4

25
2,
48

9
25
2,
84
9

備
　

　
　
　
考

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

項
目
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１）

有
収

水
量

計
算

表

Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｈ
31

Ｈ
32

Ｈ
33

Ｈ
34

Ｈ
35

Ｈ
36

Ｈ
37

Ｈ
38

8,
59

6
8,

64
4

8,
55

1
8,

27
9

8,
28

0
8,

33
1

8,
38

4
8,

42
8

8,
40

7
8,

38
5

8,
35

0
8,

30
7

8,
26

2
8,

21
7

8,
17

8
8,

13
4

3,
14

6,
26

4
3,

15
5,

00
9

3,
12

1,
18

8
3,

02
1,

89
1

3,
03

0,
50

5
3,

04
0,

81
5

3,
06

0,
16

0
3,

07
6,

22
0

3,
07

6,
96

2
3,

06
0,

52
5

3,
04

7,
75

0
3,

03
2,

05
5

3,
02

3,
89

2
2,

99
9,

20
5

2,
98

4,
97

0
2,

96
8,

91
0

実
績

実
績

実
績

実
績

実
績

　
２）

配
水

量
及

び
受

水
量

計
算

表

Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｈ
31

Ｈ
32

Ｈ
33

Ｈ
34

Ｈ
35

Ｈ
36

Ｈ
37

Ｈ
38

10
,1

91
10

,1
75

10
,0

22
9,

90
7

9,
75

4
9,

75
5

9,
77

2
9,

76
6

9,
68

5
9,

61
6

9,
52

1
9,

42
9

9,
32

5
9,

22
2

9,
13

7
9,

03
6

3,
73

0,
65

0
3,

71
4,

20
4

3,
65

8,
52

8
3,

61
6,

28
1

3,
56

9,
97

2
3,

56
0,

57
5

3,
56

6,
78

0
3,

56
4,

59
0

3,
54

4,
71

0
3,

50
9,

84
0

3,
47

5,
16

5
3,

44
1,

58
5

3,
41

2,
95

0
3,

36
6,

03
0

3,
33

5,
00

5
3,

29
8,

14
0

10
3.

3
99

.6
98

.6
98

.9
98

.8
99

.8
10

0.
2

10
0.

0
99

.5
99

.1
99

.1
99

.1
99

.2
98

.7
99

.1
98

.9

3,
32

0
3,

16
7

3,
12

6
3,

28
9

3,
59

8
3,

60
2

3,
76

2
3,

91
8

4,
07

3
4,

22
7

4,
20

9
4,

18
6

4,
16

3
4,

14
1

4,
11

8
4,

09
5

1,
21

5,
12

0
1,

15
5,

95
5

1,
14

0,
99

0
1,

20
0,

56
2

1,
31

6,
85

9
1,

31
4,

73
0

1,
37

3,
13

0
1,

43
0,

07
0

1,
49

0,
71

8
1,

54
2,

85
5

1,
53

6,
28

5
1,

52
7,

89
0

1,
52

3,
65

8
1,

51
1,

46
5

1,
50

3,
07

0
1,

49
4,

67
5

実
績

実
績

実
績

実
績

実
績

項
目

一
日

有
収

水
量

（㎥
/日

）

年
間

有
収

水
量

（㎥
/年

）

備
　

　
　

考

年
間

配
水

量
（㎥

/年
）

項
目

一
日

平
均

配
水

量
（㎥

/日
）

年
間

受
水

量
（㎥

/年
）

備
　

　
　

考

一
日

平
均

受
水

量
（㎥

/日
）

配
水

量
増

加
率

（％
）
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３

）給
水

収
益

算
出

表

項
目

単
位

Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｈ
31

Ｈ
32

Ｈ
33

Ｈ
34

Ｈ
35

Ｈ
36

Ｈ
37

Ｈ
38

(㎥
／

日
)

8,
59

6
8,

64
4

8,
55

1
8,

27
9

8,
28

0
8,

33
1

8,
38

4
8,

42
8

8,
40

7
8,

38
5

8,
35

0
8,

30
7

8,
26

2
8,

21
7

8,
17

8
8,

13
4

(㎥
／

年
)

3,
14

6,
26

4
3,

15
5,

00
9

3,
12

1,
18

8
3,

02
1,

89
1

3,
03

0,
50

5
3,

04
0,

81
5

3,
06

0,
16

0
3,

07
6,

22
0

3,
07

6,
96

2
3,

06
0,

52
5

3,
04

7,
75

0
3,

03
2,

05
5

3,
02

3,
89

2
2,

99
9,

20
5

2,
98

4,
97

0
2,

96
8,

91
0

(円
／

㎥
)

20
3.

04
21

2.
82

21
3.

48
21

5.
12

21
5.

26
21

5.
20

21
5.

20
21

5.
20

21
5.

20
21

5.
20

21
5.

20
21

5.
20

21
5.

20
21

5.
20

21
5.

20
21

5.
20

(円
)

63
8,

83
3,

00
0

67
1,

44
0,

01
2

66
6,

32
4,

30
8

65
0,

06
3,

12
6

65
2,

33
2,

38
7

65
4,

38
3,

38
8

65
8,

54
6,

43
2

66
2,

00
2,

54
4

66
2,

16
2,

22
2

65
8,

62
4,

98
0

65
5,

87
5,

80
0

65
2,

49
8,

23
6

65
0,

74
1,

55
8

64
5,

42
8,

91
6

64
2,

36
5,

54
4

63
8,

90
9,

43
2

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

　
料

金
改

定
後

の
H

26
～

H
27

平
均

供
給

単
価

　
21

5.
2円

備
　

　
考

一
日

有
収

水
量

年
間

有
収

水
量

供
給

単
価

給
水

収
益

　
４

）原
水

･浄
水

費
用

動
力

費
及

び
薬

品
費

　
　

４
）－

１
．

動
力

費
計

算
表

Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｈ
31

Ｈ
32

Ｈ
33

Ｈ
34

Ｈ
35

Ｈ
36

Ｈ
37

Ｈ
38

１
日

当
た

り
浄

水
量

（㎥
/日

）
11

,0
82

10
,8

93
10

,7
02

10
,6

86
10

,0
37

10
,4

06
10

,4
24

10
,4

17
10

,3
31

10
,2

57
10

,1
56

10
,0

58
9,

94
7

9,
83

7
9,

74
6

9,
63

9

年
間

浄
水

量
（千

㎥
/年

）
4,

05
6

3,
97

6
3,

90
6

3,
90

1
3,

67
4

3,
79

8
3,

80
5

3,
80

2
3,

78
1

3,
74

4
3,

70
7

3,
67

1
3,

64
1

3,
59

1
3,

55
7

3,
51

8

１
㎥

当
た

り
単

価
（円

/㎥
）

10
.1

3
12

.0
1

13
.8

0
14

.0
6

13
.1

5
13

.2
6

13
.2

6
13

.2
6

13
.2

6
13

.2
6

13
.2

6
13

.2
6

13
.2

6
13

.2
6

13
.2

6
13

.2
6

年
間

電
気

料
金

（千
円

）
41

,0
98

47
,7

56
53

,9
03

54
,8

41
48

,3
07

50
,3

61
50

,4
54

50
,4

15
50

,1
36

49
,6

45
49

,1
55

48
,6

77
48

,2
80

47
,6

17
47

,1
66

46
,6

49

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

H
24

～
H

27
平

均
１
㎥

当
た

り
単

価
　

13
.2

6 
円

項
目

動 力 費

備
　

　
　

　
　

考
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４
）－

２
．

薬
品

費
計

算
表

Ｈ
23

Ｈ
24

Ｈ
25

Ｈ
26

Ｈ
27

Ｈ
28

Ｈ
29

Ｈ
30

Ｈ
31

Ｈ
32

Ｈ
33

Ｈ
34

Ｈ
35

Ｈ
36

Ｈ
37

Ｈ
38

１
日

当
た

り
浄

水
量

（㎥
/日

）
11

,0
82

10
,8

93
10

,7
02

10
,6

86
10

,0
37

10
,4

06
10

,4
24

10
,4

17
10

,3
31

10
,2

57
10

,1
56

10
,0

58
9,

94
7

9,
83

7
9,

74
6

9,
63

9

年
間

浄
水

量
（千

㎥
/年

）
4,

05
6

3,
97

6
3,

90
6

3,
90

1
3,

67
4

3,
79

8
3,

80
5

3,
80

2
3,

78
1

3,
74

4
3,

70
7

3,
67

1
3,

64
1

3,
59

1
3,

55
7

3,
51

8

１
㎥

当
た

り
単

価
1.

20
1.

47
1.

88
1.

79
1.

90
1.

86
1.

86
1.

86
1.

86
1.

86
1.

86
1.

86
1.

86
1.

86
1.

86
1.

86

年
間

薬
品

料
金

（千
円

）
4,

88
1

5,
84

4
7,

34
8

6,
98

8
6,

99
8

7,
06

4
7,

07
7

7,
07

2
7,

03
3

6,
96

4
6,

89
5

6,
82

8
6,

77
2

6,
67

9
6,

61
6

6,
54

3

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

H
25

～
H

27
平

均
１

㎥
当

た
り
単

価
　

1.
86

 円

項
目

薬 品 費

備
　

　
　

　
　

考

　
５

）受
水

費
計

算
表

Ｈ
2
3

Ｈ
2
4

Ｈ
2
5

Ｈ
2
6

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

Ｈ
3
2

Ｈ
3
3

Ｈ
3
4

Ｈ
3
5

Ｈ
3
6

Ｈ
3
7

Ｈ
3
8

10
,1

91
10

,1
75

10
,0

22
9,

90
7

9,
75

4
9,

75
5

9,
77

2
9,

76
6

9,
68

5
9,

61
6

9,
52

1
9,

42
9

9,
32

5
9,

22
2

9,
13

7
9,

03
6

3,
73

0,
65

0
3,

71
4,

20
4

3,
65

8,
52

8
3,

61
6,

28
1

3,
56

9,
97

2
3,

56
0,

57
5

3,
56

6,
78

0
3,

56
4,

59
0

3,
54

4,
71

0
3,

50
9,

84
0

3,
47

5,
16

5
3,

44
1,

58
5

3,
41

2,
95

0
3,

36
6,

03
0

3,
33

5,
00

5
3,

29
8,

14
0

－
-1

6,
44

6
-5

5,
67

6
-4

2,
24

7
-4

6,
30

9
-9

,3
97

6,
20

5
-2

,1
90

-1
9,

88
0

-3
4,

87
0

-3
4,

67
5

-3
3,

58
0

-2
8,

63
5

-4
6,

92
0

-3
1,

02
5

-3
6,

86
5

－
99

.5
6

98
.5

1
98

.8
5

98
.7

2
99

.7
4

10
0.

18
99

.9
4

99
.4

5
99

.0
2

99
.0

2
99

.0
4

99
.1

7
98

.6
3

99
.0

8
98

.9
0

1,
21

5,
12

0
1,

15
5,

95
5

1,
14

0,
99

0
1,

20
0,

56
2

1,
31

6,
85

9
1,

31
4,

73
0

1,
37

3,
13

0
1,

43
0,

07
0

1,
49

0,
71

8
1,

54
2,

85
5

1,
53

6,
28

5
1,

52
7,

89
0

1,
52

3,
65

8
1,

51
1,

46
5

1,
50

3,
07

0
1,

49
4,

67
5

12
0.

7
12

4.
82

12
5.

7
12

1.
98

11
5.

81
11

7.
90

12
1.

80
12

1.
80

12
1.

80
12

1.
80

12
1.

80
12

1.
80

12
1.

80
12

1.
80

12
1.

80
12

1.
80

14
6,

66
3

14
4,

28
1

14
3,

41
8

14
6,

44
4

15
2,

50
1

15
5,

00
5

16
7,

24
7

17
4,

18
3

18
1,

56
9

18
7,

92
0

18
7,

12
0

18
6,

09
7

18
5,

58
2

18
4,

09
6

18
3,

07
4

18
2,

05
1

実
績

実
績

実
績

実
績

実
績

H
2
3
～

H
2
7
平

均
１

㎥
当

た
り

単
価

　

備
　

　
　

　
　

考

1
2
1
.8

0
 円

項
目

　
１

日
平

均
給

水
量

（
㎥

／
日

）

　
年

間
配

水
量

（
㎥

／
年

）

　
年

間
増

加
配

水
量

（
㎥

／
年

）

　
配

水
量

増
加

率
（
％

）

　
年

間
概

算
受

水
費

（
千

円
）

　
年

間
受

水
量

（
㎥

／
年

）

　
１

㎥
当

り
平

均
単

価
（
円

）
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６）水道施設耐震化整備工事年度別事業費算出表 単位：千円（税込）

全体金額 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

次木配水場～北浦公民館

φ250～φ150　配水管 268,450 36,504 60,264 70,178 57,602 43,902

泉配水場～玉造保健センター

φ150 配水管 15,422 15,422

新原浄水場～麻生中学校

φ150 配水管 40,176 40,176

計 324,048 36,504 60,264 85,600 57,602 84,078

行方浄水場送水管

φ150 配水管 194,964 27,788 35,424 86,967 44,784

吉川～籠田連絡管

φ100 配水管 27,540 27,540

計 222,504 55,328 35,424 86,967 44,784

新原浄水場

配水池築造（ＳＵＳ） 173,178 173,178

新原浄水場

配水池廻り配管布設 10,249 10,249

新原浄水場

電気計装設備 6,491 6,491

新原浄水場

場内整備工事 15,746 15,746

計 205,664 205,664

新原浄水場

緊急遮断弁設置 17,831 17,831

新原浄水場

緊急遮断弁室築造 2,786 2,786

新原浄水場

場内配管工事 3,888 3,888

新原浄水場

電気設備工事 4,342 4,342

計 28,847 28,847

新原浄水場

配水ポンプ設備 28,577 28,577

新原浄水場

ポンプ廻り配管 6,415 6,415

新原浄水場

電気計装設備 185,166 185,166

計 220,158 220,158

57,240 57,240

567,562 104,393 49,302 53,795 50,749 62,284 69,325 64,325 63,601 49,788

46,775 46,775

41,472 41,472

65,566 7,258 2,927 8,734 6,664 7,496 8,327 7,496 7,496 5,832 3,336

144,828 10,541 6,944 25,456 15,066 23,166 15,390 13,446 13,770 11,653 9,396

1,924,663 214,024 212,101 260,552 380,529 426,029 93,042 85,267 84,867 67,273 100,979

137,614 14,148 17,280 19,548 29,884 28,134 6,048 5,508 5,832 4,644 6,588

事業費合計 2,062,277 228,172 229,381 280,100 410,413 454,163 99,090 90,775 90,699 71,917 107,567

上山工業団地

φ200～φ150 配水管

上山工業団地

φ200 導水管

地下式単口消火栓設置

給水取出し布設替え

調　査　費

工事費合計

工事名称

重

要
給

水

施

設

配
水

管

緊

急

時

用
連

絡

管

配
水
池
築
造

緊
急
遮
断
弁
設
置

φ150～φ50 配水管

老朽管布設替え

配
水
ポ
ン
プ
更
新

水道施設集中監視設備
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７）水道施設耐震化整備工事年度別取得額算出表 単位：千円（税抜）

全体金額 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

次木配水場～北浦公民館

φ250～φ150　配水管 288,461 38,917 65,174 75,443 62,126 46,801

泉配水場～玉造保健センター

φ150 配水管 16,579 16,579

新原浄水場～麻生中学校

φ150 配水管 42,829 42,829

計 347,869 38,917 65,174 92,022 62,126 89,630

行方浄水場送水管

φ150 配水管 209,728 29,624 38,310 93,492 48,301

吉川～籠田連絡管

φ100 配水管 29,361 29,361

計 239,089 58,985 38,310 93,492 48,301

新原浄水場

配水池築造（ＳＵＳ） 186,778 186,778

新原浄水場

配水池廻り配管布設 11,054 11,054

新原浄水場

電気計装設備 7,001 7,001

新原浄水場

場内整備工事 16,983 16,983

計 221,816 221,816

新原浄水場

緊急遮断弁設置 19,009 19,009

新原浄水場

緊急遮断弁室築造 2,970 2,970

新原浄水場

場内配管工事 4,145 4,145

新原浄水場

電気設備工事 4,629 4,629

計 30,753 30,753

新原浄水場

配水ポンプ設備 30,465 30,465

新原浄水場

ポンプ廻り配管 6,839 6,839

新原浄水場

電気計装設備 197,393 197,393

計 234,697 234,697

61,903 61,903

607,084 111,294 53,319 57,831 54,734 66,396.6 73,831 68,481 67,972 53,225

49,827 49,827

44,178 44,178

70,117 7,738 3,165 9,389 7,187 7,991 8,868 7,980 8,011 6,235 3,553

154,945 11,238 7,510 27,366 16,249 24,695 16,391 14,314 14,716 12,457 10,009

2,062,278 228,172 229,381 280,100 410,413 454,163 99,090 90,775 90,699 71,917 107,567

－ － － － － － － － － － －

　事業費合計 2,062,278 228,172 229,381 280,100 410,413 454,163 99,090 90,775 90,699 71,917 107,567

事業費合計

調　査　費

上山工業団地

φ200 導水管

地下式単口消火栓設置

給水取出し布設替え

配
水
池
築
造

緊
急
遮
断
弁
設
置

配
水
ポ
ン
プ
更
新

φ150～φ50 配水管

上山工業団地

φ200～φ150 配水管

水道施設集中監視設備

老朽管布設替え

工事名称

重

要

給

水

施

設
配

水

管

緊

急

時

用

連

絡
管
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　８）水道施設更新・管路整備事業財源内訳
単位：千円

項　　　目 形状寸法 総　額 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 備　考

国 庫 補 助 金 管路整備費 161,206 33,483 53,300 36,684 37,739 補助率1/3

国 庫 補 助 金 施設整備費 80,680 50,908 29,772 補助率1/4

企 業 債 820,000 130,000 140,000 200,000 200,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

他 会 計 負 担 金 消火栓工事 58,308 2,927 8,734 6,664 7,496 8,327 7,496 7,496 5,832 3,336

自 己 資 金 713,911 62,971 78,066 116,157 179,156 60,763 53,279 53,203 36,085 74,231

計 1,834,105 229,381 280,100 410,413 454,163 99,090 90,775 90,699 71,917 107,567

 ９） 減価償却費（新規）計算表 単位：千円

耐用
年数

償却率 項目 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38

事業費 172,943

償却費 3,805 3,805 3,805 3,805 3,805 3,805 3,805 3,805

事業費 10,235 10,171

償却費 256 510 510 510 510 510 510 510

事業費 15,725 2,750

償却費 393 462 462 462 462 462 462 462

事業費 155,072 259,352 174,627 174,734 91,750 84,051 83,981 66,590 99,599

償却費 3,877 10,361 14,726 19,095 21,388 23,490 25,589 27,254 29,744 29,744

事業費 57,318 6,482

償却費 2,866 2,866 3,190 3,190 3,190 3,190 3,190 3,190 3,190 3,190

事業費 28,208

償却費 1,862 1,862 1,862 1,862 1,862 1,862 1,862

事業費 182,771

償却費 9,139 9,139 9,139 9,139 9,139 9,139 9,139

事業費 17,601

償却費 1,162 1,162 1,162 1,162 1,162 1,162 1,162

事業費 4,286

償却費 214 214 214 214 214 214 214

事業費 212,390 259,352 380,012 420,521 91,750 84,051 83,981 66,590 99,599

償却費 6,743 13,227 22,370 39,439 41,732 43,834 45,933 47,598 50,088 50,088

事業費計

減価償却費計

配水ポンプ設備

15 0.066

0.050

15 0.066

遮断弁
電気設備

20 0.050

配水ポンプ
電気設備

20 0.050

緊急遮断弁設備

0.025

弁室・場内整備 40 0.025

配水池築造
（SUS)

45 0.022

0.025

配水場施設
電気設備

20

有 形 固 定 資 産

機
械
及
び
装
置

配水管・給水 40

構
築
物

場内連絡管 40

 １０） 工具・車両運搬具減価償却費（新規）計算表 単位：千円

固定資産
耐用
年数

償却率 項目 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38

事業費 2,444 2,400 2,400 2,400 2,400 2,400 2,400 2,400 2,400 2,400 2,400

償却費 306 606 906 1,206 1,506 1,806 2,106 2,406 2,400 2,700

事業費 1,500 1,500 1,500 1,500

償却費 300 600 900 900 900 600 900

事業費 2,444 2,400 2,400 3,900 3,900 3,900 2,400 2,400 2,400 3,900 2,400

償却費 306 606 906 1,506 2,106 2,706 3,006 3,306 3,000 3,600

車両及び運搬具 5 0.200

事業費計

減価償却費計

工具及び備品 8 0.125

  １１）減価償却費（既設）計算表 単位：千円

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38

225,728 222,559 359,608 340,155 330,094 328,022 306,123 286,641 258,189 241,885 229,438 223,269 220,070 198,214 174,742

225,728 222,559 359,608 340,155 330,094 328,022 306,123 286,641 258,189 241,885 229,438 223,269 220,070 198,214 174,742

決算 決算 決算 決算 予算

有形固定資産

無形固定資産

計

備　　　　考
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　１２）既往債償還総括表

平成27年度現在発行総額　5,607,000,000円 単位：千円　

償還年度 元　　金 利　　息

平成 27 年度 254,785 70,146 324,931

平成 28 年度 258,523 64,660 323,183

平成 29 年度 248,758 59,061 307,819

平成 30 年度 247,101 53,393 300,494

平成 31 年度 241,992 47,746 289,738

平成 32 年度 251,551 42,586 294,137

平成 33 年度 254,459 37,001 291,460

平成 34 年度 231,316 31,295 262,611

平成 35 年度 214,691 26,025 240,715

平成 36 年度 199,325 21,520 220,845

平成 37 年度 189,621 17,610 207,231

平成 38 年度 190,229 14,109 204,338

平成 39 年度 179,363 10,669 190,032

平成 40 年度 158,514 7,538 166,052

平成 41 年度 119,526 4,924 124,450

平成 42 年度 81,973 3,084 85,057

平成 43 年度 50,885 1,925 52,810

平成 44 年度 36,493 1,166 37,659

平成 45 年度 17,418 700 18,118

平成 46 年度 11,322 448 11,770

平成 47 年度 7,800 306 8,106

平成 48 年度 5,707 231 5,938

平成 49 年度 4,918 194 5,112

平成 50 年度 4,943 169 5,112

平成 51 年度 4,968 145 5,112

平成 52 年度 4,992 120 5,112

平成 53 年度 5,017 95 5,112

平成 54 年度 5,043 70 5,112

平成 55 年度 5,068 44 5,112

平成 56 年度 5,093 19 5,112

既往債
元利計 備　考
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３．内部留保資金残高と純利益算出 

内部留保資金は、実際に現金の支出がない費用（減価償却費等）の計上によって生

じた資金（＝損益勘定留保資金）や、過去の利益を積み立てた資金など、水道事業会

計の内部に留保している資金。建設改良投資や借入金の返済のために使用される。 

 

・当該年度留保資金  ＝減価償却費＋資産減耗費 

・当該年度留保資金残高＝補填財源（減価償却費＋資産減耗費）－資本勘定不足額 

・内部留保資金累計額 ＝前年度内部留保資金累計額＋当該年度留保資金残高 －長期前受金戻入金 

                              

 

　１４）企業債償還金残高表 （単位：千円）

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

Ｈ29 2,729,456 130,000 130,000

Ｈ30 2,482,355 130,000 140,000 270,000

Ｈ31 2,240,363 130,000 140,000 200,000 470,000

Ｈ32 1,988,812 130,000 140,000 200,000 200,000 670,000

Ｈ33 1,734,353 130,000 140,000 200,000 200,000 30,000 700,000

Ｈ34 1,503,037 125,076 140,000 200,000 200,000 30,000 30,000 725,076

Ｈ35 1,288,346 120,129 134,697 200,000 200,000 30,000 30,000 30,000 744,826

Ｈ36 1,089,021 115,160 129,370 192,424 200,000 30,000 30,000 30,000 30,000 756,954

Ｈ37 899,400 110,169 124,019 184,814 192,424 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 761,426

Ｈ38 709,171 105,155 118,644 177,170 184,814 28,864 30,000 30,000 30,000 30,000 734,646

Ｈ39 529,808 100,119 113,244 169,491 177,170 27,722 28,864 30,000 30,000 30,000 706,610

Ｈ40 371,294 95,060 107,821 161,777 169,491 26,575 27,722 28,864 30,000 30,000 677,310

Ｈ41 251,768 89,978 102,372 154,029 161,777 25,424 26,575 27,722 28,864 30,000 646,742

Ｈ42 169,795 84,874 96,900 146,246 154,029 24,267 25,424 26,575 27,722 28,864 614,900

Ｈ43 118,909 79,746 91,402 138,428 146,246 23,104 24,267 25,424 26,575 27,722 582,915

Ｈ44 82,416 74,595 85,880 130,575 138,428 21,937 23,104 24,267 25,424 26,575 550,786

Ｈ45 64,998 69,421 80,333 122,686 130,575 20,764 21,937 23,104 24,267 25,424 518,512

Ｈ46 53,677 64,224 74,761 114,762 122,686 19,586 20,764 21,937 23,104 24,267 486,092

Ｈ47 45,877 59,003 69,164 106,802 114,762 18,403 19,586 20,764 21,937 23,104 453,526

Ｈ48 40,170 53,759 63,542 98,806 106,802 17,214 18,403 19,586 20,764 21,937 420,814

Ｈ49 35,252 48,491 57,894 90,774 98,806 16,020 17,214 18,403 19,586 20,764 387,954

Ｈ50 30,309 43,200 52,221 82,706 90,774 14,821 16,020 17,214 18,403 19,586 354,947

Ｈ51 25,341 37,884 46,523 74,602 82,706 13,616 14,821 16,020 17,214 18,403 321,790

Ｈ52 20,349 32,545 40,799 66,461 74,602 12,406 13,616 14,821 16,020 17,214 288,484

Ｈ53 15,332 27,182 35,048 58,284 66,461 11,190 12,406 13,616 14,821 16,020 255,029

Ｈ54 10,289 21,794 29,273 50,069 58,284 9,969 11,190 12,406 13,616 14,821 221,422

Ｈ55 5,221 16,382 23,471 41,818 50,069 8,743 9,969 11,190 12,406 13,616 187,664

Ｈ56 128 10,946 17,642 33,529 41,818 7,510 8,743 9,969 11,190 12,406 153,754

Ｈ57 5,485 11,788 25,203 33,529 6,273 7,510 8,743 9,969 11,190 119,691

Ｈ58 0 5,907 16,840 25,203 5,029 6,273 7,510 8,743 9,969 85,475

Ｈ59 0 8,439 16,840 3,781 5,029 6,273 7,510 8,743 56,614

Ｈ60 0 8,439 2,526 3,781 5,029 6,273 7,510 33,558

Ｈ61 0 1,266 2,526 3,781 5,029 6,273 18,874

Ｈ62 0 1,266 2,526 3,781 5,029 12,602

Ｈ63 0 1,266 2,526 3,781 7,572

Ｈ64 0 1,266 2,526 3,792

Ｈ65 0 1,266 1,266

Ｈ66 0

償還年度
既往債

償還残高
償還金残高

新規借入年度
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４．給水原価の算出 

水道水 1 ㎥を給水するのにかかる平均的な費用。水道水の原価を構成する費用の合

計を有収水量で除したもの。 

 

 

　留保資金残高と純利益 （単位：千円）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

当年度純利益 15,435 49,551 66,762 79,102 56,618 55,511 48,432 58,388 65,757 70,925 70,854 83,633 98,664

資本勘定不足額 -325,784 -335,279 -323,938 -331,958 -366,322 -426,544 -318,541 -313,134 -293,340 -263,258 -291,164 -213,049 -213,409

当該年度不足額 -304,418 -273,957 -257,176 -252,856 -309,704 -371,033 -270,109 -254,746 -227,583 -192,333 -220,310 -129,416 -114,745

補填財源 減価償却費 359,608 340,155 330,094 335,071 319,956 309,917 299,134 285,723 275,978 272,208 270,974 251,302 228,430

資産減耗費 8,782 3,563 35,101 4,578 4,578 4,578 4,095 4,384 4,654 4,894 5,090 5,309 5,369

368,390 343,718 365,195 339,649 324,534 314,495 303,229 290,107 280,632 277,102 276,064 256,611 233,799

当年度留保資金 63,972 69,761 108,019 86,793 14,830 -56,538 33,120 35,361 53,049 84,769 55,754 127,195 119,054

長期前受金戻入差引 149,387 142,391 137,994 135,958 125,580 117,437 104,116 97,291 92,265 89,490 87,433 79,275 69,824

内部留保資金残高 753,834 681,204 651,229 602,064 491,314 317,340 246,343 184,413 145,197 140,477 108,798 156,718 205,949

計

年　　　　　　　　度

0

40

80

120

160

200

0

200

400

600

800

1,000

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38
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留保資金残高と純利益の推移

留保資金残高 純利益

　給水原価の算出 （単位 千円）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

874,404 824,091 845,971 828,583 815,716 808,839 799,060 779,530 763,757 754,058 746,759 722,759 694,820

0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6,358 605 2,306 2,306 2,306 2,306 2,306 2,306 2,306 2,306 2,306 2,306 2,306

149,387 142,391 137,994 135,958 125,580 117,437 104,116 97,291 92,265 89,490 87,433 79,275 69,824

155,745 142,996 140,301 138,265 127,887 119,744 106,423 99,598 94,572 91,797 89,740 81,582 72,131

718,659 681,095 705,670 690,318 687,829 689,095 692,637 679,932 669,185 662,261 657,019 641,177 622,689

3,022 3,031 3,041 3,060 3,076 3,077 3,061 3,048 3,032 3,024 2,999 2,985 2,969

237.82 224.75 232.05 225.59 223.61 223.95 226.28 223.07 220.71 219.00 219.08 214.80 209.73

計

給水原価算出対象額

有収水量（千ｍ3）

給水原価（円）

年　　　　　　　　度

　

　費用全体

受託工事費

特別損出

長期前受金戻入
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５．用語解説 

 

【給水区域】 

  水道事業者が厚生労働大臣の認可を受け、一般の需要に応じて給水サービスを行うと

した区域のことをいいます。 

【給水人口】 

  給水区域（給水できる範囲）内に住んでおり、給水を受けている人口です。給水の範

囲外からの通勤者や観光客は給水人口に含まれていません。 

【有収水量】 

水道施設から給水した水量のうち、料金収入の対象となった水量。各戸の水道メータ

ーで計量した水量の合計から、減免した水量の合計を除いたもの。 

【一日最大給水量】 

一日に配水された水量で、一年間の中での最大の水量。 

【給水収益】 

水道事業会計における営業収益の一つで、水道事業収益のうち、最も重要な位置を占

める収益です。通常、水道料金として収入となる収益がこれに当たります 

【料金回収率】 

給水原価に対する供給単価の割合。水道水の原価の何％が水道料金で回収できている

かを表す指標。 

料金回収率（％）＝供給単価（円/㎥）／給水原価（円/㎥）×100 

【給水原価】 

水道水1 ㎥を給水するのにかかる平均的な費用。水道水の原価を構成する費用の合計

を有収水量で除したもの。 

給水原価（円/㎥）＝原価構成費用の合計（円）／年間有収水量（㎥） 

【供給単価】 

水道水1 ㎥当たりの平均的な値段。給水収益（料金収入）を有収水量で除したもの。 

供給単価（円/㎥）＝年間給水収益（円）／年間有収水量（㎥） 

【企業債】 

地方公営企業が行う建設改良事業などに要する資金に充てるために起こす地方債（国

などから長期で借り入れる借金）のことです。 

【内部留保資金】 

実際に現金の支出がない費用（減価償却費等）の計上によって生じた資金（＝損益勘

定留保資金）や、過去の利益を積み立てた資金など、水道事業会計の内部に留保してい

る資金。建設改良投資や借入金の返済のために使用される。 



  第 2 節 資料編   

資 2－20 

【原価償却費】 

固定資産（建物・水道管など）の減価（価値の減小）を費用として、その利用各年度

に合理的かつ計画的に負担させる会計上の処理または手続を減価償却といい、この処理

または手続によって特定の年度の費用とされた固定資産の減価額を減価償却費といい

ます。 

【長期前受金戻入】 

固定資産取得のために交付された補助金などについて、減価償却見合い分を収益化し

たものです。 

【法定耐用年数】 

地方公営企業法施行規則で定められている耐用年数のことです。経理上の基準であり、

実際に使用できる年数は実情に応じて変動します。 

【収益的収支】 

一事業年度の企業の経営活動に伴い発生する全ての収益とそれに対応する全ての費

用をいいます。 

【資本的収支】 

企業の将来の経営活動に備えて行う建設改良および建設改良にかかる企業債償還金

などの支出とその財源となる収入をいいます。 

【基幹管路】 

水道管路網のうち、特に重要な部分をいいます。具体的には、水源から浄水場までを

つなぐ「導水管」、浄水場と配水地をつなぐ「送水管」、配水池から各家庭などに分岐

する「配水本管」の３つから構成される管路をいいます。 

【耐震継手】 

地震の時、地面がずれたり割れたりした場合、管路にもずれ幅がなければ抜けたり破

損したりしてしまいます。耐震継手は継手部分で伸び縮みし、抜けたり破損したりしな

いようにする継手です。 

【接着継手ＴＳ式硬質塩化ビニール管】 

ＴＳ接合は継手の受口をテーパにして、接着剤による塩ビ膨潤と塩ビの弾力性を利用

したものです。接着剤を管と継手に塗れば、その表面に膨潤層ができ、この層により管

は流動的に差し込まれ、管と継手の各膨潤層がからみ合い接着面を一体化させ、接着剤

の乾燥と共に接着強度が高まります。 
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～「安全」・「強靭」・「持続」そして未来へ ～ 

平成２９年３月策定 

 

茨城県行方市水道課 

〒311-3512 茨城県行方市玉造甲3452-1 

TEL: 0299-55-1108（水道課） 

E-mail：name-suido@city.namegata.lg.jp 

URL: http://www.city.namegata.ibaraki.jp 
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